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◆巻頭言◆ 

 

「「対対話話」」にに基基づづくく学学びびをを求求めめ 

学長 小﨑 眞 

 

 FD レポート第 16 号の刊行にあたり、今年度の FD 活動にご尽力並びにご貢献いただき

ました皆さまに感謝申しあげます。特に、コロナ禍で学んだ知恵を活かし、対面形式のみ

に拘らずオンラインを用いた開催、オンデマンド配信など多岐の方法を駆使し、果敢に挑

み、多くの学びの機会を創出してきました。学部長による「学部 FD・アクティブラーニン

グの取り組みあれこれ」も昨年度に引き続き興味深い内容のものでした。何より、それぞ

れの活動報告自体に FD 活動の本質が散在し刺激的な学びを分かち合うことができまし

た。さらに、本学の学習支援システム「マナビー」を用いた積極的な情報提供を通して FD

活動への鋭気を与えられました。 

1990 年代の初めの「大学設置基準の大綱化」に起因し、FD 活動への期待が高まったと

言われます。当時、大学自体が変化・変容することが期待され、「大学人の意識改革と不

断の資質能力向上のための努力」が必須であるとの理解が広がりました。そのためにも、

「大学・学部等の理念・目的を再認識」し、学生、社会、一般市民、さらに高等教育全体

に対する責任の明確化が必要であると考えられました。換言すれば、大学自身の社会変革

への寄与が期待され、大学人相互の FD（Faculty Development）活動の重要性が指摘され

ました（清水一彦「大学設置基準の大綱化と大学の変貌」1994 参照）。それは、高等教育

現場での本質的意識改革の始まりであり、時代の転換期であったと言えます。ご多分に洩

れず本学も同様の流れの中にあります。特に 18 歳人口激減という人口減少社会、加えて

昨今のコロナ禍や戦禍を起因とする社会環境の変化は私立大学であり、女性のみを対象と

している高等教育・研究機関である実情に鑑み、「意識改革」と「資質能力向上」への弛

まぬ努力は喫緊の課題であると言えます。ゆえに、本学での FD 活動は、本学の将来を左

右すると言って過言ではありません。 

 まさに、「改良」と「向上」を目指して、今一度、本学の源流に学ぶ必要があります。

創立者新島襄は、教育の本質を「対話」の中に見出していました。柏木議円が「戸毎に説

き人毎に諭す」と評するごとく、新島は一人ひとりとの対話を尊重したようです。智の世

界は私的に所有できるものではなく、対話の中に創出されるとの真理に拓かれていたのか

もしれません。本来、対話は同化を前提としないため、同化し得ない対象を排除する方向

へ向きません。ゆえに新島は「我カ校をして深山大沢之如くになし、小魚も生育セしめ、

大魚も自在ニ発育セしめ」（横田安止宛書簡：1889（明治 22）年）と語り、各人の多様な

可能性を尊重すると共に自己の単一的な価値判断基準（大きいとか小さいという尺度）か

ら解放されていました。ゆえに新島は自身と異なる主義主張の人々をも切り捨てることは

なかったようです。このような関係性を育むことに教育の本質の一端があり、新島はこれ
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◆2022 年度 FD 講習会◆ 

 

講演「現代のリテラシーとしてのデータサイエンス」 

同志社大学文化情報学部 宿久 洋 

（同志社データサイエンス・AI 教育プログラム運営委員会委員長） 

 

はじめに 

ご紹介いただきました、同志社大学文化情報学部の宿久と申します。今ご紹介いただいた

とおり、同志社大学で始めております「ＡＩデータサイエンスの教育ブログラム」の運営

委員会のとりまとめを仰せつかっております。このような立場で、今日はお話をさせてい

ただければと思います。 

 タイトルは、「現代のリテラシーとしてのデータサイエンス」ということでお話をさせて

いただきます。 

 本日のお話は大きく三つのパートに分れております。一番初めに、釈迦に説法的なとこ

ろもあるかと思うのですが、社会全体の動きとして、今なぜこのようなデータサイエンス

教育を全学レベルでやりなさいと政策誘導がかかっているかという動向の話を共有させて

いただきます。真ん中のパートで、同志社大学が始めたばかりで、まだ認可を受けている

わけではありませんが、来年度に認定を申請しようとしているプログラムをご紹介します。

最後に、今年度の春学期から始めていて大体 800 名くらい受講している、「データサイエン

ス概論」という講義について説明します。受講している方々の受講の状況や講義の中身に

ついてご説明させていただきます。どちらかというと、皆さんと問題意識、課題を共有さ

せていただいて、いい解決法を一緒に探って行ければという形で、私の方から何か、上か

ら教えるような話ではございませんので、気楽に聞いていただければと思います。 

 

 

 

 

１.社会の動き 

日時：2022 年 11 月 2 日（水）17：00～18:00 

開催：京田辺キャンパス 知徳館 C283 対面開催 

   今出川キャンパス 楽真館 R401 オンライン配信 

司会：和氣 早苗 教育開発支援センター長 

 

1 開会挨拶   和氣 早苗  教育開発支援センター長 

2 講  演   「現代のリテラシーとしてのデータサイエンス」 

同志社大学文化情報学部 宿久 洋 氏 

3 質疑応答 

4 閉会挨拶   小﨑 眞 学長 
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を「自由教育」として自身の「畢生の目的」とし、「開発主義教育」を実践しました。 

２１世紀の高等教育現場においても、「主体的･対話的で深い学び」との学修姿勢に関心が

集められ、FD 活動への活性化が期待されています。新島の「対話」に基づく教育は、昨今

私たちに期待される FD 活動の先駆的教育指針であったと言えます。さらに出会った「相手

の心に火を灯し」(寺崎昌男「『教える』ということを掘り下げる」参照)、他者を活かし続

けた新島の教育姿勢に問われつつ、今の目の前に学ぶ学生一人ひとりに向き合いたいもの

です。そこに、同志社女子大学独自の FD 活動への源泉があるように思います。 

厳しい社会環境の只中にある本学でありますが、学生との対話を始め多種多様、縦横無

尽の「対話」に根ざした FD 活動を通し、次世代の本学へ向けた「意識改革」と「資質能

力向上」へ挑戦し続けたく思います。 
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の時代では１個も入りません。トヨタが四十何位に入るぐらいです。これぐらいに変わっ

ていったということです。この表紙は、時代の変遷と共によく見せるのですが、今はもう

石油ではないのです。データが一番富を生む源泉なので、このデータをどうするかという

ようなことが大事ですというお話です。 

 こういうことがだんだんと、一部の専門的な人だけではなく、一般の目に付くところに

出て来るということが、じわじわとブームとして出てまいります。まだこの頃は、ガード

ナーのハイプ・サイクルという流行りものが動いて行くところでいうと、黎明期から「過

度な期待」のピーク期くらいのところ、まだ立ち上がりぐらいというところです。 

 

 提言でいうと、学術会議としては三つ提言を出しています。 

 

左のものが数理系のところが出した「ビッグデータ時代における統計科学教育・研究の推

進について」です。これが最初に出て、真ん中は情報系のところが出したものです。この

あたりも、どちらかというと出せと言われて出したというようなところもあり、問題意識

はあって、総務省、経済産業省、文科省に対して非常に働きかけをやっていて、やっと何

か動き始めるというところで、いくつかの提言を出させていただきました。このあたりは

裏の裏の方に統計教育関係のグループがいて、いろいろな形で働きかけをやっていた時代

です。 

 この産業競争力会議、これは悪名高きといいますか、非常に有名なところで、いろいろ

な施策の発信源になるのです。これは文科省が発信源ではないのです。やはり、経済産業

省や内閣府が発信源となって、「第４次産業革命に向けた人材育成総合イニシアチブ」が提

案され、そこで作成されたのがこの山型の図です。 
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（１）ブームの先駆け 

 まず初めに、このブームの先駆けなのですが、どの辺からブームかという話です。この

言葉を皆さんよくご存じかもしれません。「データサイエンティストは 21 世紀で最もセク

シーな職業である」、これはダベンポートの言葉です。この辺からいろいろ始まっていて、

本当はこの 10 年ぐらい前から問題意識はあったのです。統計という学問分野の中での問題

意識はあったのですが、主に社会的な動きとしては、『ハーバード・ビジネス・レビュー』

の記事です。 

 

 その少し後ぐらいの『エコノミスト』の表紙なのですが、「データは 21 世紀の石油にな

りうる？」ということで、これは表紙そのままなのです。 

 

油田のところにグーグルやフェイスブック、テスラなど、これは当時の時価総額のトップ

からトップ５くらいの企業が立っています。これはよくうちの学生に言うのですが、1990

年代の前半ぐらい、日本の企業が時価総額のトップ 10 に入っていた時代がありました。今
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◆2022 年度 FD 講習会◆ 

 

講演「現代のリテラシーとしてのデータサイエンス」 

同志社大学文化情報学部 宿久 洋 

（同志社データサイエンス・AI 教育プログラム運営委員会委員長） 

 

はじめに 

ご紹介いただきました、同志社大学文化情報学部の宿久と申します。今ご紹介いただいた

とおり、同志社大学で始めております「ＡＩデータサイエンスの教育ブログラム」の運営

委員会のとりまとめを仰せつかっております。このような立場で、今日はお話をさせてい

ただければと思います。 

 タイトルは、「現代のリテラシーとしてのデータサイエンス」ということでお話をさせて

いただきます。 

 本日のお話は大きく三つのパートに分れております。一番初めに、釈迦に説法的なとこ

ろもあるかと思うのですが、社会全体の動きとして、今なぜこのようなデータサイエンス

教育を全学レベルでやりなさいと政策誘導がかかっているかという動向の話を共有させて

いただきます。真ん中のパートで、同志社大学が始めたばかりで、まだ認可を受けている

わけではありませんが、来年度に認定を申請しようとしているプログラムをご紹介します。

最後に、今年度の春学期から始めていて大体 800 名くらい受講している、「データサイエン

ス概論」という講義について説明します。受講している方々の受講の状況や講義の中身に

ついてご説明させていただきます。どちらかというと、皆さんと問題意識、課題を共有さ

せていただいて、いい解決法を一緒に探って行ければという形で、私の方から何か、上か

ら教えるような話ではございませんので、気楽に聞いていただければと思います。 

 

 

 

 

１.社会の動き 

日時：2022 年 11 月 2 日（水）17：00～18:00 

開催：京田辺キャンパス 知徳館 C283 対面開催 

   今出川キャンパス 楽真館 R401 オンライン配信 

司会：和氣 早苗 教育開発支援センター長 

 

1 開会挨拶   和氣 早苗  教育開発支援センター長 

2 講  演   「現代のリテラシーとしてのデータサイエンス」 

同志社大学文化情報学部 宿久 洋 氏 

3 質疑応答 

4 閉会挨拶   小﨑 眞 学長 
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の時代では１個も入りません。トヨタが四十何位に入るぐらいです。これぐらいに変わっ

ていったということです。この表紙は、時代の変遷と共によく見せるのですが、今はもう

石油ではないのです。データが一番富を生む源泉なので、このデータをどうするかという

ようなことが大事ですというお話です。 

 こういうことがだんだんと、一部の専門的な人だけではなく、一般の目に付くところに

出て来るということが、じわじわとブームとして出てまいります。まだこの頃は、ガード

ナーのハイプ・サイクルという流行りものが動いて行くところでいうと、黎明期から「過

度な期待」のピーク期くらいのところ、まだ立ち上がりぐらいというところです。 

 

 提言でいうと、学術会議としては三つ提言を出しています。 

 

左のものが数理系のところが出した「ビッグデータ時代における統計科学教育・研究の推

進について」です。これが最初に出て、真ん中は情報系のところが出したものです。この

あたりも、どちらかというと出せと言われて出したというようなところもあり、問題意識

はあって、総務省、経済産業省、文科省に対して非常に働きかけをやっていて、やっと何

か動き始めるというところで、いくつかの提言を出させていただきました。このあたりは

裏の裏の方に統計教育関係のグループがいて、いろいろな形で働きかけをやっていた時代

です。 

 この産業競争力会議、これは悪名高きといいますか、非常に有名なところで、いろいろ

な施策の発信源になるのです。これは文科省が発信源ではないのです。やはり、経済産業

省や内閣府が発信源となって、「第４次産業革命に向けた人材育成総合イニシアチブ」が提

案され、そこで作成されたのがこの山型の図です。 
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来年度の令和５年の概算要求ですが、今どこまで来ているかというと、学部再編をしなさ

い、特定成長分野（デジタル・グリーン等）への転換等支援ということです。つい最近、

新聞報道もありました。この転換等の支援に大体 3,000 億円ぐらいです。対象は、公立大

学と私立大学です。だから、この特定分野の方に既存の定員を振り替えれば、たくさん設

置経費を出します、複数年にわたって補助金を追加で出しますという施策です。定員増で

も構いませんが、その場合は補助金は下げますというような施策です。基金の 3,000 億な

ので毎年 3,000 億というわけではなくて、そこの上がりの部分から出していくというよう

なことが、ちょうど今動いているところです。 

 これは概算要求なので、実は１億円しか増えていませんが、今までこういうことをやっ

てきましたという中で、今回関わり合いがある、数理・データサイエンス・ＡＩ教育の推

進ということで、ここです。 

 

大体年間 50 万人ぐらいの全ての大学・高専の卒業生、この人たち全員に対して、このリテ
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実は、この図の一番大本は統計数理研究所というところが作ったのですが、この図が何回

も出て来ます。こういうリテラシーのような言葉も出て来るのですが、最後は初等中等教

育です。やはりここからやらなければいけません。小学校の教育を何とかしなければいけ

ないというところから始まって、初等中等教育でやること、高等教育でやるところ、もう

少し上にいくと大学院レベル、数理、情報関係学部など、最後がトップ人材、この施策が

５、６年前です。これくらいの時に、もうスキームは出来上がっていて、その結果が今動

いているという状況です。 

 今日のお話のメインは、「全学的な数理・情報教育の強化」の部分です。教育体制の抜本

的強化をしなさい、数理情報教育センターなどを作りなさいと、このようなセンターは東

大にできたりするのですが、こういうことをやりたいのです。リテラシーの醸成というこ

とで、50万人/年です。これは、国の認定制度が動いていて、我々がこの認定を受けようと

しているものがこのレベルです。 

（２）文部科学省の動向 

 次に文科省の動向です。これは、直近の方を出しています。 
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育です。やはりここからやらなければいけません。小学校の教育を何とかしなければいけ

ないというところから始まって、初等中等教育でやること、高等教育でやるところ、もう

少し上にいくと大学院レベル、数理、情報関係学部など、最後がトップ人材、この施策が

５、６年前です。これくらいの時に、もうスキームは出来上がっていて、その結果が今動

いているという状況です。 

 今日のお話のメインは、「全学的な数理・情報教育の強化」の部分です。教育体制の抜本

的強化をしなさい、数理情報教育センターなどを作りなさいと、このようなセンターは東

大にできたりするのですが、こういうことをやりたいのです。リテラシーの醸成というこ

とで、50万人/年です。これは、国の認定制度が動いていて、我々がこの認定を受けようと

しているものがこのレベルです。 

（２）文部科学省の動向 

 次に文科省の動向です。これは、直近の方を出しています。 
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日本が立ち後れているからこういうことになっているのですが、データサイエンスに関わ

るような基礎教育の算数、数学の部分は昭和 26 年ぐらいから結構頑張って教えていたので

す。昔は小学校 1、2 年からやっていたのですが、どんどんなくなっていて、この平成のゆ

とり教育に向けてナシ、ナシ、ナシが増えていくのです。こういうことで、まず小学校レ

ベルで削っていきました。それで、それを復活させようということで、先ほどの一番下の

初等教育で今現在やっています。最新の指導要領では、小学校の１年生から６年生までに、

「データの活用」ということで、全部必修で入っています。 

 

このように、縦一列に入っているものはこの「数と計算」と「図形」ぐらいで、中学校の

「関数」を見たら「数と変化」など、これが半分しか入らないにもかかわらず、「データの

活用」は一気通貫で入れているというところで、かなり力が入っています。 

 まず、小学校の指導要領です。具体的な話はまたゆっくり見てもらえばいいので、これ

は興味のある方が見ていただければいいのですが、例えば、度数分布表やこのようなドッ
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ラシーレベルの教育をやることが求められています。 

 応用基礎レベル、これがもう一つ上です。最初にこの名前を聞いたときに、何か変な順

番だと思うのです。普通、基礎と応用となると思います。応用基礎とは？、その心は？な

のですが、これはそれぞれのご専門があるのでしょう。その専門に対する応用を学ぶ、そ

の基礎の部分をやりなさい、だから、データサイエンスを自身の専門分野の役に立てるた

めに、リテラシーの上に繋ぐレベルとしてこの応用基礎レベルを５０万人半分ぐらいの人

たちにやりましょう、ということになっています。 

 これを見て、では、同志社大学も応用基礎レベルを定員の半分でやればいいかと、そう

はならないのです。全国の大学卒業生のうちの 25 万人だから、同志社大学のレベル、同志

社女子大学のレベルだとしたら全員やりなさいというようにわれわれは解釈しました。だ

から、応用基礎レベルまでは対象は全員です。エキスパートの 2,000 人ぐらいになってく

ると、あるいは、トップの 100 人などになってくると、これはさすがに、それほど頑張ら

なくてもいいでしょう。特定学部、特定研究科でやればいいでしょう。ちなみに、エキス

パートレベルもトップレベルも、同志社大学の大学院としては実はやっております。この

あたりはアメが付いてくるのです。ここまで、応用基礎レベルまではアメは付いて来ない

のですが、エキスパートレベルとトップレベルにはアメが付いてくるので、これはやらせ

ていただいています。ただ、同志社大学も単独では取れないのです。このトップなどとい

うものは、実は全国で１件です。エキスパート人材育成は文科省的には１件で、その１件

は統計数理研究所が取られるのですが、そこで連携している大学として同志社大学が含ま

れています。そのような形で参画をしています。これは、統計教育を担当できる大学教員

を育成することを目的としています。データサイエンスの人材を育成するために先生が足

りていないので、少し他分野、周辺分野の先生がデータサイエンスを教えられるような研

修をやりましょうというプログラムです。その研修に行かれると、その方の代わりの人件

費が下りてきます。あるいは、そのサポートするための体制作りのためのお金が下りてく

るような施策も動いています。 

 リテラシーレベルや応用基礎レベルの教育プログラムについては、新しくわれわれが認

可を受けたとしても、何かいいことがあるなどのようなことではありません。しかしなが

ら、補助金云々は別にしても、教育としてやるべきだからやりましょうというところで、

同志社大学も同志社女子大学も、これからやっていくというような状況になっております。 

 

（３）初等中等教育の動向 

 少し話を戻しまして、初等中等教育のお話をします。 

 小学校算数科の学習指導要領の変遷がそもそもなぜこういうことになってしまったので

すかということです。 
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データの分布でやるような、「四分位範囲」や「箱ひげ図」などは昔の大学入試センター試

験によく出ていたものなのです。これは、今中学校２年生の範囲になったので、もう入試

センターの試験では範囲外になってしまいました。 

 次に高校です。これは新指導要領ですから、2025 年度入試から入ってくる高校生の学習

内容です。 

 

必修の中に「データ分析」というものが「数学Ⅰ」の中に入ってきて、ここが物議を醸し

ました。「仮説検定の考え方」、これを高校生にどのように教えるのでしょう。積分も何も

ないというところなのですが、だから考え方なのです。このような仮説設定やその重要さ

など、少し背理法的な考え方はやはり要るだろうということで、「数学Ⅰ」に入りました。 

 「数学A」の「場合の数と確率」というところで、この「期待値」のような話もありま 

す。選択なのだけど、多くの人に取っていただける「数学B」のところに、「統計的な推測」

が入りました。このおかげで、ベクトルが「数学C」に動いてしまいました。数列かベク 

 Faculty Development 
 

 

トプロットなど、昔は普通だと大学で教えていたことが、今は小学校の６年生で教えてい

ます。 

 

最近は指導要領が減ってきたことの逆行が行われていて、今かなり戻っています。そのよ

うな状況が小学校です。 

 中学校も同じく、昭和 26 年は統計関係が沢山含まれていたのですが、だんだん無くなっ

ていきました。 

 

標本調査や多数回の試行と確率など、このような母集団と標本などは中３でやりましょう

というところでやっていたものが、だんだんなくなっていったということです。このよう

に、変遷していきましたということです。 

 これが戻って来た後です。 
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Ⅱ」も必修にしたかったらしいのですが、数理系の数学の先生などは、「高校で応用などを

やるよりは、基本的なところをきちんとやりましょう」という立場の方が多くて、そのせ

めぎ合いで、このような形になっています。 

 この「情報」の扱いは、教員養成も絡むのです。これを教えられる教員は、あまりいら

っしゃいません。なおかつ、現在の教職の課程認定を受けている教育内容と新しい情報Ⅰ・

Ⅱの内容にはかなりはギャップがあります。前の課程のものはマルチメディアなどに偏っ

ていました。今我々は情報の免許を前の課程に準じたもので出しているのですが、新しい

内容をどのように教えられるようにしたらいいのかということが、悩ましいところです。

この教職課程の問題を大学としては少し考えていかなければいけないという状況です。 

 

（４）大学の動向 

 このような状況の中で、各大学はいろいろなことをやっているのですが、情報系・デー

タサイエンス系の学部がざっとこれぐらい、今年、2022 年までに立ち上がったところです。 

 

滋賀大学は有名です。名古屋大学は情報文化学部の「文化」を消しました。名前を情報学

部にして、中身は変わっていないのですが、情報系学部になっています。横浜市立や、広

島、武蔵野で、いわゆる情報系の学部がどんどんできてきましたというところです。 

 次は来年度以降に設置されるものです。 

 Faculty Development 
 

 

トルかどちらか１個しか守れませんという形で、これは中教審のワーキンググループで決

めたときには相当もめましたが、結局これを入れなさいとなりました。今、ちょうど多く

の大学が新課程の入試のときにどれを入れるかという話になっていて、東大は「統計的な

推測」を入れています。阪大などは、最初の年度は移行期間なので入れません。そのあと

は、まだ非公開です。同志社大学はどうしましょうかという話を、今考えているところで

す。 

 データ分析・統計に関する内容は、小学校の６年間、中学校の３年間、高校の１年まで

の間、必修として全ての学生が学ぶことになります。このような学生さんが、大学に入っ

てこられるわけです。その大学に入ってこられる学生さんに、我々は何を提供しましょう

かと、今考えているというところになります。 

 高校の学習指導要領でもう一つ、こちらの方が話題になっています。 

 

「情報Ⅰ・Ⅱ」という二つのものがあり、「情報Ⅰ」が必修です。これは、大学入学共通テ

ストにも出題されるということで、国大協も含めて、「入試に使いなさい」というようなこ

とが言われております。大学としてこれをどう入れるか、いわゆる共通テスト利用入試に

どう使うかぐらいを考えるのか、一般入試の中に科目として入れるのかと、なかなか後者

に踏み切る大学は難しいのではないかということが言われています。例えば、北海道大学

さんは「入れません」という宣言をされて、日本情報処理学会から結構怒られているとい

うようなところもあります。 

 この「情報Ⅱ」ですが、これは理系の人たちが取るであろう「情報Ⅱ」の中に、実は我々

が大学で教えている、今日ご説明する「リテラシーレベル」、「応用基礎レベル」より超え

た内容が、ここに入っています。ただ、それを数理的にやれるかどうかはまた別問題です

が、内容的には非常にリッチな内容を「情報Ⅱ」で教えます。この辺は、あまりこのよう

な文部科学行政に関わって来られなかった情報系学会の悲願ですね。まず、共通テストの

中で入試に出すということは悲願だったのです。だから本当は、高校レベルまでは、「情報
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近いのですが、こちらは「工」がついています。 

 ちなみに、先ほど出したところの多くに、本学部の卒業生を雇っていただいているので、

非常にありがたいです。京女にも何人か行きますし、非常にありがたいのですが、やはり

人が足りません。皆さん非常に、ご苦労されているということで、やはり女子への理科系

教育をするということと、工学部を作るということで、もう二重に圧力がかかっているの

で、なかなか女子大は厳しいというところです。ただ、積極的にそれを活用されて、新し

い試みを皆さん頑張ってやっています。京女は女子大初のデータサイエンス学部というも

のが、最近のキャッチコピーです。かなり広報に力を入れられていらっしゃいます。 

 ここまで直近の動きなのですが、次は、今回のプログラム認定施策に関わるところを少

しピックアップしています。やれと言われていることが、この「リテラシーレベル」のデ

ータサイエンスです。 

 

これはもう本当に、文系・理系は関係なく全員にやる、やらせなさいと言われています。

これが、導入、基礎、心得とやはりよく考えられてはいるのです。まず、導入の部分で社

会におけるデータ・ＡＩの利活用について教授してくださいということです。次に、基礎

の部分でデータリテラシー、ここもそうです。読む、説明する、扱うことができるような

リテラシーだから、数式ばかりやって、式展開や証明をやれということではなくて、その

データを見て、それを読み取って、説明するような能力を養いなさいということです。そ

してやはりこの辺が大事なところで、心得の部分、この留意事項です。倫理的なお話や法

規的なお話をしっかり学びましょうということです。この三つをやりなさいと、これを全

部入れなければいけないのです。これを一科目でやってもいいし、複数科目でやってもい

いというプログラムを作りなさいということが、今我々に求められています。 

２.同志社データサイエンス・AI 教育プログラム(DDASH) 

 同志社大学では、アンテナを張っていたのでいつからでも始められたのですが、教員が

といいますか、学部が内発的にやろうという気持ちにはなかなかなりませんでした。もち
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で、なかなか女子大は厳しいというところです。ただ、積極的にそれを活用されて、新し

い試みを皆さん頑張ってやっています。京女は女子大初のデータサイエンス学部というも

のが、最近のキャッチコピーです。かなり広報に力を入れられていらっしゃいます。 

 ここまで直近の動きなのですが、次は、今回のプログラム認定施策に関わるところを少

しピックアップしています。やれと言われていることが、この「リテラシーレベル」のデ

ータサイエンスです。 
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会におけるデータ・ＡＩの利活用について教授してくださいということです。次に、基礎

の部分でデータリテラシー、ここもそうです。読む、説明する、扱うことができるような

リテラシーだから、数式ばかりやって、式展開や証明をやれということではなくて、その

データを見て、それを読み取って、説明するような能力を養いなさいということです。そ

してやはりこの辺が大事なところで、心得の部分、この留意事項です。倫理的なお話や法

規的なお話をしっかり学びましょうということです。この三つをやりなさいと、これを全

部入れなければいけないのです。これを一科目でやってもいいし、複数科目でやってもい

いというプログラムを作りなさいということが、今我々に求められています。 

２.同志社データサイエンス・AI 教育プログラム(DDASH) 
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少し有名になりましたが、一橋大学でソーシャル・データサイエンス学部というものがあ

ります。他には名古屋市立などです。順天堂・下関市立にも設置される見込みです。他に

2024 年度は富山県立大と宇都宮にできますということで、続々と、ストレートにデータサ

イエンスというよりは、少しどこかの部門とくっついた形のものができつつあります。 

 ここで少し気になるところなのですが、女子大です。 

 

奈良女が一番早かったといいますか、工学部をお作りになりました。これはかなり政策誘

導があって、ストレートに「工学部を作りなさい」と言われたらしいです。次にお茶の水

です。お茶の水の方は、単なる工学部ではだめだと言われたそうです。「ユニークな工学部

をお作りください」と、あまり口に出せないぐらいの圧力がかかったと聞いております。

ということで、元々お持ちだった環境系の学科がこの工学部の中に動いて、2024 年度に作

れるかというところです。もう一つは、新しくみんなで集まって、文化情報工学科という

ものを作ったらいいのではないかということで、動かれております。同志社の文化情報に
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文系のため、社会系のための施策であるにもかかわらず、メインターゲットを排除するよ

うな名前を入れてどうする」という強いものがありました。「では、ＡＩも外すか」という

話で、「いや、ＡＩはあった方がいい」と言われまして、この順番になります。ちなみに、

同志社大学は大学院でもやっているのですが、大学院はＡＩが先に来ます。ＡＩ・データ

サイエンス教育なのです。誰も気がつかないのですが、やっている方はこの辺をいろいろ

意識してやっていますというところです。 

 2022 年、今年度からやり始めました。後で名前を出しますが、実は考えたときに、渋沢

栄一の話を大河ドラマでやっていたので、「論語と算盤」という形で、そのような副題を付

けてやり始めました。 

 これも少し細かくて恐縮なのですが、左側が、文科省のピラミッドの横にもう少し情報

を付加した形で書いて、文科省の施策がグリーンです。それに合せて同志社カラー、紫で

同志社の動きを配置しています。一番下が、今申し上げた 50 万人を対象としたリテラシー

レベルです。それに対してわれわれは、同志社データサイエンス・ＡＩプログラムという

ことでＤＤＡＳＨ、そして、リテラシーのＬということで、ＤＤＡＳＨ-Ｌという名前で作

りました。 

 

 その上のレベル、これはまた来年から始まるのですが、ＤＤＡＤＨ‐Ａというものが始

まって、これと同時に副専攻も始まります。実は大学院では副専攻をもうやっています。

ＡＩ・データサイエンス副専攻をやっていて、理系向けは今やっています。文系向けもや

りましょうということで、来年から文学部にも、このＡＩ・データサイエンス副専攻に入

っていただきます。あとは、他大学と連携してやっているものですが、もっと上のレベル

のプログラムにも参画しています。というところで、大学としては、実は大学院レベルは

既に始めていたのです。学部レベルは後手に回っているのです。これを今からやっていこ
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ことでＤＤＡＳＨ、そして、リテラシーのＬということで、ＤＤＡＳＨ-Ｌという名前で作

りました。 

 

 その上のレベル、これはまた来年から始まるのですが、ＤＤＡＤＨ‐Ａというものが始

まって、これと同時に副専攻も始まります。実は大学院では副専攻をもうやっています。

ＡＩ・データサイエンス副専攻をやっていて、理系向けは今やっています。文系向けもや

りましょうということで、来年から文学部にも、このＡＩ・データサイエンス副専攻に入

っていただきます。あとは、他大学と連携してやっているものですが、もっと上のレベル

のプログラムにも参画しています。というところで、大学としては、実は大学院レベルは

既に始めていたのです。学部レベルは後手に回っているのです。これを今からやっていこ
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ろん、重要性は分かっているのですが、多くの学部で、それぞれの学部に合わせた形でデ

ータ教育をやっていて、計量分析の教育もしていると、その中で、あえてこの政策に乗っ

て、しかも、枠にはめられたことをやらなければいけないのかというような気持ちの方が、

教員サイドには強かったのです。一方で、さはさりながら、社会の動きもあるし、他大学

も動いています。近隣大学もやっているのに本当にそのままでいいのですかと、危機感を

持った事務職員の方もいらっしゃって、これはなかなか珍しいのですが、事務内発です。

たまたまその事務と関係の近かった私が、巻き込まれてしまったというのが現状なので 

す。 

 問題意識的には共有できるので、では、頑張りましょうと作ったものが、このＤＤＡＳ

Ｈというプログラムなので、そのご説明をさせていただきます。 

 

（１）プログラムの概要 

これは、文科省の施策的にいうとＭＤＡＳＨ(Approved Program for Mathematics, Data 

science and AI Smart Higher Education)というものなのですが、そのＭのところを同志

社に替えて、この Approved Program で作りましたということです。 

 

やはり略称があった方がいいでしょうということと、少し意味があって、施策の中ではデ

ータサイエンス・ＡＩ・数理と、この三つをやれと言われています。文科省の順番は数理、

データサイエンス、ＡＩです。最初はＡＩもなかったし、数理もなかったのですが、いろ

いろな考え方、経緯で三つ付きました。私は同志社で実施する構想段階のときにこれをそ

のまま使っていたのです。普通にここに、数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム

でいいのではありませんかと、プログラムの中身に数学も入っていますし、もっと数学系

の先生にも手伝ってもらったらいいのではないかと思って作ったのですが、結構事務の方

から反対といいますか、大丈夫ですかと疑義が出て来たのです。「その数理や数学などとい

うものをプログラムの名前に入れることによって、メインターゲットが逃げます。これは
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ここにいくつか特徴を挙げさせていただいていますが、私たちは前からやっているという

ことで、十数年におよぶデータサイエンス教育の実績ということだったり、実は 2005 年か

らいろいろやっていますという話を書いたり、外部講師を認めたり、そういうことで推し

ていっています。 

 いくつか、オンデマンドでやっているかということと、パッケージ化しているなど、い

ろいろな特徴があります。これはまた、少し詳しく説明していきたいと思います。 

 

 DDASH プログラムでは、だんだん走り始めて、最後は走って行くイメージでやっていま

す。これがざっくりと、今このリテラシー、応用基礎で、副専攻で、エキスパートに行き

ます。こういうものを作っていこうということです。 

 

応用基礎レベルの細かい話は後でやりますが、この文科省の２番目のレベルに対応して、

先ほどの３科目を加えて 12 単位、副専攻で 20 単位、リテラシーが６単位なので、６、12、

20 ということで段階的にやっています。 

 この前、朝日新聞からお声がかかりまして、朝日新聞のウェビナーで、高校の先生方向

けに「レベル分けで対応するＤＳ教育プログラム」というような形で、少しお話をするこ

とになりました。他大学から遅れてのプログラム設置ということもあり、しっかりやろう

ということで、20 単位のプログラムになっています。ここまでやっているところが少ない

ということもあって、注目をしていただいております。 

 

（２）DDASH-L 

 リテラシーレベルの DDASH-L は必修科目 2 単位と選択科目 4 単位以上という構成です。

同志社大学らしさといいますか、理系一辺倒でやってもしょうがないので、必修科目は置

くのですが、それ以外は既存の科目を選択してもらうようにしています。自然・人間科学

系の科目として数学の１・２、データサイエンスの１・２とあるのですが、これは科目の
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うという状況です。 

 細かく見ていきますと、この二つです。 

 

今、文科省がやっている認可認定プログラムはこの二つです。「リテラシーレベル」、「応用

基礎レベル」ということです。確実にやらなければいけないものをまとめて、最低限の必

修科目を作っているものが、リテラシーレベルで１科目です。応用基礎レベルでは３科目

で、データサイエンスと、少し工学的なエンジニアリングが入ったものと、ＡＩとなって

います。このような形で、プログラムを作っていっております。 

 

 ＤＤＡＳＨという名前なので、このＤＡＳＨに引っかけてスタートダッシュということ

でやっています。 
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います。このような形で、プログラムを作っていっております。 

 

 ＤＤＡＳＨという名前なので、このＤＡＳＨに引っかけてスタートダッシュということ

でやっています。 

 

同志社女子大FD Report16号.indd   18同志社女子大FD Report16号.indd   18 2023/03/11   9:012023/03/11   9:01



Faculty Development

19

 Faculty Development 
 

 

ここにいくつか特徴を挙げさせていただいていますが、私たちは前からやっているという

ことで、十数年におよぶデータサイエンス教育の実績ということだったり、実は 2005 年か

らいろいろやっていますという話を書いたり、外部講師を認めたり、そういうことで推し

ていっています。 

 いくつか、オンデマンドでやっているかということと、パッケージ化しているなど、い

ろいろな特徴があります。これはまた、少し詳しく説明していきたいと思います。 

 

 DDASH プログラムでは、だんだん走り始めて、最後は走って行くイメージでやっていま

す。これがざっくりと、今このリテラシー、応用基礎で、副専攻で、エキスパートに行き

ます。こういうものを作っていこうということです。 

 

応用基礎レベルの細かい話は後でやりますが、この文科省の２番目のレベルに対応して、

先ほどの３科目を加えて 12 単位、副専攻で 20 単位、リテラシーが６単位なので、６、12、

20 ということで段階的にやっています。 

 この前、朝日新聞からお声がかかりまして、朝日新聞のウェビナーで、高校の先生方向

けに「レベル分けで対応するＤＳ教育プログラム」というような形で、少しお話をするこ

とになりました。他大学から遅れてのプログラム設置ということもあり、しっかりやろう

ということで、20 単位のプログラムになっています。ここまでやっているところが少ない

ということもあって、注目をしていただいております。 

 

（２）DDASH-L 

 リテラシーレベルの DDASH-L は必修科目 2 単位と選択科目 4 単位以上という構成です。

同志社大学らしさといいますか、理系一辺倒でやってもしょうがないので、必修科目は置

くのですが、それ以外は既存の科目を選択してもらうようにしています。自然・人間科学

系の科目として数学の１・２、データサイエンスの１・２とあるのですが、これは科目の
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（３）DDASH-A 

 実は先ほどの話、今度はこの一つ上のレベルの話です。仰々しく上のレベルと言ってい

ますが、３科目増やしました。オンデマンドの講義を３科目です。 

 

これは結構大変なのですが、この３科目を増やして、Ｌを取った人が、３科目取れば自動

的にＡが取れるという形になります。この３科目はインタラクティビティーが要るという

ことで演習を入れなさいと言われているので、この三つの科目は演習が入っていますので、

結構大変です。先ほどのＬで、春秋で 1,500 ぐらいです。このうちの数百が来ても大丈夫

な設計をしてくださいとは言っていますが、最終的にはもう少し数字を出したいと思って

います。 

 

（４）DDASH 副専攻 
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くくりで、このあと副題がたくさんあります。 

 

いろいろな副題の中で選んでくださいということで、メディア系や生物系など、テーマを

分けた形でのデータサイエンス教育がこの枠です。そのあと、人文科学ということで、論

理的思考に関わる科目を置いています。国際教養科目もこれは英語で講義をされるものな

のです。この３つの科目群の中から４単位なので２科目取ってくださいということです。

修了要件としては、６単位以上でこのＤＤＡＳＨ‐Ｌを出しましょうということで、今年

の終わり、秋の修了時には最初の認定が出るという状況です。これが一番簡単な、下のレ

ベルの６単位です。 

  

「こんな人のために」ということなのですが、「なんだか分からないけれど面白そう！」「基

本だけでも知りたい」ぐらいでいいから来てという形でやり始めました。ただ、全学教育

の宿命なのですが、実際にやってみると、「基本」といっても、ある分野の人にとってみれ

ば易しすぎる、ある分野の人にとってみれば難しすぎるということが起こりました。 
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いるので、やはり文系系の人が取りやすくなり、副専攻まで取れます。こちらは理系系で

すが、文情はたくさんありますし、理工学部もこのようなプログラミングなども含めて全

部含んでいるので簡単に取れるのですが、やはり文系に協力していただくということが大

事かと思っていて、副専攻を作っています。 

 

 全体のスキーム的には何とか形にはできました。まだこれからというところなのですが、

次は動いたもののお話をしたいと思います。 

 

３．DDASH-L 必修講義「データサイエンス概論」 

（１）講義の概要 

 これはタイトルです。 

 

「データサイエンス概論（デジタル社会の論語と算盤）」ということで、私がメインで担当

するのですが、ＡＩ系や法律系のところもあるので、そこは理工学部の先生と法学部の先

 Faculty Development 
 

 

 これは、副専攻です。今申し上げた 12 単位に加えて、各学部で開講している科目も含め

て、副専攻を作りました。 

 

実は、この副専攻の 20 単位条件は、Ａの選択必修科目を取ることで全教科目だけでも満た

せます。ただ、それはかなり学生が頑張らなければいけないので、この分野でせっかくい

ろいろな学部で開講されている科目があるので、自分の所属している学部の科目を取るこ

とで、副専攻という形で取りやすくしようという組み合わせです。 

 この文学部開講の「科学哲学」などは、データサイエンスで絶対にこれはあった方がい

い科目です。 

 

その他にも、スポーツ健康科学部だとこの「スポーツ統計情報処理」など、心理学部やグ

ローバル地域文化学部の「計量分析の方法」ということで、やはりいろいろな学部に科目

があります。それぞれの特徴、例えば、グローバルコミュニケーション学部ではこの「Ｉ

ＣＴ活用基礎」なども入れていただいていますし、商学部などでも統計系がたくさん出て
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ここを何とかしなさいと文科省からも言われているのですが、「社会におけるデータの利活

用」ということを私たちが話すということは、どうしても現場感に欠けるので、各企業団

体、総務省なども含めてお願いして、そこからゲストを呼ぶ形で行っています。 

 

この方々にお願いをして、４年間、春秋使います。お金は、実は謝金が 10 万ぐらいなので

す。これで何とかしていたのですが、ほとんど謝金は受け取ってもらっていません。ある

程度、学長裁量で資金を確保していたのですが、使わずに済みました。正直、ＯＢ系やツ

テ、コネのあるところにお願いしているということもあるのですが、あとは共同研究先な

どのようなところでやっています。幅広い分野から招聘したいということで、製薬を入れ

たり、京セラさんなどもあったり、リクルートさん、この Agoop は位置情報の会社でソフ

トバンク系のところです。最近の災害時の人流やコロナの前後で人流の数字を出している

会社です。このような少し新しめの会社も含めて、一講義に３社です。切り分けて、90 分

は聴いてもらえないので、短くして切って行っています。この回の課題に関しては、感想
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生です。法学部の先生が、やはり必須です。フルオンデマンドと言っていますが、普通の

オンデマンド、試験も含めて全部オンデマンドでやるということで、フルオンデマンドと

言っています。毎回、講義内容に関する演習を出題しています。これに加えて、土曜日に

オンラインでの質疑応答をやっています。これはＴＡさんがやっています。ＴＡを今のと

ころは３名ぐらい、３名に対して２コマの時間だから、90×２の時間帯で質問を受け付け

ますということで、こちらの Microsoft Teams の中でチャネルを分けておいて、随時誘導

しながらやっていくという形でやっています。 

 

（２）講義の内容 

 ざっくり 15 回なのですが、これはあまり参考にならなくて、先ほどの文科省のやれと言

われたテーマがちょうどここに並ぶように、社会におけるデータ・ＡＩの利活用やリテラ

シー、留意事項などで、副題を付ける形で構成をしています。 

 

これはもう露骨に、認可が受けやすいようにしようということで、一切奇をてらわずに作

りました。 

 ちなみに、同志社大学は 13 回といいますか、15 回体制から 13 回、実際は 15 回なので

すが、第１回と第 15 回はオンラインにするという形の学年暦の変更を、2024 年から予定

しております。こちらの話の方が盛り上がるかもしれませんが、そういうものもありまし

て、あれはいいやり方だと思います。だから、90 分のままの 13 回に、昔のいい時代の同

志社に戻そうという形です。ただ、これは実効性をしっかり担保しながら戻すというとこ

ろがポイントなので、コロナのいい影響といいますか、教訓で、オンラインでもきちんと、

一定程度やれるということが分かってきたので、このガイダンスと導入など、13 回体制に

なってもすっと動けるように作っています。これは少々余談です。 

 一番のポイントはここです。 
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 こういうものもよくやりましたが、本物のときは社名を隠しています。後で、お手元資

料で見ていただければいいのですが、携帯の３社のパケット接続率のグラフです。間違っ

てはいないのですが、これは 97.5％と書いています。96.7％、96.0％と、それほど差がな

いのです。だから実際、講義のときは、これが元々テレビで出た図です、これを正しくす

るとこうなりますというものを、二つ並べならが解説していきます。 

 

 例えば、こういうものはなかなか見ないでしょう。円グラフの真ん中を動かすとは、こ

れは独創的です。なかなかありません。多くは、立体の円グラフです。これは使ってはい

けないと言われているもので、前面が大きく見えますね。前面側の面積が広くなって、前

面側が不当に大きく見えます。ほとんど変わらなくても前面が強調されます。これは某予

備校ですが、ほとんど変わっていないけれども、どんどん増えているように見えるのです。

錯視・遠近法を上手く使います。いろいろあります。 

 これはすごいでしょう。低アルコール飲料はこれだけ増えています、ビール系飲料はこ

うですと言っていますが、右側の軸を見てください。500、600 です。では、左側の軸を見

てみると、こちらは 60 から 80 です。こういうものが本当に使われているということは、

びっくりするでしょう。間違いではないのです。間違いではないけれども、このようにミ

スリードを促すようなことをやってしまっていいのですかというお話です。 

この内閣支持率のグラフもかなりオリジナリティがあります。普通、横軸は一定にするの

ですが、途中、１か月がビヨーンと伸びるなど、これはなかなかすごいでしょう。これは

内閣支持率で、急に落ちています、復活してあまり変わりませんと言いたいのでしょうけ

れども、いや、びっくりします。書いてしまっていますが、これはＮＨＫです。 

 このようなお話をすると、学生さんも今の聴衆のみなさんのように多少は反応していた

だけるということで、こういうものをたくさん入れています。チョコレートとノーベル賞、

これも因果と相関の有名な話です。チョコレートの売り上げが多い国がノーベル賞を出す

というような話です。このような身近な話を入れながら、上手く興味を引いた講義をして

 Faculty Development 
 

 

を書かせるぐらいの簡単なレポートにしています。 

 そのあと、私がこのメインのデータリテラシーの部分をやるのですが、ここは評判が悪

いのです。本当に、評判が悪いといいますか、しっかりやるのです。 

 

そして続きとして留意事項として私が 2 回やります。 

 

あまり式は出さないようにしているのですが、何かいろいろ考えて、「相関関係と因果関係

は違います」など、やはり社会的に意味のある、「サリドマイド事件」や「人間のはかり間

違い」、これは有名な本ですが、そのようなところからデータの功罪が分かるような形です。

このデータはサリドマイド事件のときの奇形・非奇形とその服用・非服用のデータです。

これをどう読むかということが、実は学者が間違ったということで非常に有名なのですが、

そのようなお話をするなど、いかに興味を持ってもらえるか、頭の中ではもう本当に人文

社会系のことしか考えていないので、そこにどう反応させるかということで、頑張ろうと

いう話でやっています。 
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を書かせるぐらいの簡単なレポートにしています。 
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ここはもう完全にやはり、「法の世界とデータ利活用について」というタイトルで、よくぞ

１コマに収めていただいたということなのですが、ここです。 

 

プライバシー保護の歴史や個人情報保護法、この民事損害賠償責任の話など、事例付きで

お話をしていただきました。これも、本当はもっとたくさんやりたかったのですが、法学

部の先生に言うと、「やはりこれは入れなければいけない」「いやいや、こんなにたくさん

は要らない」など、やはり餅は餅屋です。レギュレーションに合う中でどういうものを選

ぶかということは、やはりご専門の先生にお願いした方がいいです。我々が話すよりは、

やはりもっとしっかり、お二人の先生でやるぐらいだというお話でした。しっかりやって

いただきました。 

 留意事項の最後は理工の先生です。この場合はどちらかというと、セキュリティのお話

です。倫理やセキュリティのお話です。先ほどの法律にも絡むのですが、そのレベルより

はもっとコンプライアンスに近いようなところをお話ししていただきました。 
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いきます。ただ、本質は非常に大事なのです。円グラフが何を表わすのですか、そのとき

に、何に注意しなければいけないのですか、折れ線グラフは何を表わすのですか、どこに

注意しなければいけないのですか、棒グラフは何ですかということ、全部きちんと理屈が

あるのです。その理屈も含めてやると、皆さん納得していただいて、だます方になれとは

言いませんが、だまされないようにはなりましょうというお話をします。 

 こういうものを扱いました。 

 

サリドマイド以外にも、チャレンジャーの打ち上げ事故です。これはゴムが劣化して、低

温と高温で非常に劣化したまま打ち上げて事故が発生したという話です。データの出し方

によって印象が変わってしまうというお話です。これは降圧剤です。ディオバンという血

圧を下げる薬なのですが、この治験の中で、某製薬会社に出向していた社員さん、その製

薬会社から大学に出向していた人たちがデータを操作して、不都合なデータを使わなかっ

た、そういうことによって起きた事件などを扱います。余談ですが、この事件のおかげで、

大学に臨床統計家の教員ポジションがたくさんできました。 

 そのような事件の話や、あとは、もう少し一般論としてどのようなところが大事ですと

いうようなお話をするなど、捏造・改竄は論外なのですが、結構、データの取捨選択は悪

気がなくてやられることがあります。本当に、今いるかどうか分かりませんが、このデー

タはなかったことにしようと普通にやってしまう人たちがいたということで、そのような

注意は要ります。 

 留意事項の 3 回目は法学部の先生です。 
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弱ぐらいにしました。 

 

 毎回、講義内課題と講義外課題として課題を出しました。例えば、講義内課題はこのよ

うなものです。 

 

これは第９回のものですが、Wine Date Set の予測結果に関する分割表です。このような

予測結果について、評価の指標をどのように計算すれば良いか、考えを述べ、その指標の

計算結果を記せと、結構重たいのです。解答は一様ではありません。いろいろな回答パタ

ーンがあります。これを 800 人分教員が採点することは論外なので、ＴＡさんに見てもら

うのですが、それも非常に詳細に見る必要はありません。一定程度何か書いてあるものと

雑に書いてある、全く出していないと３段階ぐらいでいいから、これぐらいの粒度で付け

てくださいということで、ＴＡさんにやっていただきました。 

 講義内課題は、もうゼロイチに近い評価です。講義内課題は解答を出します。提出〆切

の後に、解答の模範例、解答例を出します。 
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 中身はこれです。 

 

若干、法に違反するかどうかというと、微妙なところなのですが、モラルやマナーです。

あとは、思わずやってしまうような違法行為のお話や、また、セキュリティのお話、暗号

のお話など、こういうものは次のレベルの講義につながるようなお話をしていただきまし

た。 

 

（３）成績の評価方法 

 問題は、どう評価するかなのです。パス・オア・フェイルでやりました。このオンデマ

ンドのやり方で、感度のいい成績評価は難しいでしょうということです。あとは、やはり

やってもらうことに意義があるので、手を動かすというところに注力をするので、やれば

点数が出る形にしようと、リテラシーレベルだからそれでいいだろうということでやりま

した。70％で合格なのですが、実際問題は、今回やはりＦ率を相当意識して、Ｆ率を２割
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 中身はこれです。 

 

若干、法に違反するかどうかというと、微妙なところなのですが、モラルやマナーです。

あとは、思わずやってしまうような違法行為のお話や、また、セキュリティのお話、暗号

のお話など、こういうものは次のレベルの講義につながるようなお話をしていただきまし

た。 

 

（３）成績の評価方法 

 問題は、どう評価するかなのです。パス・オア・フェイルでやりました。このオンデマ

ンドのやり方で、感度のいい成績評価は難しいでしょうということです。あとは、やはり

やってもらうことに意義があるので、手を動かすというところに注力をするので、やれば

点数が出る形にしようと、リテラシーレベルだからそれでいいだろうということでやりま

した。70％で合格なのですが、実際問題は、今回やはりＦ率を相当意識して、Ｆ率を２割
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 ただ、当然トラブルはあるだろうと、ぶっつけ本番だと困るだろうなどということで、

事前に練習ページで練習をさせました。必ず練習しなさいということです。練習は何回か

できるのです。練習が３回ぐらいできて、それは 10 分ぐらいで終わるもので、本番はこれ

が 60 分ですというものを必ず練習してくださいということで、本番に臨ませます。 

 それでもだめな人のために、システムに問題が発生した場合、エラーメッセージがあれ

ば出してください。何か質問があったら出してくださいというクレーム対応もやりました。

何か e-class の突然終了など、「システムに問題が発生しましたか」で、「はい、いいえ」

で、これを最後に出させています。ということで、これに対して個別対応をやりました。

件数は 10 件もなかったぐらいです。この例外については、またもう一回やってもいいなど、

個別の対応をしました。 

 

 練習について提示したものはこれです。練習があります。必ず１回はやってください。

10 分間です。練習用ですという形で、実際やってみてきちんと、開始、終了をやってくだ
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 もう一つが講義外課題です。確認テストとも言っているのですが、こちらは解答を出し

ません。ＬＭＳ上で解答させて、自動で点数が付くものです。計算しなさい、選びなさい

系で、５択４択ぐらいで解答できるものです。これは、そのまま点数になっていきます。

この確認テストが毎回、どのぐらいですか、５題から 10 題ぐらいあるのでしょうか。そう

いうものを作っていって、これも全部ＴＡさんです。元ネタ、このような本からいろいろ

考えて作れと作らせて、私が選んで載せていくという形で、毎回自動採点されます。 

 

 このような講義内の課題と講義外の課題という形になっています。なぜ講義内と言って

いるかというと、90 分話していても聴いてくれないので、大体 60 分前後話します。短め

に作っています。その代わり、自分で課題を解きなさいと、その時間も合わせて 90 分で、

講義内課題と言っています。講義外課題は確認テストなので、時期をずらしてテストを受

けて、これは何を見てもいいです。人に聞くなと、それだけです。そう言っても聞くでし

ょうけれども、それでもいいのです。いろいろ相談してやってもいいのです。だからこそ、

努力を認める形でやっていきます。ただ、人に聞いてばかりいると、最後の試験で困ると

いう話です。 

 この本番の試験、最終評価なのですが、実は、ストックしてきた講義外、白黒はっきり

する課題が 114 問あるのですが、そこからランダムに 20 問出しています。人によって問題

が違うので、人と相談しては回答できません。解き始めたら 60 分で切れますというルール

です。解答できる期間が３日間で、これも１日に絞るなと言われたのです。本当はリアル

タイムでこの日のこの時間からこの時間とすれば同じ問題でもいいのですが、持ち込み可

で同じタイミングでやろうとしてもそれも無理なので、結局、この 20 題をランダムに出し

て３日間のうちいつでも解答可能という形にしました。だから、本当に上手くやれば非常

によくできる人にやってもらえばいいのでしょうけれども、このようなやり方でやりまし

た。 
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 もう一つが講義外課題です。確認テストとも言っているのですが、こちらは解答を出し

ません。ＬＭＳ上で解答させて、自動で点数が付くものです。計算しなさい、選びなさい

系で、５択４択ぐらいで解答できるものです。これは、そのまま点数になっていきます。

この確認テストが毎回、どのぐらいですか、５題から 10 題ぐらいあるのでしょうか。そう

いうものを作っていって、これも全部ＴＡさんです。元ネタ、このような本からいろいろ

考えて作れと作らせて、私が選んで載せていくという形で、毎回自動採点されます。 

 

 このような講義内の課題と講義外の課題という形になっています。なぜ講義内と言って

いるかというと、90 分話していても聴いてくれないので、大体 60 分前後話します。短め

に作っています。その代わり、自分で課題を解きなさいと、その時間も合わせて 90 分で、

講義内課題と言っています。講義外課題は確認テストなので、時期をずらしてテストを受

けて、これは何を見てもいいです。人に聞くなと、それだけです。そう言っても聞くでし

ょうけれども、それでもいいのです。いろいろ相談してやってもいいのです。だからこそ、

努力を認める形でやっていきます。ただ、人に聞いてばかりいると、最後の試験で困ると

いう話です。 

 この本番の試験、最終評価なのですが、実は、ストックしてきた講義外、白黒はっきり

する課題が 114 問あるのですが、そこからランダムに 20 問出しています。人によって問題

が違うので、人と相談しては回答できません。解き始めたら 60 分で切れますというルール

です。解答できる期間が３日間で、これも１日に絞るなと言われたのです。本当はリアル

タイムでこの日のこの時間からこの時間とすれば同じ問題でもいいのですが、持ち込み可

で同じタイミングでやろうとしてもそれも無理なので、結局、この 20 題をランダムに出し

て３日間のうちいつでも解答可能という形にしました。だから、本当に上手くやれば非常

によくできる人にやってもらえばいいのでしょうけれども、このようなやり方でやりまし

た。 
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れほど大きな差はありませんが、少しこの文系のところがしんどかったなということが結

果です。率でいうと、ここですね。74.9 と 90.9 と 88、少しへこむぐらいなので、これぐ

らいのものでしょうというところです。 

 

（５）外部質保証 

 もう一つ、やはりどれほどいいことをやっていても、外部質保証が必要だろうというこ

とで、統計検定を受験することを推奨しています。 

 

講義に準拠しているものがこのデータサイエンス発展なのですが、実は基礎ぐらいでいい

かと思っていて、これを同志社大学の学生さんは４割引で受けられることになっています。

これは、この統計検定を実施しているところと協定を結んでおりまして、年会費を払って

いるのですが、それは 10 万ぐらいです。10 万払うと４割引で受けられるので、どうぞ受

けてくださいということで受けていただいています。それを８月と、今回は 11 月にやるの

ですが、次年度からどちらも学期末にやる予定です。学期末にやって、講義を受けた後の

アセスメントとして、なるべくこれを受けてください。文情の学生さんは、実は無料で受

けられるのでたくさん受けるのですが、その他の学部の学生さんは４割引です。受付はも

う一緒に受付をして、文情のスタッフで回しましょうということで今やっています。この

ような外部質保証をやっていますというところです。 

 次に就職状況なのですが、やはり人材不足が非常に進んでいます。これは教員の方では

ありません。 

 Faculty Development 
 

 

さい。 

 

この練習をやれば、ほとんどの学生は大丈夫だろうという想定で行いました。やはりオン

ラインなので、大学ではなくて自宅で受けることも想定していますので、いろいろな状況

であり得るだろうと思ってやりました。しかも、教材の回答ができませんなど、先ほどの

窓口しかトラブルシュートができないので、そこで必ず回答しなさいということを徹底し

てやりました。 

 

（４）受講の状況 

 これが受講の結果です。三つに分けました。 

 

文系、神・文・法・経・商・政策・社会・ＧＣ・ＧＲということと、スポ健・心理・文情

が文理系、理工・生命を理系としたときの合格率を見ると、実は文理が一番いいのかなぐ

らいですが、あまり変わりません。理系と文系、少しこの辺がへこみますぐらいです。そ
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提供することを検討しています。こちらについても、関係各所のご尽力もあって 2024 年度

から実施の見込みとなっています。 

 

科目等履修生で受け入れるという話なのですが、通常のやり方だと、たった２単位でも８

万円くらいかかるのです。受験していただいて、その科目の登録料を払ってというような

ことが要るのですが、上手くそれぞれのところがお金を負担し合う形でやりましょうとい

うことで、これも行けるのではなかろうかというところです。 

その他同志社外の動きというところで、新学部・新学科の設置（文系学部の転換）とい

うことが、今後進んでいますというところでございます。 

 

おわりに 

以上で私のお話でございました。何かの参考になればということです。最後に、ぜひ、

女子大学様とも連携をしたいと思っています。正直、同一法人内で個別にいろいろやって

もと思うので、シェアできるところはシェアして、リッチにしていった方がいいのではな

いかと思うので、プログラムの中にいろいろなものを加えていくような形で、連携して動

いたらいいのではないかと担当者は思っているとお伝えして、私のお話にしたいと思いま

す。今日はありがとうございました。 

 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－質 疑 応 答－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

和和氣氣  ＤＤＳＡＨ‐Ｌのプログラムですが、内容についてももちろんなのですが、フルオ

ンデマンドということで、1,500 名の学生さんに対して行っているという、最後の試験も

含めて、そこのさまざまな工夫がすごいというように、今準備と工夫というところで感銘

を受けました。それを４人の先生方とＴＡさん３名で行っていらっしゃるということなの

ですが、そのＴＡさんは大学院生なのですかということと、どれぐらいのコミットをされ

 Faculty Development 
 

 

 

学生さんの方で、関係の会社の採用意欲が非常に旺盛で、好待遇別枠での採用と言ってい

ますが、推薦で別枠が出るなど、このようなＧＭＯ、これは結構有名な開発系の会社なの

ですが、小さく書いていますが、かなり初任給としては年収が高いような形での採用があ

りますということを、学生に少しずつ言いながらやっていますというところです。 

 先ほどの文科省のプログラムのサポーターということで、経済産業省が取りまとめてい

ますが、いろいろな会社がやはりサポートをしてくれていて、この教育プログラムを受け

ているかどうか、その単位を取ったかどうかということを、デジタルバッジで出すという

ものが今トレンドで、デジタルバッジを持っていますかということを、聞いてくれるよう

になっています。 

 

ということで、実は同志社大学でも、このデジタルバッジを出すことについて検討を進め

ています。 

 最後に今後についてです。現在、学内４校へ先ほどご説明したデータサイエンス概論を
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真真部部 先生、本当にいろいろな詳細なご説明をいただきまして、ありがとうございました。

少し学生さんの反応という意味で、最後に統計検定を受けるようにとお勧めになられてい

るということなのですが、４割引やただなど、どのぐらいの学生さんが普段は受けていて、

今回はどのような感じなのでしょうか。 

 

宿宿久久 はい。実はこの文化情報学部以外の他学部の学生さんの増分は、10 人くらいです。

だから、10 から 20 ぐらいですか。それぐらいが増えたぐらいで、まだまだ周知が足りて

いないという状況なので、この資格を持っているとどうなるかという、そこの周知もこれ

からやらなければいけないというところです。 

 もう一つ言えば、データサイエンス概論の受講者数の目標値はもっと高くて、5,000 は

出したいのです。われわれの入学定員は 6,000 人なので、4,000 の後半から 5,000 ぐらい

は毎年受けてくれるように目指したいと考えています。そのための施策として、今度、同

志社の学園祭、イブ祭の方で、ＮＲＩさんと組んで、文系向けで何か少し面白いイベント、

ゲーム性のあるイベントをやるなどのようなことをやって、少しやはり社会系、文系の人

たちに目を向けてもらうような努力をしたいです。統計検定まで行くより、まず、この講

義を受けてほしいというところで、まだまだこれからというプログラムでございます。 

  

真真部部 ありがとうございます。もう一つなのですが、演習などをして、やはり手を動かさ

ないとだめだということだったのですが、感想を書くだけではなくて、やはりコンピュー

タを扱うといいますか、計算させるなどだと思うのです。フルオンデマンドでどのぐらい

学生が実質的に、最近オンデマンドは２倍速で聴くというような学生さんも多い中、どの

ように働きかけていらっしゃるのでしょうか。 

 

宿宿久久 やはり課題といいますか、彼らは宿題というと、とてもセンシティブになってやる

のです。だから、課題を出すということが大事かと思っていまして、課題の中では何をど

う使えなどと書いていないのです。けれども、電卓レベルだと相当しんどいです。だから、

エクセルは最低限使えれば、逆に言えば、エクセルがあれば完璧にできるぐらいの問題を

出しています。でも、あれせい、これせいは言いません。そんな形でやっているので、か

なり突き放したやり方かなと思って、来年以降はもう少しそこを、演習に関して誘導して

もいいかと、これだとできるでしょうか。 

 今、実はフィードバックの方で、講義内課題は解答を出していますと言いましたが、こ

れも紙で解答をバンと公開するだけなのです。来年度以降はここの解説はやるかと、さす

がに少し現状は不親切かと思っているので、高校生も受けられるということなので、解説

動画をまた作るかということで、少し頑張ろうかというところでございます。 
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ているのかということが、とても気になったのです。  

 

宿宿久久 実は、立ち上げ時にお願いしたＴＡと、運用上は今の人数ですが、準備をしていく

ところ、15 コマ分をやるこの人数に関しては、実はもっとたくさんお願いしています。う

ちの研究室の実習助手さんや、ＴＡは全部私の研究室なのですが、それなりに、この辺の

問題であれば完璧に解きこなせるぐらいのレベルの子たちが周りにいて、一人１コマずつ

です。あなたはここをお願いします、問題作ってください、スライドも最初に作ってきて

ください、私は監修しただけというレベルです。もちろん、あれしろ、これしろ、ここか

ら取って来い、などと言いますが、それも含めて、その十何人にお願いしてやっと作れて

いるので、これを手弁当で一人の先生がやることは無理です。ありがたいことに、学長裁

量経費から幾らかお金をいただいていますが、とてもそれぐらいの金額では足りませんの

で、別枠からお金はあるので、それなりに謝金を使ってということです。 

 キーワードは、やはりＴＡだと思います。先ほどそちらでもお話をしていたのですが、

大学設置基準が変わりまして、ＴＡにやっていただけるレベルが上がっているのです。今

までは、ＴＡがやれることは採点の補助まで、ここまでですなどという話だったのですが、

実は講義、登壇させてもよいという話になっているのです。全部ＴＡにやらせたらもちろ

んだめで、それは担当教員がコントロールしなければいけないのですが、例えば、講義は

先生がやるけれども、演習、具体的に問題を解いたものの解答をやるなどは、ＴＡに任せ

てもいいのです。これは、アメリカのやり方と一緒です。例えば、先生１人にＴＡ３人、

３クラスに分けて、20 人ずつ、あるいは、もっと少ない方がいいのですが、10 人に１人ぐ

らいＴＡを付けて、問題を解いて、解説をしてなど、補助的にやることが認められるよう

になりました。ぜひとも本学でという話を教務の方に言ったのですが、「うん、分かってる

けど」と言われました。 

 問題は、実はこのレベルのことをやらせるのに、今の賃金ではだめですと、そのとおり

なのです。アメリカのＴＡとの金額、単価が違います。だから、少しＴＡの業務に応じて、

例えば、価格帯、時給を変えていくようなことをして、そういう得意な学生さんを上手く

使っていく、あるいは、これはまた同じことを他大学の先生ともお話ししていたのですが、

いやいや、そんなＴＡがいると思いますか。これはやはり特殊な、ある程度のレベルの、

正直もうすぐ社会に出たらばりばり現場で働くレベルの人が研究室にいるから回るのであ

って、みんな同じようには回りません。だから、そこまで行かなくても、ＳＡ、ＴＡにお

願いして、少し丁寧にやる部分はやらないと、教員だけで１対 1,000 は無理ですというと

ころです。 

 

和和氣氣 ありがとうございました。本当によく分かりましたといいますか、非常に準備のと

ころに人とパワーというものがかかって、それで充実したものになっているのだというこ

とが分かりました。 
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真真部部 先生、本当にいろいろな詳細なご説明をいただきまして、ありがとうございました。

少し学生さんの反応という意味で、最後に統計検定を受けるようにとお勧めになられてい

るということなのですが、４割引やただなど、どのぐらいの学生さんが普段は受けていて、

今回はどのような感じなのでしょうか。 

 

宿宿久久 はい。実はこの文化情報学部以外の他学部の学生さんの増分は、10 人くらいです。

だから、10 から 20 ぐらいですか。それぐらいが増えたぐらいで、まだまだ周知が足りて

いないという状況なので、この資格を持っているとどうなるかという、そこの周知もこれ

からやらなければいけないというところです。 

 もう一つ言えば、データサイエンス概論の受講者数の目標値はもっと高くて、5,000 は

出したいのです。われわれの入学定員は 6,000 人なので、4,000 の後半から 5,000 ぐらい

は毎年受けてくれるように目指したいと考えています。そのための施策として、今度、同

志社の学園祭、イブ祭の方で、ＮＲＩさんと組んで、文系向けで何か少し面白いイベント、

ゲーム性のあるイベントをやるなどのようなことをやって、少しやはり社会系、文系の人

たちに目を向けてもらうような努力をしたいです。統計検定まで行くより、まず、この講

義を受けてほしいというところで、まだまだこれからというプログラムでございます。 

  

真真部部 ありがとうございます。もう一つなのですが、演習などをして、やはり手を動かさ

ないとだめだということだったのですが、感想を書くだけではなくて、やはりコンピュー

タを扱うといいますか、計算させるなどだと思うのです。フルオンデマンドでどのぐらい

学生が実質的に、最近オンデマンドは２倍速で聴くというような学生さんも多い中、どの

ように働きかけていらっしゃるのでしょうか。 

 

宿宿久久 やはり課題といいますか、彼らは宿題というと、とてもセンシティブになってやる

のです。だから、課題を出すということが大事かと思っていまして、課題の中では何をど

う使えなどと書いていないのです。けれども、電卓レベルだと相当しんどいです。だから、

エクセルは最低限使えれば、逆に言えば、エクセルがあれば完璧にできるぐらいの問題を

出しています。でも、あれせい、これせいは言いません。そんな形でやっているので、か

なり突き放したやり方かなと思って、来年以降はもう少しそこを、演習に関して誘導して

もいいかと、これだとできるでしょうか。 

 今、実はフィードバックの方で、講義内課題は解答を出していますと言いましたが、こ

れも紙で解答をバンと公開するだけなのです。来年度以降はここの解説はやるかと、さす

がに少し現状は不親切かと思っているので、高校生も受けられるということなので、解説

動画をまた作るかということで、少し頑張ろうかというところでございます。 
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ているのかということが、とても気になったのです。  

 

宿宿久久 実は、立ち上げ時にお願いしたＴＡと、運用上は今の人数ですが、準備をしていく

ところ、15 コマ分をやるこの人数に関しては、実はもっとたくさんお願いしています。う

ちの研究室の実習助手さんや、ＴＡは全部私の研究室なのですが、それなりに、この辺の

問題であれば完璧に解きこなせるぐらいのレベルの子たちが周りにいて、一人１コマずつ

です。あなたはここをお願いします、問題作ってください、スライドも最初に作ってきて

ください、私は監修しただけというレベルです。もちろん、あれしろ、これしろ、ここか

ら取って来い、などと言いますが、それも含めて、その十何人にお願いしてやっと作れて

いるので、これを手弁当で一人の先生がやることは無理です。ありがたいことに、学長裁

量経費から幾らかお金をいただいていますが、とてもそれぐらいの金額では足りませんの

で、別枠からお金はあるので、それなりに謝金を使ってということです。 

 キーワードは、やはりＴＡだと思います。先ほどそちらでもお話をしていたのですが、

大学設置基準が変わりまして、ＴＡにやっていただけるレベルが上がっているのです。今

までは、ＴＡがやれることは採点の補助まで、ここまでですなどという話だったのですが、

実は講義、登壇させてもよいという話になっているのです。全部ＴＡにやらせたらもちろ

んだめで、それは担当教員がコントロールしなければいけないのですが、例えば、講義は

先生がやるけれども、演習、具体的に問題を解いたものの解答をやるなどは、ＴＡに任せ

てもいいのです。これは、アメリカのやり方と一緒です。例えば、先生１人にＴＡ３人、

３クラスに分けて、20 人ずつ、あるいは、もっと少ない方がいいのですが、10 人に１人ぐ

らいＴＡを付けて、問題を解いて、解説をしてなど、補助的にやることが認められるよう

になりました。ぜひとも本学でという話を教務の方に言ったのですが、「うん、分かってる

けど」と言われました。 

 問題は、実はこのレベルのことをやらせるのに、今の賃金ではだめですと、そのとおり

なのです。アメリカのＴＡとの金額、単価が違います。だから、少しＴＡの業務に応じて、

例えば、価格帯、時給を変えていくようなことをして、そういう得意な学生さんを上手く

使っていく、あるいは、これはまた同じことを他大学の先生ともお話ししていたのですが、

いやいや、そんなＴＡがいると思いますか。これはやはり特殊な、ある程度のレベルの、

正直もうすぐ社会に出たらばりばり現場で働くレベルの人が研究室にいるから回るのであ

って、みんな同じようには回りません。だから、そこまで行かなくても、ＳＡ、ＴＡにお

願いして、少し丁寧にやる部分はやらないと、教員だけで１対 1,000 は無理ですというと

ころです。 

 

和和氣氣 ありがとうございました。本当によく分かりましたといいますか、非常に準備のと

ころに人とパワーというものがかかって、それで充実したものになっているのだというこ

とが分かりました。 
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◆2022 年度 大学院 FD 講習会◆ 

 

講演「コロナ禍後の大学教育」 

筑波大学大学研究センター 特命教授 金子 元久 

 

はじめに 

金子でございます。本日は、「コロナ禍後の大学教育」という題でお話します。コロナ禍後

が問題なのですが、大学教育は、ずっとコロナ禍も問題でありまして、しかし、言ってみ

れば、これは大学が始まったときから、大学教育ということは問題です。この表紙に出し

ましたものは、15 世紀のボローニャ大学の例だそうですが、ご覧になって分かりますとお

り、後ろの方には、居眠りしている人もいるし、私語をしている人もいます。昔から問題

があったわけです。 

 

やはり、高等教育を考える際には、つい最近に起こった問題というよりは、元々非常に問

題があった部分といったことも含めて、考えるべきところはたくさんあるのだと思います。 

 

日時：2022 年 9 月 21 日（水）15：00～16:00 

開催：Zoom ミーティングにてオンライン開催 

司会：秦 由美子 文学研究科英語英文学専攻主任 

 

1 開会挨拶 真部 真里子 教務部長 

2 講  演 「コロナ禍後の大学教育」 

      筑波大学大学研究センター 金子 元久 氏 

3 質疑応答 

4 閉会挨拶 秦 由美子 文学研究科英語英文学専攻主任 

 Faculty Development 
 

 

真真部部 ありがとうございました。 
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◆2022 年度 大学院 FD 講習会◆ 

 

講演「コロナ禍後の大学教育」 

筑波大学大学研究センター 特命教授 金子 元久 

 

はじめに 

金子でございます。本日は、「コロナ禍後の大学教育」という題でお話します。コロナ禍後

が問題なのですが、大学教育は、ずっとコロナ禍も問題でありまして、しかし、言ってみ

れば、これは大学が始まったときから、大学教育ということは問題です。この表紙に出し

ましたものは、15 世紀のボローニャ大学の例だそうですが、ご覧になって分かりますとお

り、後ろの方には、居眠りしている人もいるし、私語をしている人もいます。昔から問題

があったわけです。 

 

やはり、高等教育を考える際には、つい最近に起こった問題というよりは、元々非常に問

題があった部分といったことも含めて、考えるべきところはたくさんあるのだと思います。 

 

日時：2022 年 9 月 21 日（水）15：00～16:00 

開催：Zoom ミーティングにてオンライン開催 

司会：秦 由美子 文学研究科英語英文学専攻主任 

 

1 開会挨拶 真部 真里子 教務部長 

2 講  演 「コロナ禍後の大学教育」 

      筑波大学大学研究センター 金子 元久 氏 

3 質疑応答 

4 閉会挨拶 秦 由美子 文学研究科英語英文学専攻主任 
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真真部部 ありがとうございました。 
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これは、日本の戦前の大学に非常に大きな影響を与えたわけです。これは、近代大学のモ

デルと言われています。しかしもう一方で、イギリスを通じてアメリカの大学にも、中世

の大学の伝統は受け継がれていまして、これは大体、19 世紀の終わりから 20 世紀にかけ

て、非常に大きな変革をしました。それが、いわゆる現代大学と言ってもいいのだと思い

ますが、その原型を作っています。 

 日本の大学は、戦前の基礎の上にアメリカの大学の影響を受けて、一応できています。

ここの間にかなり、まだ接合できていない部分がいろいろとあって、それが、いまだに解

決できない問題があるわけです。その後、1960 年代から大衆化が起こって、日本の大学は、

非常に猛拡大してきたわけです。このように、かなり歴史的なさまざまな経緯を経て、現

代の大学の問題ができていて、そこに複雑な点があるのだということを、まず申し上げて

おきたいと思います。 

 

（２）教育の理念・方法 

一応かいつまんで、ドイツ型の歴史とアメリカ型の歴史にどのような問題があるのかとい

うことだけ、少し申し上げておきます。 

 

 ドイツ型は、基本的には学問の自由といいますから、学習の自由ということがモットー

で、あまり学生の勉強には干渉しない方がいいのだ、必要なことはゼミナール研究室で、

卒論と国家試験で一応終了するのだという考え方です。ドイツの場合は、卒論というもの

がありますが、要するに、学位論文です。今日ご出席の先生方に、アメリカの大学のご経

験の方があるかもしれませんが、アメリカの大学の特質は、これはあまり日本では理解さ

れていないところがあるのではないかと思うのです。一つは、リベラルアーツの伝統があ

るわけです。リベラルアーツは、この字面からごまかされると、かなり自由にやっていい

ように見えますが、実は、アメリカのリベラルアーツ教育は、非常に厳格なのです。大体、

毎週やる時間割は決まっていました。それから、大体、暗記が主にありまして、毎日朝は

 Faculty Development 
 

 今日はあまり、「こういう授業が良いです」というようなお話はできないので、大学教育

の最大の特徴はいろいろな専門があることですから、そういうことは言えません。ただ、

先生方に考えていただく材料を提供するという意味で、三つのポイントについてお話しま

す。 

 

一つは、大学教育の基本的な課題はどこにあるのか、ここ３年間ぐらいで何が起こってい

るのか、それから、これから何が求められるのかといった点です。 

 

（１）大学教育の歴史 

 

 後で少し関係が出てくるかもしれませんのでごく簡単に、随分上に思われるかもしれま

せんが、13 世紀くらいから話が始まるわけですが、中世の大学が始まったのは、その 13

世紀であります。それが、ずっと飛びまして、600 年ぐらい経って、ドイツの近代大学が

できましたのが、1800 年くらいです。1810 年に、いわゆるフンボルト大学ができました。
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これは、日本の戦前の大学に非常に大きな影響を与えたわけです。これは、近代大学のモ

デルと言われています。しかしもう一方で、イギリスを通じてアメリカの大学にも、中世

の大学の伝統は受け継がれていまして、これは大体、19 世紀の終わりから 20 世紀にかけ

て、非常に大きな変革をしました。それが、いわゆる現代大学と言ってもいいのだと思い

ますが、その原型を作っています。 

 日本の大学は、戦前の基礎の上にアメリカの大学の影響を受けて、一応できています。

ここの間にかなり、まだ接合できていない部分がいろいろとあって、それが、いまだに解

決できない問題があるわけです。その後、1960 年代から大衆化が起こって、日本の大学は、

非常に猛拡大してきたわけです。このように、かなり歴史的なさまざまな経緯を経て、現

代の大学の問題ができていて、そこに複雑な点があるのだということを、まず申し上げて

おきたいと思います。 

 

（２）教育の理念・方法 

一応かいつまんで、ドイツ型の歴史とアメリカ型の歴史にどのような問題があるのかとい

うことだけ、少し申し上げておきます。 

 

 ドイツ型は、基本的には学問の自由といいますから、学習の自由ということがモットー

で、あまり学生の勉強には干渉しない方がいいのだ、必要なことはゼミナール研究室で、

卒論と国家試験で一応終了するのだという考え方です。ドイツの場合は、卒論というもの

がありますが、要するに、学位論文です。今日ご出席の先生方に、アメリカの大学のご経

験の方があるかもしれませんが、アメリカの大学の特質は、これはあまり日本では理解さ

れていないところがあるのではないかと思うのです。一つは、リベラルアーツの伝統があ

るわけです。リベラルアーツは、この字面からごまかされると、かなり自由にやっていい

ように見えますが、実は、アメリカのリベラルアーツ教育は、非常に厳格なのです。大体、

毎週やる時間割は決まっていました。それから、大体、暗記が主にありまして、毎日朝は
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 今日はあまり、「こういう授業が良いです」というようなお話はできないので、大学教育

の最大の特徴はいろいろな専門があることですから、そういうことは言えません。ただ、

先生方に考えていただく材料を提供するという意味で、三つのポイントについてお話しま

す。 

 

一つは、大学教育の基本的な課題はどこにあるのか、ここ３年間ぐらいで何が起こってい

るのか、それから、これから何が求められるのかといった点です。 

 

（１）大学教育の歴史 

 

 後で少し関係が出てくるかもしれませんのでごく簡単に、随分上に思われるかもしれま

せんが、13 世紀くらいから話が始まるわけですが、中世の大学が始まったのは、その 13

世紀であります。それが、ずっと飛びまして、600 年ぐらい経って、ドイツの近代大学が

できましたのが、1800 年くらいです。1810 年に、いわゆるフンボルト大学ができました。
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0 時間、１から５時間、６から 10 時間というところで、日本は圧倒的に５時間以内が多い

わけです。アメリカでは、５時間以内は２割に満ちません。ここは基本的に、アメリカと

日本の大きな差になると思います。 

 こういうことが背景にあって、2000 年代から非常にあちらこちらで、日本の大学教育の

質をよくしないといけないという議論が行われてきました。2000 年代に入っても、中教審

で、主に大学教育の質に関する議論が行われて、さまざまな答申を行っています。そこで

少し注目していただきたいことが、主な論点というところです。 

 

学位授与の方針、学修時間、能動学修アクティブ・ラーニングなど、かなり細かいことま

で言っているわけです。普通は、これまでは、これほど細かいことまで中教審が言うこと

はなかったわけです。あるいは、小中学校についてもあまり、ここまで細かいことは議論

していないわけですが、もうここまで細かく議論しています。しかも、ここで言われてい

ることは、言ってみれば、アメリカの教育でされていることが多いのです。基本的に、ア
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暗記の時間があります。暗記を復唱する『リバティシオン』というような雑誌が作られて、

非常に厳格な伝統を持っていました。それが、19 世紀の終わりに、あまりにカリキュラム

が固定的だと、いろいろな要素を入れられないということで、エレクティブといいますか、

学校を選べるようにしたのですが、そのときに、同時に単位制を導入しました。日本の大

学も 124 単位ということで、基本的には戦後に、アメリカのモデルを導入したものです。 

 ただ、日本ではよく理解されていないことは、何かそうすると、非常に細切れになって

いるように聞こえるのですが、かなりの主要な大学では、単位制はこのままなのです。単

位制にしているのですが、基本的にはコースというような形で、１週間に２回、３回の授

業をやって、かなりまとまった学習をするということが、一つの単位になっています。そ

こで授業をやって、学生が学習して、やはり、暗記まではいきませんがさまざまな課題を

出して、それをまた教師に提出する、そのフィードバックが行われる、そのように完結し

たものが、一応、基礎的なモジュールになっているわけです。単位制は、アカデミックユ

ニットといいますが、それよりもむしろ、モジュール制と言った方がいいかもしれません。

要するに、学習がいくつかのモジュールに分かれていて、それを積み重ねて大学教育とす

るということが、アメリカ型の考え方です。 

 日本は、戦後にアメリカ型の教育を入れるときに、このモジュール制ということを、実

は、あまりそこまで考えていませんでした。単位制をとにかく入れることで精一杯だった

わけで、単位制を入れることについては、相当抵抗している大学もたくさんあるわけです。

そういう意味では、モジュール型というものが、アメリカの基本的な考え方です。日本の

大学は、この二つの考え方は、まだかなり混交しているということが現実であります。そ

れを一応、頭に置いておいていただいて、次に、日本の大学教育の基本的な問題について、

少し申し上げたいと思います。 

 

1．大学教育の基本問題 

 基本的によくされることですが、日本の大学の教育は、授業に出席している時間は大体、

大学設置基準で要求されているとおりに、この頃は出席するようになりました。少し前ま

では欠席している人が多かったけれども、この頃は大体、授業に出席しています。しかし、

授業外での学習時間は少ないということです。これは、日本とアメリカを比較したもので

すが、ごらんになると分かりますように、下の方から、毎週の授業外での学習、教室外で

の学習時間です。 
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0 時間、１から５時間、６から 10 時間というところで、日本は圧倒的に５時間以内が多い

わけです。アメリカでは、５時間以内は２割に満ちません。ここは基本的に、アメリカと

日本の大きな差になると思います。 

 こういうことが背景にあって、2000 年代から非常にあちらこちらで、日本の大学教育の

質をよくしないといけないという議論が行われてきました。2000 年代に入っても、中教審

で、主に大学教育の質に関する議論が行われて、さまざまな答申を行っています。そこで

少し注目していただきたいことが、主な論点というところです。 

 

学位授与の方針、学修時間、能動学修アクティブ・ラーニングなど、かなり細かいことま

で言っているわけです。普通は、これまでは、これほど細かいことまで中教審が言うこと

はなかったわけです。あるいは、小中学校についてもあまり、ここまで細かいことは議論

していないわけですが、もうここまで細かく議論しています。しかも、ここで言われてい

ることは、言ってみれば、アメリカの教育でされていることが多いのです。基本的に、ア
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暗記の時間があります。暗記を復唱する『リバティシオン』というような雑誌が作られて、

非常に厳格な伝統を持っていました。それが、19 世紀の終わりに、あまりにカリキュラム

が固定的だと、いろいろな要素を入れられないということで、エレクティブといいますか、

学校を選べるようにしたのですが、そのときに、同時に単位制を導入しました。日本の大

学も 124 単位ということで、基本的には戦後に、アメリカのモデルを導入したものです。 

 ただ、日本ではよく理解されていないことは、何かそうすると、非常に細切れになって

いるように聞こえるのですが、かなりの主要な大学では、単位制はこのままなのです。単

位制にしているのですが、基本的にはコースというような形で、１週間に２回、３回の授

業をやって、かなりまとまった学習をするということが、一つの単位になっています。そ

こで授業をやって、学生が学習して、やはり、暗記まではいきませんがさまざまな課題を

出して、それをまた教師に提出する、そのフィードバックが行われる、そのように完結し

たものが、一応、基礎的なモジュールになっているわけです。単位制は、アカデミックユ

ニットといいますが、それよりもむしろ、モジュール制と言った方がいいかもしれません。

要するに、学習がいくつかのモジュールに分かれていて、それを積み重ねて大学教育とす

るということが、アメリカ型の考え方です。 

 日本は、戦後にアメリカ型の教育を入れるときに、このモジュール制ということを、実

は、あまりそこまで考えていませんでした。単位制をとにかく入れることで精一杯だった

わけで、単位制を入れることについては、相当抵抗している大学もたくさんあるわけです。

そういう意味では、モジュール型というものが、アメリカの基本的な考え方です。日本の

大学は、この二つの考え方は、まだかなり混交しているということが現実であります。そ

れを一応、頭に置いておいていただいて、次に、日本の大学教育の基本的な問題について、

少し申し上げたいと思います。 

 

1．大学教育の基本問題 

 基本的によくされることですが、日本の大学の教育は、授業に出席している時間は大体、

大学設置基準で要求されているとおりに、この頃は出席するようになりました。少し前ま

では欠席している人が多かったけれども、この頃は大体、授業に出席しています。しかし、

授業外での学習時間は少ないということです。これは、日本とアメリカを比較したもので

すが、ごらんになると分かりますように、下の方から、毎週の授業外での学習、教室外で

の学習時間です。 
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時系列で見られるのですが、2007 年から 2016 年までかけて、実はほとんど変わっていな

いのです。やはり、アメリカとの差はかなり大きいのです。これは、どうしてなのかとい

うことになるわけです。 

 いろいろとやっているのだけど、どこかやはり、少し抜けているところがあるのかもし

れません。先ほどごらんになりましたように、実は、グループワークが非常に流行ってい

るのです。これは、若い先生だけではなくて、結構年を取った先生もこういったことをや

っているわけで、これはメリットがあると思います。 

 

学生の授業への参加意欲を引き出します。今の学生は、自分を表現したい、他の学生が何

を考えているのかを知りたい、いってみれば、スマホでＳＮＳをやっているような感じで、

あのようなことをやりたい意識が、非常に強いわけです。ある程度、グループワークをや

ることによって、他人を受け入れ、共同することを学ぶことは、そういう意味ではいいの

ではないかと思われるのです。しかし、どうもその場の満足で終わっているらしいのです。
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メリカのシステムの再導入が、今行われていると言っていいのかもしれません。 

 授業の改革は、こういった雰囲気もあって、2000 年代に入って進んできました。これは、

私どもが 2008 年と 2016 年にやったもの、８年くらいの差です。ちょうどこれは、日本の

大学教育改革のことが議論になった時代です。これは大学の先生に、すでにやっています

か、力を入れていますか、あるいは、やっていないということで、すでにやっているか、

力を入れているかというところの数を総計したもので、左側が 2008 年、右側が 2016 年で

す。 

 

小テストなどは、かなりあちらこちらでされています。理解しやすいように工夫している

ということは、やはり、65％から 74％まで増えています。特に、グループワークなどが増

えています。それから、補助的指導、提出物へのコメントなど、このように、かなり授業

が改善されています。短い期間でしたが、2000 年代に入ってから、かなり改善の傾向にあ

ることは事実です。特に、授業のやり方で理解しやすくすることを目指しているなど、授

業のやり方を分かりやすくしようという傾向が、非常に強くなっています。 

 

 私どもがやった調査の後、学生の教室外の学修時間を、文科省で全国調査をやるように

なりました。 
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時系列で見られるのですが、2007 年から 2016 年までかけて、実はほとんど変わっていな

いのです。やはり、アメリカとの差はかなり大きいのです。これは、どうしてなのかとい

うことになるわけです。 

 いろいろとやっているのだけど、どこかやはり、少し抜けているところがあるのかもし

れません。先ほどごらんになりましたように、実は、グループワークが非常に流行ってい

るのです。これは、若い先生だけではなくて、結構年を取った先生もこういったことをや

っているわけで、これはメリットがあると思います。 

 

学生の授業への参加意欲を引き出します。今の学生は、自分を表現したい、他の学生が何

を考えているのかを知りたい、いってみれば、スマホでＳＮＳをやっているような感じで、

あのようなことをやりたい意識が、非常に強いわけです。ある程度、グループワークをや

ることによって、他人を受け入れ、共同することを学ぶことは、そういう意味ではいいの

ではないかと思われるのです。しかし、どうもその場の満足で終わっているらしいのです。
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メリカのシステムの再導入が、今行われていると言っていいのかもしれません。 

 授業の改革は、こういった雰囲気もあって、2000 年代に入って進んできました。これは、

私どもが 2008 年と 2016 年にやったもの、８年くらいの差です。ちょうどこれは、日本の

大学教育改革のことが議論になった時代です。これは大学の先生に、すでにやっています

か、力を入れていますか、あるいは、やっていないということで、すでにやっているか、

力を入れているかというところの数を総計したもので、左側が 2008 年、右側が 2016 年で

す。 

 

小テストなどは、かなりあちらこちらでされています。理解しやすいように工夫している

ということは、やはり、65％から 74％まで増えています。特に、グループワークなどが増

えています。それから、補助的指導、提出物へのコメントなど、このように、かなり授業

が改善されています。短い期間でしたが、2000 年代に入ってから、かなり改善の傾向にあ

ることは事実です。特に、授業のやり方で理解しやすくすることを目指しているなど、授

業のやり方を分かりやすくしようという傾向が、非常に強くなっています。 

 

 私どもがやった調査の後、学生の教室外の学修時間を、文科省で全国調査をやるように

なりました。 
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2．最近の動向 

 その中で、最近何が起こっているかということなのですが、この３年間にかなりいろい

ろなことが起こっているのです。 

 

少し並べただけでもずらりと、コロナ禍が 2020 年の春から起こっています。それから、大

学「無償化政策」というものが、これは 2018 年の選挙で公約したのですが、昨年度から実

施されて、今年も実施されています。皆さんはあまり、そうかと思われるかもしれません

が、いくらお金がかかっていると思われますか。これは、6,000 億なのです。日本の私学

に対する助成の２倍近い金が、実はガバっと出たのです。そういうことが起こっています。

それから、入試改革が非常に騒がれました。これは、去年実質的に断念されました。これ

については、今日は申し上げません。 

 それから、私大のガバナンスに対する改革についても、非常に問題になりました。日大

の事件なども途中であったということもありますが、いろいろなことが、これも改革の試

みをやったのだけど、中断しました。最近といいますか、これは元々2018 年の中教審答申

「高等教育のグランドデザイン」ということで提起されたのですが、それは、大学設置基

準の改正に結びついて、まだ国会に上程されていませんが、秋くらいまでには上程される

のではないでしょうか。もしかしたら、来年になるかもしれません。今日、お話したいこ

とに直接に関係することは、コロナ禍の問題ともう一つ、設置基準改正ということが、こ

れは大学教育にどのような問題を投げかけているのか、少しだけ見るとよく分かりません

が、これは非常に大きな問題を掲げていると思うので、この二つを特に注目しつつ、次に

お話したいと思います。 

 最初に、コロナ禍ですが、初めは、社会の側は、要するにコロナ禍が起こって遠隔授業

になったから、早く遠隔授業をやめろと文科省が通達をして、早く通常の授業に戻れとい

うようなことを言い出していたわけです。実際何が起こったかといいますと、面白い話で、

一つは、実は学生の方はかなり学習時間が増えたのです。もう一つは、比較的評判がよか
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ですから、新しい知識や考え方と、格闘するなどという機会になっていないのではないで

しょうか。 

 グループワークをよくやっている学生と、自宅でといいますか、授業外での学習時間と

の相関関係を見ますと、全く関係がありません。あるいは、少し低い傾向があります。マ

イナスの相関がある傾向にあります。要するに、グループワークのようなものは、みんな

満足して、大学の先生にとってもいいのだと思うのです。授業を一方的にやって、学生に

つまらない顔をさせるより、学生に生き生きと話をさせたという意味で、実動感があるの

かもしれませんが、実は、学習に結びついていないのではないでしょうか。学習に結びつ

いていなければ、成長もしないのではないかといったところに、大きな問題があるのでは

ないでしょうか。 

 そういう意味で、私は、学生中心になったけれども、学修の中心になったとは言えない

のではないかと思っています。 

 

授業改善は、学生には伝わっているということは伝わっているのです。これは別の項目で

お見せしませんが、授業に対する不満は、少なくなってはいます。ただし、それが行動に

表れていません。学修時間を変えることは、やはり非常に難しいということは、だんだん、

余計に自覚されてきました。一つは、やはり４年生で就職活動をするために、１年生から

３年生で単位数を全部取ろうとします。教員は、そのような行動に対応しているわけです。

暗黙の了解をしています。いってみれば、学生と教員の間で一種のカルチャーがあって、

これがなかなか動かないのです。したがって学修時間も、大学の先生は、ある意味一生懸

命努力して、勉強させるようにしようとしているわけですが、実は、学修時間を動かすと

ころに至っていないという意味で、非常に大きな問題が残っています。何と言いましょう

か、これを残す雰囲気があるということだと思うのです。 
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2．最近の動向 

 その中で、最近何が起こっているかということなのですが、この３年間にかなりいろい

ろなことが起こっているのです。 

 

少し並べただけでもずらりと、コロナ禍が 2020 年の春から起こっています。それから、大

学「無償化政策」というものが、これは 2018 年の選挙で公約したのですが、昨年度から実

施されて、今年も実施されています。皆さんはあまり、そうかと思われるかもしれません

が、いくらお金がかかっていると思われますか。これは、6,000 億なのです。日本の私学

に対する助成の２倍近い金が、実はガバっと出たのです。そういうことが起こっています。

それから、入試改革が非常に騒がれました。これは、去年実質的に断念されました。これ

については、今日は申し上げません。 

 それから、私大のガバナンスに対する改革についても、非常に問題になりました。日大

の事件なども途中であったということもありますが、いろいろなことが、これも改革の試

みをやったのだけど、中断しました。最近といいますか、これは元々2018 年の中教審答申

「高等教育のグランドデザイン」ということで提起されたのですが、それは、大学設置基

準の改正に結びついて、まだ国会に上程されていませんが、秋くらいまでには上程される

のではないでしょうか。もしかしたら、来年になるかもしれません。今日、お話したいこ

とに直接に関係することは、コロナ禍の問題ともう一つ、設置基準改正ということが、こ

れは大学教育にどのような問題を投げかけているのか、少しだけ見るとよく分かりません

が、これは非常に大きな問題を掲げていると思うので、この二つを特に注目しつつ、次に

お話したいと思います。 

 最初に、コロナ禍ですが、初めは、社会の側は、要するにコロナ禍が起こって遠隔授業

になったから、早く遠隔授業をやめろと文科省が通達をして、早く通常の授業に戻れとい

うようなことを言い出していたわけです。実際何が起こったかといいますと、面白い話で、

一つは、実は学生の方はかなり学習時間が増えたのです。もう一つは、比較的評判がよか

 Faculty Development 
 

ですから、新しい知識や考え方と、格闘するなどという機会になっていないのではないで

しょうか。 

 グループワークをよくやっている学生と、自宅でといいますか、授業外での学習時間と

の相関関係を見ますと、全く関係がありません。あるいは、少し低い傾向があります。マ

イナスの相関がある傾向にあります。要するに、グループワークのようなものは、みんな

満足して、大学の先生にとってもいいのだと思うのです。授業を一方的にやって、学生に

つまらない顔をさせるより、学生に生き生きと話をさせたという意味で、実動感があるの

かもしれませんが、実は、学習に結びついていないのではないでしょうか。学習に結びつ

いていなければ、成長もしないのではないかといったところに、大きな問題があるのでは

ないでしょうか。 

 そういう意味で、私は、学生中心になったけれども、学修の中心になったとは言えない

のではないかと思っています。 

 

授業改善は、学生には伝わっているということは伝わっているのです。これは別の項目で

お見せしませんが、授業に対する不満は、少なくなってはいます。ただし、それが行動に

表れていません。学修時間を変えることは、やはり非常に難しいということは、だんだん、

余計に自覚されてきました。一つは、やはり４年生で就職活動をするために、１年生から

３年生で単位数を全部取ろうとします。教員は、そのような行動に対応しているわけです。

暗黙の了解をしています。いってみれば、学生と教員の間で一種のカルチャーがあって、

これがなかなか動かないのです。したがって学修時間も、大学の先生は、ある意味一生懸

命努力して、勉強させるようにしようとしているわけですが、実は、学修時間を動かすと

ころに至っていないという意味で、非常に大きな問題が残っています。何と言いましょう

か、これを残す雰囲気があるということだと思うのです。 
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はよく聞こえていなかったのです。聞こえていなかったということは、大体どこの大学で

も、今、音響設備を気にして、非常にいい設備を入れて、聞こえないことはないのですが、

大教室や中教室ですと、距離が遠くて、あまりアテンションが強くないのです。遠隔です

と、疑似的ですが１対１になってしまうのです。よく聞こえるのです。それから、質問も

後でメールなどでできますから、むしろ質問しやすくなったと言っているのです。今まで

の授業は、対面でうまくいっていたかというと、必ずしも授業の全体像が伝わっていたわ

けではないのです。それから、学生の反発を恐れて、課題をあまり出していなかったので

す。もう一つ大きいことは、教員間で授業計画の連携をあまりやっていなかったと思われ

るところがあります。 

 これは、次のことにも関係するのですが、遠隔授業のメリットはどこにありますかと聞

いてみますと、左から、そう思う、ある程度そう思う、そう思いません。 

 

遠隔授業のメリットは教室外でもできると、これはあたりまえです。あとは、学生が教材

をみている、授業内容・目標を明確にした、授業の透明性が増した、質問が多くなった、

課題を出す抵抗が少ないというところで、考えてみると、こういうことは元々、本来の授

業でやっているべきことだったものが、むしろ、遠隔授業でできるようになったという評

価が多いのです。最後の、課題を出す抵抗が少ないというところは、要するに、学生の顔

を見ていると、宿題を出しにくかったということなのかもしれません。これも、考えてみ

ると、一種の呪縛が非常に、元々あったというように思うわけです。 

 遠隔授業のメリット、ただ単に、ズームなどを使ってできるということを、やろうと思

えばできるということを示しただけではなくて、柔軟な授業でやれるべきことをやってい

なかったところは、かなり提示できるということが分かりました。 

 Faculty Development 
 

ったのです。授業の声がよく聞こえる、質問がしやすいなどという声が出てきました。教

員の側は、授業は遠隔授業を取り入れてどう変化したのかと聞いてみますと、左から、よ

くなった、変わらない、悪くなったということで、選択肢で聞いています。これは、2009

年の調査です。 

 

授業前後の学習などは、むしろよくなったと言っているのです。これは多いです。それか

ら、授業中の集中力や到達度も、実は、よくなったと悪くなったは、ほとんど同じくらい

なのです。集中度が少し悪いのですが、思っていたほど悪くなっていないのです。コロナ

禍の中で起こったことは、もう少しきちんと見るべきところがあると思います。 

 結果として明らかになったことは、少し初めに言ってしまいますと、むしろ既存の授業

には、改善の余地が大きいということが非常に明らかになりました。 

 

遠隔授業の方が分かりやすかったという学生が、結構いるのです。教員は、良い授業をす

るように努力していたかもしれませんが、実は、特に大教室などは、個々の学生にとって
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はよく聞こえていなかったのです。聞こえていなかったということは、大体どこの大学で

も、今、音響設備を気にして、非常にいい設備を入れて、聞こえないことはないのですが、

大教室や中教室ですと、距離が遠くて、あまりアテンションが強くないのです。遠隔です

と、疑似的ですが１対１になってしまうのです。よく聞こえるのです。それから、質問も

後でメールなどでできますから、むしろ質問しやすくなったと言っているのです。今まで

の授業は、対面でうまくいっていたかというと、必ずしも授業の全体像が伝わっていたわ

けではないのです。それから、学生の反発を恐れて、課題をあまり出していなかったので

す。もう一つ大きいことは、教員間で授業計画の連携をあまりやっていなかったと思われ

るところがあります。 

 これは、次のことにも関係するのですが、遠隔授業のメリットはどこにありますかと聞

いてみますと、左から、そう思う、ある程度そう思う、そう思いません。 

 

遠隔授業のメリットは教室外でもできると、これはあたりまえです。あとは、学生が教材

をみている、授業内容・目標を明確にした、授業の透明性が増した、質問が多くなった、

課題を出す抵抗が少ないというところで、考えてみると、こういうことは元々、本来の授

業でやっているべきことだったものが、むしろ、遠隔授業でできるようになったという評

価が多いのです。最後の、課題を出す抵抗が少ないというところは、要するに、学生の顔

を見ていると、宿題を出しにくかったということなのかもしれません。これも、考えてみ

ると、一種の呪縛が非常に、元々あったというように思うわけです。 

 遠隔授業のメリット、ただ単に、ズームなどを使ってできるということを、やろうと思

えばできるということを示しただけではなくて、柔軟な授業でやれるべきことをやってい

なかったところは、かなり提示できるということが分かりました。 
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ったのです。授業の声がよく聞こえる、質問がしやすいなどという声が出てきました。教

員の側は、授業は遠隔授業を取り入れてどう変化したのかと聞いてみますと、左から、よ

くなった、変わらない、悪くなったということで、選択肢で聞いています。これは、2009

年の調査です。 

 

授業前後の学習などは、むしろよくなったと言っているのです。これは多いです。それか

ら、授業中の集中力や到達度も、実は、よくなったと悪くなったは、ほとんど同じくらい

なのです。集中度が少し悪いのですが、思っていたほど悪くなっていないのです。コロナ

禍の中で起こったことは、もう少しきちんと見るべきところがあると思います。 

 結果として明らかになったことは、少し初めに言ってしまいますと、むしろ既存の授業

には、改善の余地が大きいということが非常に明らかになりました。 

 

遠隔授業の方が分かりやすかったという学生が、結構いるのです。教員は、良い授業をす

るように努力していたかもしれませんが、実は、特に大教室などは、個々の学生にとって
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私どもも少し驚きましたが、活用すべきだという回答が非常に多かったのです。一番大き

いことからいきますと、メールによる質問ということがよかったと、やはり、授業の中で、

「質問しなさい」といくら言っても、なかなかしにくいのです。それから、教育間の協力

がよかったと、これは、遠隔授業をやるときは、こういうことに強い先生と、そうではな

い先生がいるわけです。私も強いわけではありませんが、互いに教えざるを得ないという

局面が出てきて、みんなで教え合い、それがよかったのです。しかし考えてみて、これも

おかしくて、本来は、授業内容については、それほどすり合わせはやっていないのでしょ

うか。課題地獄という言葉が出まして、要するに、先生方がみんな課題を出すものだから、

課題がたくさんになって、学生が参ったという話が、あちらこちらに出ました。考えてみ

ると、先生の間で、すり合わせをしていないのです。今までやっていなかったのでしょう。

そういう意味で、カリキュラムはあるのですが、日本のカリキュラムは、どの先生がやる

というだけで、授業内容についての調整は、あまり本格的にやってこなかったのではない

かという気がします。 

 それから、授業予定を明示することがよかった、これも、先生は、自分の頭の中にかな

りあるのでしょうけれども、客観的に前もって見せるというようなことをしていなかった

のではないでしょうか。それから、課題もやはり、あまり出していなかったのです。キャ

ンパス外向けの授業と、自宅でも取れるような授業もやろうと思えばできて、それほど効

果がないわけではないということです。授業後のビデオ視聴も、活用するべきだという先

生もかなりいます。特にこれは、理系で非常に多いです。かなり定型的な内容を、繰返し

見るような場合には、授業の外で、倍速で見るというようなことを学生はやっていて、こ

れはむしろ、学習としては効率的なのです。というようなことが可能であると分かりまし

た。 

 そういう意味では、非常にいろいろな点で、これまでの授業で欠けていた点が明らかに

なったと思うのです。 

 Faculty Development 
 

 

もちろん、デメリットはあったと思います。教員の負担が非常に大きかった、それから、

取り残される学生が少なくなかったということです。いってみれば、学生が集う場として

の大学が機能しないというような、デメリットも多かったと思います。ただ、いろいろな

意味で、大きな気づきを与えてくれました。従来の授業に、やはり欠けていた点があった

のです。後で申しますが、典型的なことは、遠隔授業はどうしても課題を出さざるを得な

いのです。それから戻ってきて、また次の授業をするということです。講義をして、授業

中に学生はそれを聞いていて、教室外で学習をして、それで、次の授業に行くというサイ

クルを作らざるを得ないのです。そこができるのだと分かったということです。 

 もう一つは、こういうことをやりますと、授業の透明性をある程度作らなければなりま

せん。遠隔授業の場合に、他の人が見てはいけないように工夫するなどということがあり

ましたが、基本的にやはり公開性なのです。やろうと思えば学生の方が、他の人が見ても

いいわけですから、あまり教室の中のような勝手ができないのです。ある程度、きちんと

やらざるを得ないというところは、そのような語弊があるかもしれません。反論があるか

もしれませんが、謹んでお受けいたしますが、そういったことが出てきたのではないかと

思います。総じて、遠隔授業は、ある程度やることはできます。それから、メリットとデ

メリットがあります。従来の授業に欠けていた点があったということを明らかにできて、

これをどう活かすかということが問題だと思います。 

 これは、大学の先生に、「遠隔授業の経験をどう活かすか」ということをお聞きしました。 
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私どもも少し驚きましたが、活用すべきだという回答が非常に多かったのです。一番大き

いことからいきますと、メールによる質問ということがよかったと、やはり、授業の中で、

「質問しなさい」といくら言っても、なかなかしにくいのです。それから、教育間の協力

がよかったと、これは、遠隔授業をやるときは、こういうことに強い先生と、そうではな

い先生がいるわけです。私も強いわけではありませんが、互いに教えざるを得ないという

局面が出てきて、みんなで教え合い、それがよかったのです。しかし考えてみて、これも

おかしくて、本来は、授業内容については、それほどすり合わせはやっていないのでしょ

うか。課題地獄という言葉が出まして、要するに、先生方がみんな課題を出すものだから、

課題がたくさんになって、学生が参ったという話が、あちらこちらに出ました。考えてみ

ると、先生の間で、すり合わせをしていないのです。今までやっていなかったのでしょう。

そういう意味で、カリキュラムはあるのですが、日本のカリキュラムは、どの先生がやる

というだけで、授業内容についての調整は、あまり本格的にやってこなかったのではない

かという気がします。 

 それから、授業予定を明示することがよかった、これも、先生は、自分の頭の中にかな

りあるのでしょうけれども、客観的に前もって見せるというようなことをしていなかった

のではないでしょうか。それから、課題もやはり、あまり出していなかったのです。キャ

ンパス外向けの授業と、自宅でも取れるような授業もやろうと思えばできて、それほど効

果がないわけではないということです。授業後のビデオ視聴も、活用するべきだという先

生もかなりいます。特にこれは、理系で非常に多いです。かなり定型的な内容を、繰返し

見るような場合には、授業の外で、倍速で見るというようなことを学生はやっていて、こ

れはむしろ、学習としては効率的なのです。というようなことが可能であると分かりまし

た。 

 そういう意味では、非常にいろいろな点で、これまでの授業で欠けていた点が明らかに

なったと思うのです。 

 Faculty Development 
 

 

もちろん、デメリットはあったと思います。教員の負担が非常に大きかった、それから、

取り残される学生が少なくなかったということです。いってみれば、学生が集う場として

の大学が機能しないというような、デメリットも多かったと思います。ただ、いろいろな

意味で、大きな気づきを与えてくれました。従来の授業に、やはり欠けていた点があった

のです。後で申しますが、典型的なことは、遠隔授業はどうしても課題を出さざるを得な

いのです。それから戻ってきて、また次の授業をするということです。講義をして、授業

中に学生はそれを聞いていて、教室外で学習をして、それで、次の授業に行くというサイ

クルを作らざるを得ないのです。そこができるのだと分かったということです。 

 もう一つは、こういうことをやりますと、授業の透明性をある程度作らなければなりま

せん。遠隔授業の場合に、他の人が見てはいけないように工夫するなどということがあり

ましたが、基本的にやはり公開性なのです。やろうと思えば学生の方が、他の人が見ても

いいわけですから、あまり教室の中のような勝手ができないのです。ある程度、きちんと

やらざるを得ないというところは、そのような語弊があるかもしれません。反論があるか

もしれませんが、謹んでお受けいたしますが、そういったことが出てきたのではないかと

思います。総じて、遠隔授業は、ある程度やることはできます。それから、メリットとデ

メリットがあります。従来の授業に欠けていた点があったということを明らかにできて、

これをどう活かすかということが問題だと思います。 

 これは、大学の先生に、「遠隔授業の経験をどう活かすか」ということをお聞きしました。 
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もう少し大きい話になりますが、やはり、安定した企業社会に合っている人材を送り出す

と、これが、大学教育が対応していたわけで、いまだに就職活動は時期を限って行われる

ので、大学は困るわけです。ただやはり、社会は非常に変化しているわけであります。次

をお願いします。 

 特に考えていく必要があると思いますが、よくＶＵＣＡなどと言います。不安定性、不

確実性、複雑性、曖昧性ということが時代の特徴だと言われますが、そういうことに主体

的に対応していく能力を付けることは、やはり、大学教育の基本的な課題として問われま

す。 

 そのためにはやはり、独自に考えたり、常に学習し続けたりする能力が必要です。それ

から、自分自身が、何が必要だということをある程度自覚して、自分で考えるということ

が必要になってくると思います。このような能力がどうしたらできるのかということは、

大学教育にとっては最大のことだと思います。 

 そういう意味では、自律的学習をどうやって作っているのかということは、やはり、単

に時間の問題ではないと思います。 

 Faculty Development 
 

 

私が特に重要だと思いますことは、今まで、授業は 15 回か、13 回か、あるいは 10 回か受

けて、最終的に試験をやるということがワンセットだと思われたのです。そうではなくて、

毎回の講義で、学生は講義を受け、疑問として出されたところを自分で考え、それを何か

の形で教員に提出する、それが、次の授業になっていくということで、一つのサイクルに

立体性があるということが、非常に必要だと思います。やり得るのだということです。そ

のためには、計画性、公開性が必要で、教材はなるべく前もって準備されていることが必

要です。反転授業、リバースクラスなどといいますが、それはなかなか今まで、やれたら

いいというような話だったのですが、やはりむしろ、それは状態がやり得る方法を、具体

的に考えることができるのだということが分かったのではないかと思います。こういう意

味で、コロナ禍の授業はかなり考えてみる必要があるので、このまま戻ってしまうことは、

非常にもったいないという気がします。いってみれば、日本の大学教育は、戦後に無理し

てアドレス型とくっつけたところを、もう１回ばらして、考え直すべきところに来て、一

種のチャンスが来ていると言えるのではないかと思います。 

 

3．これからの課題 

 これからの課題ということですが、大学教育に何が求められているかということです。 
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もう少し大きい話になりますが、やはり、安定した企業社会に合っている人材を送り出す

と、これが、大学教育が対応していたわけで、いまだに就職活動は時期を限って行われる

ので、大学は困るわけです。ただやはり、社会は非常に変化しているわけであります。次

をお願いします。 

 特に考えていく必要があると思いますが、よくＶＵＣＡなどと言います。不安定性、不

確実性、複雑性、曖昧性ということが時代の特徴だと言われますが、そういうことに主体

的に対応していく能力を付けることは、やはり、大学教育の基本的な課題として問われま

す。 

 そのためにはやはり、独自に考えたり、常に学習し続けたりする能力が必要です。それ

から、自分自身が、何が必要だということをある程度自覚して、自分で考えるということ

が必要になってくると思います。このような能力がどうしたらできるのかということは、

大学教育にとっては最大のことだと思います。 

 そういう意味では、自律的学習をどうやって作っているのかということは、やはり、単

に時間の問題ではないと思います。 
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私が特に重要だと思いますことは、今まで、授業は 15 回か、13 回か、あるいは 10 回か受

けて、最終的に試験をやるということがワンセットだと思われたのです。そうではなくて、

毎回の講義で、学生は講義を受け、疑問として出されたところを自分で考え、それを何か

の形で教員に提出する、それが、次の授業になっていくということで、一つのサイクルに

立体性があるということが、非常に必要だと思います。やり得るのだということです。そ

のためには、計画性、公開性が必要で、教材はなるべく前もって準備されていることが必

要です。反転授業、リバースクラスなどといいますが、それはなかなか今まで、やれたら

いいというような話だったのですが、やはりむしろ、それは状態がやり得る方法を、具体

的に考えることができるのだということが分かったのではないかと思います。こういう意

味で、コロナ禍の授業はかなり考えてみる必要があるので、このまま戻ってしまうことは、

非常にもったいないという気がします。いってみれば、日本の大学教育は、戦後に無理し

てアドレス型とくっつけたところを、もう１回ばらして、考え直すべきところに来て、一

種のチャンスが来ていると言えるのではないかと思います。 

 

3．これからの課題 

 これからの課題ということですが、大学教育に何が求められているかということです。 
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「基幹教員」という言い方をしています。要するに、専任教員や実務教員をどのようにし

て認めることができるかということを言っているのですが、少し複雑なので、分かりにく

いところがあります。単位数の算定方法は、今まで一応、一コマ３単位ないし６単位で、

１単位が授業で、２単位が家庭での学習ということが基本的な考え方です。それで、120

単位を獲得するということが大学の考え方で多分やっていたのですが、この単位を、普通

の授業とそれ以外の方法の場合には変えるということも可能になってきました。それから、

大きいことは、リモートであった単位をどこまで制限するかという問題もあります。学年

暦も比較的、いろいろと動かすところが出てきたのですが、これも、どのような原則で動

かすことができるのかということも言っています。校舎設備に関しても、かなり柔軟化の

可能性があると言っています。要するに、授業の枠組み、教育プログラムの枠組み、それ

からガバナンス、財政の枠組み、それらが柔軟化するといえば柔軟化するわけです。 

 問題は、これを大学がどのように主体的に受け付けるかといいますか、考えるかです。

そのように、スケールは動きつつあるわけです。必ずしも、こういったものは変えなけれ

ばいけないことはないわけです。しかし、大学側が何を目指すのかということは求められ

ています。今、そのような時点に立っているのだと思います。 

 先ほど申し上げたように、やはり、コロナ禍で、授業というものを考え直す必要があり

ます。 

 

日本の先生は、教員も学生も、教室外で学習するということはあまり考えていないのです。

私どもも少し驚いたのですが、日本の先生にアンケート調査をしました。質問項目で、先

生の授業で、学生が、教室外で何時間学習することを想定していらっしゃいますかと聞き

ますと、驚いたことに、半数の先生が、特に考えていないと答えるのです。勉強しなくて

いいと思っていらっしゃるわけではないとは思いますが、具体的に授業を計画するときに、

この辺は家で何時間ぐらい勉強させて、次でそれをどのように前提にして授業をするとい

うように、発想していないのだろうと思うのです。深い学習をさせるためには、やはりそ
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人口・経済構造変化に、その下があって、世論も、教育は大事だと言っています。大学の

中で何が必要かということです。教育プログラム、入試、それから、授業改革、経営ガバ

ナンス、この三つの点で、やはり、大学が考えていかなければいけないことは、非常に強

く、大きいです。先ほど、設置基準の改定を申し上げましたが、設置基準を書いたものは、

少し読むと分かりにくいのですね。分かりにくいのですが、結局何を言いたいのかという

と、比較的、制度は柔軟化します。これは、柔軟化しなければいけない理由があるわけで

すが、それはやはり、実践である程度は対応化していて、それを、設置基準に認めなけれ

ばいけません。問題は、基準が緩和したときに、大学がそれをどう受け止めるかというこ

とが問われるわけです。 

 今まで、設置基準は堅いだけで、リスクを考えなかったわけですが、かなり、内容とし

ては柔軟化しています。 

 

少し分かりにくいですが、例えば、必要教員数の定義なども変わっていまして、新しく、
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「基幹教員」という言い方をしています。要するに、専任教員や実務教員をどのようにし

て認めることができるかということを言っているのですが、少し複雑なので、分かりにく

いところがあります。単位数の算定方法は、今まで一応、一コマ３単位ないし６単位で、

１単位が授業で、２単位が家庭での学習ということが基本的な考え方です。それで、120

単位を獲得するということが大学の考え方で多分やっていたのですが、この単位を、普通

の授業とそれ以外の方法の場合には変えるということも可能になってきました。それから、

大きいことは、リモートであった単位をどこまで制限するかという問題もあります。学年

暦も比較的、いろいろと動かすところが出てきたのですが、これも、どのような原則で動

かすことができるのかということも言っています。校舎設備に関しても、かなり柔軟化の

可能性があると言っています。要するに、授業の枠組み、教育プログラムの枠組み、それ

からガバナンス、財政の枠組み、それらが柔軟化するといえば柔軟化するわけです。 

 問題は、これを大学がどのように主体的に受け付けるかといいますか、考えるかです。

そのように、スケールは動きつつあるわけです。必ずしも、こういったものは変えなけれ

ばいけないことはないわけです。しかし、大学側が何を目指すのかということは求められ

ています。今、そのような時点に立っているのだと思います。 

 先ほど申し上げたように、やはり、コロナ禍で、授業というものを考え直す必要があり

ます。 

 

日本の先生は、教員も学生も、教室外で学習するということはあまり考えていないのです。

私どもも少し驚いたのですが、日本の先生にアンケート調査をしました。質問項目で、先

生の授業で、学生が、教室外で何時間学習することを想定していらっしゃいますかと聞き

ますと、驚いたことに、半数の先生が、特に考えていないと答えるのです。勉強しなくて

いいと思っていらっしゃるわけではないとは思いますが、具体的に授業を計画するときに、

この辺は家で何時間ぐらい勉強させて、次でそれをどのように前提にして授業をするとい

うように、発想していないのだろうと思うのです。深い学習をさせるためには、やはりそ
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人口・経済構造変化に、その下があって、世論も、教育は大事だと言っています。大学の

中で何が必要かということです。教育プログラム、入試、それから、授業改革、経営ガバ

ナンス、この三つの点で、やはり、大学が考えていかなければいけないことは、非常に強

く、大きいです。先ほど、設置基準の改定を申し上げましたが、設置基準を書いたものは、

少し読むと分かりにくいのですね。分かりにくいのですが、結局何を言いたいのかという

と、比較的、制度は柔軟化します。これは、柔軟化しなければいけない理由があるわけで

すが、それはやはり、実践である程度は対応化していて、それを、設置基準に認めなけれ

ばいけません。問題は、基準が緩和したときに、大学がそれをどう受け止めるかというこ

とが問われるわけです。 

 今まで、設置基準は堅いだけで、リスクを考えなかったわけですが、かなり、内容とし

ては柔軟化しています。 

 

少し分かりにくいですが、例えば、必要教員数の定義なども変わっていまして、新しく、
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ます。やはり、大学はそうでないことで、そこから脱却することをやらなければなりませ

ん。 

 もう一つ、基本的にはやはり、学生の個人的な自立は必要で、そのきっかけを作るとい

うことはあります。 

 

そのうえで、アメリカのモデルは、今度は逆に、かなりきっちりと教え込むタイプなので

す。 

 

あるいは、誘導・助力をシステム化します。シラバスを作ったり、参考文献を出したり、

課題を出したり、小テストをしじゅうやったりします。これは単に、小道具といった先生

があります。小道具なのですが、小道具は、きちんと大道具の中に入っているのです。そ

れを通じてやはり、学習を自分のものとして、知識を獲得するのです。そこから成長する

というメカニズムを作ることが、これは文化として、これも作られています。これは、考

えてみると、むしろ中世に始まる伝統を、そのまま引き継いでいるところはあるのです。 
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ういうことを基本的には考える必要があるだろうと思います。大学教育はどこに中心があ

るのかというと、やはりそのように、何か一定の課題に向けて努力するということは、授

業の中に含まれていなければいけないのではないかと思うわけです。そういう意味で、先

ほど申し上げたドイツやアメリカモデルは、元々何を言っていたのかということを少し考

えてみることは必要だと思います。 

 ドイツのモデルは学習の自由などというものですが、勝手に勉強してればいいと取って

いて、特に戦後は、その部分だけ日本の外形はアメリカの体制になったのですが、中身は

むしろ、ドイツ型になっています。学生は、大学など勉強しなくていいのだ、自由で考え

るのが学生だというようなことが多かったわけです。元々、ドイツはベロフライハイトと

いいまして、学習の自由という言葉があって、ドイツの大学も、実際には、実態としては

そうだったところが多いようです。しかし、元々、学習の自由と言い始めたことは、その

ような意図ではありませんでした。それも、一連とあったかもしれませんが、もっと重要

なことは、学生は、何か問題に突き当たって、自分で考えることが必要だということです。 

 

これは少し変な図ですが、右側に自己紹介、自己認識の深さ、縦に内化された知識という

ものを取ってみます。この真ん中の点は高校を出たくらいで、知識が少し増えて、自分も

ある程度偉くなったと思うところで、大学に入るわけです。 

 ところが、大学に入ると、周りと比べればやはり、大学で学ぶべき知識と比べれば、自

分の知識が非常に狭いということが分かって、相対化して、その知識がそのような尺度で

は低くなっていくわけです。低くなりますと、自分というものは、大体、あまり何も知ら

ないのではないかと、懐疑的になっていきます。一旦そこに落ち込んでから、勉強するの

です。勉強すればある程度自分で、何か見通しが開けてきます。このように、一種のダイ

ナミックな関係があります。一旦挫折するということは必要で、そこからさらに知識を得

て、成長するというようなモデルは、本来考えられるべきところだったと思います。それ

をやはり、あまり自分で勉強しないということは、そのようなチャンスを逃すことになり
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ます。やはり、大学はそうでないことで、そこから脱却することをやらなければなりませ

ん。 

 もう一つ、基本的にはやはり、学生の個人的な自立は必要で、そのきっかけを作るとい

うことはあります。 

 

そのうえで、アメリカのモデルは、今度は逆に、かなりきっちりと教え込むタイプなので

す。 

 

あるいは、誘導・助力をシステム化します。シラバスを作ったり、参考文献を出したり、

課題を出したり、小テストをしじゅうやったりします。これは単に、小道具といった先生

があります。小道具なのですが、小道具は、きちんと大道具の中に入っているのです。そ

れを通じてやはり、学習を自分のものとして、知識を獲得するのです。そこから成長する

というメカニズムを作ることが、これは文化として、これも作られています。これは、考

えてみると、むしろ中世に始まる伝統を、そのまま引き継いでいるところはあるのです。 
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ういうことを基本的には考える必要があるだろうと思います。大学教育はどこに中心があ

るのかというと、やはりそのように、何か一定の課題に向けて努力するということは、授

業の中に含まれていなければいけないのではないかと思うわけです。そういう意味で、先

ほど申し上げたドイツやアメリカモデルは、元々何を言っていたのかということを少し考

えてみることは必要だと思います。 

 ドイツのモデルは学習の自由などというものですが、勝手に勉強してればいいと取って

いて、特に戦後は、その部分だけ日本の外形はアメリカの体制になったのですが、中身は

むしろ、ドイツ型になっています。学生は、大学など勉強しなくていいのだ、自由で考え

るのが学生だというようなことが多かったわけです。元々、ドイツはベロフライハイトと

いいまして、学習の自由という言葉があって、ドイツの大学も、実際には、実態としては

そうだったところが多いようです。しかし、元々、学習の自由と言い始めたことは、その

ような意図ではありませんでした。それも、一連とあったかもしれませんが、もっと重要

なことは、学生は、何か問題に突き当たって、自分で考えることが必要だということです。 

 

これは少し変な図ですが、右側に自己紹介、自己認識の深さ、縦に内化された知識という

ものを取ってみます。この真ん中の点は高校を出たくらいで、知識が少し増えて、自分も

ある程度偉くなったと思うところで、大学に入るわけです。 

 ところが、大学に入ると、周りと比べればやはり、大学で学ぶべき知識と比べれば、自

分の知識が非常に狭いということが分かって、相対化して、その知識がそのような尺度で

は低くなっていくわけです。低くなりますと、自分というものは、大体、あまり何も知ら

ないのではないかと、懐疑的になっていきます。一旦そこに落ち込んでから、勉強するの

です。勉強すればある程度自分で、何か見通しが開けてきます。このように、一種のダイ

ナミックな関係があります。一旦挫折するということは必要で、そこからさらに知識を得

て、成長するというようなモデルは、本来考えられるべきところだったと思います。それ

をやはり、あまり自分で勉強しないということは、そのようなチャンスを逃すことになり
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ロセスを、今言ったモジュールの中で積み上げていく、それが大学教育と仕事を結びつけ

ます。大学教育と仕事の間は、直接結びつくということは、なかなか難しいです。これは、

より難しくなってくると思いますが、その基礎を作るということは、やはり、このような

過程を大学で経験しているということではないかと思います。 

 今、あまり教育プログラムや財政のことを申し上げませんでしたが、時間がないので、

今日は、ここについてはあまり詳しく申し上げていません。 

 

教育プログラムについても、プログラム化するということが非常に重要だと、今度の設置

基準の改正では言っています。特に大学院、これから大学は、どのように開拓していくか

ということは重要なのですが、そのときに、マーケットをどのようにするかということが

問題です。それから、その教員をどのように見つけるかということも問題です。これをど

のように探していくかということは、これからの大学の課題です。ただ、これはやはり、

学士課程が今のような形で完結していないところは、大学院に進むというわけにはいかな

いと思いますし、そこからむしろ教わることも非常に多いのではないか、大学院を作ると

きにも、需要が多いのではないかと思うのです。要は、大学院はポコッとできないのです。

例えば、学士課程で遠隔課程などを作って、しかも、十分な遠隔課程ができているという

基礎がなければ、大学院も新しい人材の大学にはならないでしょう。 

 財政・ガバナンスのことですが、やはり、良い教育をすることが基本で、6,000 億円と

いいますと、かなりの規模なのです。これをやったからには、私個人の意見ですが、私学

補助は、もう増えることはありません。これから課題になってくることは、授業料はどう

やっても安くなると言われ、どうやって存続するかということになってくると思います。

それはしかも、このときに、立場の強い大学と弱い大学で、かなりガバナンスも変わって

くるでしょう。ただ、そのときにやはりキーになることは、学生にとってどれくらいいい

授業をしているかということだろうと思います。そこで、より高い授業料を課すことがで

きるかどうかということが決まってくるかと思います。それから、社会からの信任を得る
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 例えば、エール大学で、1828 年に出した有名な本がありますが、それはもう、むしろ教

材などは決まっていた方がいいのだと、教材が決まっていれば、教える方も、どこが山か

分かる、そこから徹底的に教え込むのだというようなことを言っています。そういった精

神が、やはり、かなり残っているわけです。それは多分、そのままではいかなくて、その

ように、定型的な知識を基にするということでは、やはり知識が多様化する社会ではやっ

ていけないのです。それで、1890 年代、あるいは 80 年代に、ハーバードのエリオットと

いう学者が選択科目というものを作りました。その選択科目だけにすると、全然学生が、

やはり勉強しないようになりました。基本的に、このように、元々の伝統である助力や誘

導などという要素をきちんと入れようと、そこから、現代アメリカの大学教育が出発して

います。 

 120 単位、日本は体育を入れて 124 単位ですが、アメリカは 120 単位です。120 単位とい

う数え方が問題なのではありません。基本的にはやはり、このような完結性を持たせ、そ

れで一つの完結した単位を作る、それは、必ずしも学習単位ではなくて、例えばコースで

もいいわけです。それを、週に２回やる、３回やるなどといったことも考えられるわけで

す。比較的、モジュールという形で完結させます。モジュールに何単位かを付けて、それ

で、全部で 120 単位にするという形式を取っているというところがあります。このあたり

も、日本は表面だけを導入したわけですが、もう１回、考え直さなければいけないのでは

ないかと私は思います。 

 そのような過程で何を作るのかということですが、大学教育とは、結局何なのでしょう

か。 

 

私は、知識を作るということも重要ですが、これはさすがに、一般的な能力も必要です。

ただ同時に、自分が社会で何者であるかということの自覚も、非常に必要です。むしろ、

今のように不確実性の時代では、自己認識はより必要になっていると思います。ただこれ

は、独自にそれぞれ機能することではなくて、互いに関係しているのです。このようなプ
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ロセスを、今言ったモジュールの中で積み上げていく、それが大学教育と仕事を結びつけ

ます。大学教育と仕事の間は、直接結びつくということは、なかなか難しいです。これは、

より難しくなってくると思いますが、その基礎を作るということは、やはり、このような

過程を大学で経験しているということではないかと思います。 

 今、あまり教育プログラムや財政のことを申し上げませんでしたが、時間がないので、

今日は、ここについてはあまり詳しく申し上げていません。 

 

教育プログラムについても、プログラム化するということが非常に重要だと、今度の設置

基準の改正では言っています。特に大学院、これから大学は、どのように開拓していくか

ということは重要なのですが、そのときに、マーケットをどのようにするかということが

問題です。それから、その教員をどのように見つけるかということも問題です。これをど

のように探していくかということは、これからの大学の課題です。ただ、これはやはり、

学士課程が今のような形で完結していないところは、大学院に進むというわけにはいかな

いと思いますし、そこからむしろ教わることも非常に多いのではないか、大学院を作ると

きにも、需要が多いのではないかと思うのです。要は、大学院はポコッとできないのです。

例えば、学士課程で遠隔課程などを作って、しかも、十分な遠隔課程ができているという

基礎がなければ、大学院も新しい人材の大学にはならないでしょう。 

 財政・ガバナンスのことですが、やはり、良い教育をすることが基本で、6,000 億円と

いいますと、かなりの規模なのです。これをやったからには、私個人の意見ですが、私学

補助は、もう増えることはありません。これから課題になってくることは、授業料はどう

やっても安くなると言われ、どうやって存続するかということになってくると思います。

それはしかも、このときに、立場の強い大学と弱い大学で、かなりガバナンスも変わって

くるでしょう。ただ、そのときにやはりキーになることは、学生にとってどれくらいいい

授業をしているかということだろうと思います。そこで、より高い授業料を課すことがで

きるかどうかということが決まってくるかと思います。それから、社会からの信任を得る
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 例えば、エール大学で、1828 年に出した有名な本がありますが、それはもう、むしろ教

材などは決まっていた方がいいのだと、教材が決まっていれば、教える方も、どこが山か

分かる、そこから徹底的に教え込むのだというようなことを言っています。そういった精

神が、やはり、かなり残っているわけです。それは多分、そのままではいかなくて、その

ように、定型的な知識を基にするということでは、やはり知識が多様化する社会ではやっ

ていけないのです。それで、1890 年代、あるいは 80 年代に、ハーバードのエリオットと

いう学者が選択科目というものを作りました。その選択科目だけにすると、全然学生が、

やはり勉強しないようになりました。基本的に、このように、元々の伝統である助力や誘

導などという要素をきちんと入れようと、そこから、現代アメリカの大学教育が出発して

います。 

 120 単位、日本は体育を入れて 124 単位ですが、アメリカは 120 単位です。120 単位とい

う数え方が問題なのではありません。基本的にはやはり、このような完結性を持たせ、そ

れで一つの完結した単位を作る、それは、必ずしも学習単位ではなくて、例えばコースで

もいいわけです。それを、週に２回やる、３回やるなどといったことも考えられるわけで

す。比較的、モジュールという形で完結させます。モジュールに何単位かを付けて、それ

で、全部で 120 単位にするという形式を取っているというところがあります。このあたり

も、日本は表面だけを導入したわけですが、もう１回、考え直さなければいけないのでは

ないかと私は思います。 

 そのような過程で何を作るのかということですが、大学教育とは、結局何なのでしょう

か。 

 

私は、知識を作るということも重要ですが、これはさすがに、一般的な能力も必要です。

ただ同時に、自分が社会で何者であるかということの自覚も、非常に必要です。むしろ、

今のように不確実性の時代では、自己認識はより必要になっていると思います。ただこれ

は、独自にそれぞれ機能することではなくて、互いに関係しているのです。このようなプ
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ればいいのか、それを支える組織の在り方をどうすればいいのかということを考えていく

ことが、求められるのではないでしょうか。 

 いろいろと申し上げましたが、これは、私が勝手に申し上げたことで、いろいろとご意

見があると思います。是非、ご意見・ご質問をいただきたいと思います。以上です。 

 

−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−質 疑 応 答−−−−−−−−−−−−−−−−−−− 

 

秦秦 ご講演をどうもありがとうございました。お話を通して、現在の日本の大学や大学院

にとって必要な情報や動向が、少しなりとも分かったように思われます。もう時間が迫っ

ておりますので、早速質疑応答に入ってまいります。質問をいただいておりますのでご紹

介いたします。もう一度まとめていただくという意味でも、ご示唆をいただければと思っ

ております。まず、リカレント教育なのですが、「大学院を中心としたリカレント教育をど

のように進めたらよいか、何かお考えをいただけませんでしょうか」、というご質問です。 

 

金金子子 このＦＤにもう１回、呼んでいただければと思います。リカレント教育は、そのよ

うな、一つの立地で、どうのこうのという問題ではありません。それから、日本にいます

と、いろいろなところでいろいろなことをやっています。私は、これがいいとは、申し上

げられないのです。もう一つ申し上げておきたいことは、リカレント教育は、思ったより

もはるかに大変です。それは、マーケットが小さいからです。アンダーグラデュエイトは、

60 万人、70 万人のマーケットはあるわけです。そこから考えればいいのです。でも、成人

人口は、大卒者だけでも今、400 万人くらいいるのです。そこで、再教育のニーズは、何

にあるかが分からないわけです。ビジネス系が、何か答えというように見えますが、実は

ビジネスでも、日本のビジネス教育は３通りくらいあるのです。３班に分かれていて、互

いに悪口を言っておりますが、ここに関係者がいらっしゃるかもしれません。要するに、

リカレント教育で何が必要かということについての極意はないのです。 

 それから、それ以外にいろいろなものがあります。例えば、メイクアップの方法など、

いろいろなものがあるのです。要はマーケットが、一方で非常に広いけれども、もう一方

では非常に小さいのです。立地を狙わなければいけないのです。立地をどこに見つけるか

という問題があるのです。それは、本当に難しいです。一般論では言えません。むしろ、

例えば、マーケティングの専門家か何かに来てもらう。私は、アメリカで大学の集まりに

出たことがありますが、マーケティングの専門家が講義をしていました。そのような問題

です。 

 同時に、今いる先生で教えられるもので、社会人に魅力があることが教えられるのかど

うかという問題があります。逆に、すでに働いている人が教えられるかといえば、これも、

実は非常に難しいのです。何かの実務に関係しているから、教えられるというわけでもな

いのです。大体そういうことは、１か月くらいで終わってしまうそうです。長くても１年
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ということも重要です。そのために、ガバナンスの透明化ということも非常に重要です。

今度のガバナンスの提案は、政府の出し方も、私は少しチョンボをやったと思います。た

だ、やはり、ガバナンスの透明化は非常に必要で、日本は、個人からの大学に対する寄付

が少ないのです。これは、寄付力がないからだなどといいますが、肝心なことは、大学の

ガバナンスが信用できるものであるということで、今度の日大の事件は、そういう意味で

非常にダメージが大きいのです。これを回復することは、容易なことではないと思います

が、とにかく、大学に対する信用を取り戻すことです。ガバナンスについても、大学人に

任せて大丈夫だという雰囲気を作ることです。それがないと、もう寄付金などというもの

の扉は開けないと思います。 

 以上、いろいろと申し上げましたが、一つ、ここで気を付けておかなければいけないこ

とは、18 歳人口はまだ少し減ると言っても減っていませんが、2030 年から本格的に減りだ

します。今は、まだ 100 万人少し欠けるくらいですが、これが 80 万人に、グッと減ってき

ます。まだ多少の猶予はあるかもしれませんが、今のうちに体制を整えておかないと、本

当の淘汰が始まると思います。 

 

おおわわりりにに  

 

結論です。今いろいろと申し上げましたが、政策は、柔軟化、多様化、流動化に向かって

いるということができると思います。ただ、政策は政策なので、実際に何をしろとは言え

ないわけです。細かいことは言っていますが、これは、アメリカの真似です。実際にどう

したらよくなるかということを考えることが大学人で、大学の構成員です。基本は、大学

教育は何を目指すのか、そのために何が必要なのか、コロナ禍などで起こったことは、や

はりいいチャンスだったと思うのです。今まで、表立っては言えないけれども、何かやは

り圧力が働いていて、それを取っ払ったらどうなるかということを見せてくれました。そ

ういうものも使って、これから何をやったらいいのか、これからの授業の在り方はどうす
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ればいいのか、それを支える組織の在り方をどうすればいいのかということを考えていく

ことが、求められるのではないでしょうか。 

 いろいろと申し上げましたが、これは、私が勝手に申し上げたことで、いろいろとご意

見があると思います。是非、ご意見・ご質問をいただきたいと思います。以上です。 

 

−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−質 疑 応 答−−−−−−−−−−−−−−−−−−− 

 

秦秦 ご講演をどうもありがとうございました。お話を通して、現在の日本の大学や大学院

にとって必要な情報や動向が、少しなりとも分かったように思われます。もう時間が迫っ

ておりますので、早速質疑応答に入ってまいります。質問をいただいておりますのでご紹

介いたします。もう一度まとめていただくという意味でも、ご示唆をいただければと思っ

ております。まず、リカレント教育なのですが、「大学院を中心としたリカレント教育をど

のように進めたらよいか、何かお考えをいただけませんでしょうか」、というご質問です。 

 

金金子子 このＦＤにもう１回、呼んでいただければと思います。リカレント教育は、そのよ

うな、一つの立地で、どうのこうのという問題ではありません。それから、日本にいます

と、いろいろなところでいろいろなことをやっています。私は、これがいいとは、申し上

げられないのです。もう一つ申し上げておきたいことは、リカレント教育は、思ったより

もはるかに大変です。それは、マーケットが小さいからです。アンダーグラデュエイトは、

60 万人、70 万人のマーケットはあるわけです。そこから考えればいいのです。でも、成人

人口は、大卒者だけでも今、400 万人くらいいるのです。そこで、再教育のニーズは、何

にあるかが分からないわけです。ビジネス系が、何か答えというように見えますが、実は

ビジネスでも、日本のビジネス教育は３通りくらいあるのです。３班に分かれていて、互

いに悪口を言っておりますが、ここに関係者がいらっしゃるかもしれません。要するに、

リカレント教育で何が必要かということについての極意はないのです。 

 それから、それ以外にいろいろなものがあります。例えば、メイクアップの方法など、

いろいろなものがあるのです。要はマーケットが、一方で非常に広いけれども、もう一方

では非常に小さいのです。立地を狙わなければいけないのです。立地をどこに見つけるか

という問題があるのです。それは、本当に難しいです。一般論では言えません。むしろ、

例えば、マーケティングの専門家か何かに来てもらう。私は、アメリカで大学の集まりに

出たことがありますが、マーケティングの専門家が講義をしていました。そのような問題

です。 

 同時に、今いる先生で教えられるもので、社会人に魅力があることが教えられるのかど

うかという問題があります。逆に、すでに働いている人が教えられるかといえば、これも、

実は非常に難しいのです。何かの実務に関係しているから、教えられるというわけでもな

いのです。大体そういうことは、１か月くらいで終わってしまうそうです。長くても１年
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ということも重要です。そのために、ガバナンスの透明化ということも非常に重要です。

今度のガバナンスの提案は、政府の出し方も、私は少しチョンボをやったと思います。た

だ、やはり、ガバナンスの透明化は非常に必要で、日本は、個人からの大学に対する寄付

が少ないのです。これは、寄付力がないからだなどといいますが、肝心なことは、大学の

ガバナンスが信用できるものであるということで、今度の日大の事件は、そういう意味で

非常にダメージが大きいのです。これを回復することは、容易なことではないと思います

が、とにかく、大学に対する信用を取り戻すことです。ガバナンスについても、大学人に

任せて大丈夫だという雰囲気を作ることです。それがないと、もう寄付金などというもの

の扉は開けないと思います。 

 以上、いろいろと申し上げましたが、一つ、ここで気を付けておかなければいけないこ

とは、18 歳人口はまだ少し減ると言っても減っていませんが、2030 年から本格的に減りだ

します。今は、まだ 100 万人少し欠けるくらいですが、これが 80 万人に、グッと減ってき

ます。まだ多少の猶予はあるかもしれませんが、今のうちに体制を整えておかないと、本

当の淘汰が始まると思います。 

 

おおわわりりにに  

 

結論です。今いろいろと申し上げましたが、政策は、柔軟化、多様化、流動化に向かって

いるということができると思います。ただ、政策は政策なので、実際に何をしろとは言え

ないわけです。細かいことは言っていますが、これは、アメリカの真似です。実際にどう

したらよくなるかということを考えることが大学人で、大学の構成員です。基本は、大学

教育は何を目指すのか、そのために何が必要なのか、コロナ禍などで起こったことは、や

はりいいチャンスだったと思うのです。今まで、表立っては言えないけれども、何かやは

り圧力が働いていて、それを取っ払ったらどうなるかということを見せてくれました。そ

ういうものも使って、これから何をやったらいいのか、これからの授業の在り方はどうす
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遠隔でも面倒を見られるのです。それで、初めて儲かるわけです。そうではない場合に、

今いる先生で遠隔の部分だけ増やしたら、それは、負担増だけです。それで先生を雇った

ら、多分、全くペイしません。 

 大学は、新しいことをやろうと思ったらコストがかかるわけです。コストをかけて、ど

のようなメリットがあるのか。あるいは、どのような需要があるから、こういうことをや

ってコストを調達するのかという発想をしないと、もう今はやっていけない時代といいま

すか、元々は、18 歳で入ってくる子が大部分で、その子たちは、大学とはこういうものだ

と思っているから、ごまかしていましたが、そうはいかなくなったときにどうするのかと

いうことが、今、問われていることです。遠隔で、どうにかなっている問題ではありませ

ん。遠隔は重要な道具で、非常に使い手があるということは分かりましたが、遠隔を含め

てどうするかが問題だと、私は思います。 

 

秦秦 ありがとうございました。それと関連しての質問ですが、本学、「同志社女子大学には

設けられていないのですが、大学にはＩＲ部門が非常に重要だと考えていますが、ＩＲ部

門に関しまして、先生のお考えをお聞かせ願えないでしょうか」、という質問です。 

 

金金子子 ＩＲは、やらなければいけないのではないでしょうか。ただ、小規模の大学が、独

自にＩＲ部門を持つことは大変です。基本的には、どうやって実現するかという問題だと

思うのです。職員の方に結構関心のある方と、それから、教員で関心のある方と、立ち上

げていくしかないのではないでしょうか。例えば、今、文科省が学生の学習時間について

調査をやりまして、データを各大学に配っています。同志社女子大学では、どのような調

査をやっているのか分かりませんが、データは結構、出てくるようになっているのです。

あるいは、例えば今、マイクロソフトでアンケート調査だけをやるのであれば、結構簡単

にできるようになっているわけです。要するに、それはもうやる気です。やる気のある先

生と、職員の方がどれくらいいるのかということです。構えて、ＩＲだからこうやらなけ

ればいけないということは、実は、もうむしろなくなっていると私は思います。興味のあ

る方は、やれる範囲でやるということが重要だと思います。 

 

秦秦 では、最後の質問ですが、「本学の大学院は、院生数はあまり充実していないのですが、

同志社女子大学のように、中堅女子大学の大学院に求められていることは何だとお考えで

すか」、という質問です。 

 

金金子子 何が充実していないのですか。 

 

秦秦 本学の大学院の院生数があまり多くなく、大学院が充実しているとは言い兼ねる、と

いうことです。 
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です。非常に難しいです。ですから、一般論としては申し上げられません。今日の１時間、

このような機会で申し上げるべき問題ではないと思います。もう１回呼んでいただければ

と思いますが、むしろ、そのときにどのような可能性があるのかということを設定したう

えで、議論になると私は思います。大変失礼なご返答で申し訳ないのですが、率直に言っ

て、私はそのように思います。 

 

秦秦 ありがとうございます。人文社会学系の大学院生や教員が少ないので、なかなか、大

学がコストをかけて組織的な取り組みを実施するというメリットが小さいので、改革が進

みづらいというところがあるわけです。さらに、大学院の遠隔授業、コロナ禍で、少し可

能性が見えてきたかのかということも感じるわけなのですが、大学院の遠隔授業の可能性

です。現在のところ、経済、経営系はあるのですが、人文社会学系の遠隔授業がほとんど

見受けられません。ようやく、鳴門教育大学の大学院で、遠隔教育によるプログラムがで

きたところですが。本学、同志社女子大学が遠隔授業を進めていくにあたって、考慮すべ

き課題はどういうものがありますでしょうか。 

 

金金子子 遠隔は、遠隔手段ができたから、使えばいいというものではないと思うのです。使

って意味があるから、使うのです。今日、50 分かけて一生懸命申し上げたことは、普通の

授業に遠隔授業を使うということは、非常に意味があります。それは、ただ単に遠隔技術

だけではなくて、授業の組み立て自体を変えるから、意味があるのだということを申し上

げたのです。それで、遠隔授業を使えば何か意味があるかというと、基本的には、成人相

手の場合に、大学に来られないから使えるという問題です。しかし、それであれば、別に

使えばいいのです。授業の代わりに、遠隔の授業を使えばいいのです。特に人文系などは、

むしろ、一緒に来て、みんなといることに意味があると考える人は、非常に多いのです。

これまでの成人大学院は、むしろ、そちらが売り物なのです。他の人がどう考えているか

を知りたい、仲間意識を作りたいなど、ひどいところは、何か名刺の交換会のようなこと

ばかりやっています。ですから、遠隔であることによって、どういう意味があるかなので

す。 

 成人向けに遠隔のコースを組む場合、問題は、普通の授業の一部を遠隔でやるのか、そ

れとも、遠隔向けに別のコースを作るのかということです。普通の授業をやるのであれば、

別に、大学にとってあまりメリットがないのです。もちろん、来られない人に到達するこ

とはできるかもしれませんが、それくらいなのです。その需要がどれくらいあるか、私は

よく分かりません。アメリカの大学で遠隔を使っていて、かなり成功しているという例は

あります。成人向けの、遠隔向けのコースを作っているのです。授業料を、そこでバッチ

リ取ります。その代わり、普通の、今までの先生による授業は、あまりやらないのです。

遠隔向けの先生を雇うのです。この人たちは、実は給料もそれほど高くないのです。それ

でないと、遠隔でやったら、面倒を見られないわけです。そのような人たちがいるから、
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遠隔でも面倒を見られるのです。それで、初めて儲かるわけです。そうではない場合に、

今いる先生で遠隔の部分だけ増やしたら、それは、負担増だけです。それで先生を雇った

ら、多分、全くペイしません。 

 大学は、新しいことをやろうと思ったらコストがかかるわけです。コストをかけて、ど

のようなメリットがあるのか。あるいは、どのような需要があるから、こういうことをや

ってコストを調達するのかという発想をしないと、もう今はやっていけない時代といいま

すか、元々は、18 歳で入ってくる子が大部分で、その子たちは、大学とはこういうものだ

と思っているから、ごまかしていましたが、そうはいかなくなったときにどうするのかと

いうことが、今、問われていることです。遠隔で、どうにかなっている問題ではありませ

ん。遠隔は重要な道具で、非常に使い手があるということは分かりましたが、遠隔を含め

てどうするかが問題だと、私は思います。 

 

秦秦 ありがとうございました。それと関連しての質問ですが、本学、「同志社女子大学には

設けられていないのですが、大学にはＩＲ部門が非常に重要だと考えていますが、ＩＲ部

門に関しまして、先生のお考えをお聞かせ願えないでしょうか」、という質問です。 

 

金金子子 ＩＲは、やらなければいけないのではないでしょうか。ただ、小規模の大学が、独

自にＩＲ部門を持つことは大変です。基本的には、どうやって実現するかという問題だと

思うのです。職員の方に結構関心のある方と、それから、教員で関心のある方と、立ち上

げていくしかないのではないでしょうか。例えば、今、文科省が学生の学習時間について

調査をやりまして、データを各大学に配っています。同志社女子大学では、どのような調

査をやっているのか分かりませんが、データは結構、出てくるようになっているのです。

あるいは、例えば今、マイクロソフトでアンケート調査だけをやるのであれば、結構簡単

にできるようになっているわけです。要するに、それはもうやる気です。やる気のある先

生と、職員の方がどれくらいいるのかということです。構えて、ＩＲだからこうやらなけ

ればいけないということは、実は、もうむしろなくなっていると私は思います。興味のあ

る方は、やれる範囲でやるということが重要だと思います。 

 

秦秦 では、最後の質問ですが、「本学の大学院は、院生数はあまり充実していないのですが、

同志社女子大学のように、中堅女子大学の大学院に求められていることは何だとお考えで

すか」、という質問です。 

 

金金子子 何が充実していないのですか。 

 

秦秦 本学の大学院の院生数があまり多くなく、大学院が充実しているとは言い兼ねる、と

いうことです。 
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です。非常に難しいです。ですから、一般論としては申し上げられません。今日の１時間、

このような機会で申し上げるべき問題ではないと思います。もう１回呼んでいただければ

と思いますが、むしろ、そのときにどのような可能性があるのかということを設定したう

えで、議論になると私は思います。大変失礼なご返答で申し訳ないのですが、率直に言っ

て、私はそのように思います。 

 

秦秦 ありがとうございます。人文社会学系の大学院生や教員が少ないので、なかなか、大

学がコストをかけて組織的な取り組みを実施するというメリットが小さいので、改革が進

みづらいというところがあるわけです。さらに、大学院の遠隔授業、コロナ禍で、少し可

能性が見えてきたかのかということも感じるわけなのですが、大学院の遠隔授業の可能性

です。現在のところ、経済、経営系はあるのですが、人文社会学系の遠隔授業がほとんど

見受けられません。ようやく、鳴門教育大学の大学院で、遠隔教育によるプログラムがで

きたところですが。本学、同志社女子大学が遠隔授業を進めていくにあたって、考慮すべ

き課題はどういうものがありますでしょうか。 

 

金金子子 遠隔は、遠隔手段ができたから、使えばいいというものではないと思うのです。使

って意味があるから、使うのです。今日、50 分かけて一生懸命申し上げたことは、普通の

授業に遠隔授業を使うということは、非常に意味があります。それは、ただ単に遠隔技術

だけではなくて、授業の組み立て自体を変えるから、意味があるのだということを申し上

げたのです。それで、遠隔授業を使えば何か意味があるかというと、基本的には、成人相

手の場合に、大学に来られないから使えるという問題です。しかし、それであれば、別に

使えばいいのです。授業の代わりに、遠隔の授業を使えばいいのです。特に人文系などは、

むしろ、一緒に来て、みんなといることに意味があると考える人は、非常に多いのです。

これまでの成人大学院は、むしろ、そちらが売り物なのです。他の人がどう考えているか

を知りたい、仲間意識を作りたいなど、ひどいところは、何か名刺の交換会のようなこと

ばかりやっています。ですから、遠隔であることによって、どういう意味があるかなので

す。 

 成人向けに遠隔のコースを組む場合、問題は、普通の授業の一部を遠隔でやるのか、そ

れとも、遠隔向けに別のコースを作るのかということです。普通の授業をやるのであれば、

別に、大学にとってあまりメリットがないのです。もちろん、来られない人に到達するこ

とはできるかもしれませんが、それくらいなのです。その需要がどれくらいあるか、私は

よく分かりません。アメリカの大学で遠隔を使っていて、かなり成功しているという例は

あります。成人向けの、遠隔向けのコースを作っているのです。授業料を、そこでバッチ

リ取ります。その代わり、普通の、今までの先生による授業は、あまりやらないのです。

遠隔向けの先生を雇うのです。この人たちは、実は給料もそれほど高くないのです。それ

でないと、遠隔でやったら、面倒を見られないわけです。そのような人たちがいるから、

同志社女子大FD Report16号.indd   65同志社女子大FD Report16号.indd   65 2023/03/11   9:012023/03/11   9:01



Faculty Development

66

 Faculty Development 
 

金金子子 大変、ありがとうございます。大変いい質問といいますか、私が申し上げたいこと、

まさにそのままなのです。一つの問題は、やはり４年生のときに、就職活動で丸１年使わ

ないということを前提にして、３年間で授業を取ってしまうことが、まず一番の元凶なの

です。ただ、これは行き過ぎのところもあるので、やはり、大学の指導の仕方によると思

うのです。遠隔手段ができたので、実は、就職活動で学生が拘束される程度は、少なくな

っているようです。それこそこれは、大学の側といいますか、先生方の構えだと思います。

先ほど、文化といいますか、カルチャーといいましたが、やはり何か、学生と教員が牽制

しあって、あまり授業の外で負担をかけない、それで１学期に８科目も取ってしまうなど

です。しかも、それが１週間に１回しかないから、もうほとんど何をやっているのか覚え

なくて、試験のときに詰め込んだら大体単位がもらえるとなることが、今までの大学の中

身の薄さの元凶なわけです。 

 おっしゃるように、単位制だから、授業の実施時間は１時間か２時間で、授業外学習が

４時間で、６時間でもって１科目とこだわらずに、例えば、12 単位の科目を作るなど、い

ろいろとやりようがあるのです。１年間全部それにしないで、学期に１分けにする。ある

いは、１学期の中で、週２回にする。それで、単位の数え方を考え直すということです。

繰返し申し上げてきましたが、今度の設置基準の改定によって、そういった学年歴の考え

方、それから、単位の数え方については、相当、柔軟性が出てくるということがあります。

これをもって、やはり、かなり密度のある授業をするということを考えていくことが、非

常に重要だと思うのです。これから、やはり、すでに始めているところもいくつかありま

すが、こういう意味での密度の濃さを確保することは、非常に重要だと思います。そうす

ることによって、高校生に対する訴え方もできると思います。そういう意味での変化を社

会に訴えていくということは、非常に重要ではないでしょうか。 

 

秦秦 どうもありがとうございました。皆様、本日はお忙しい中、ご参集いただきありがと

うございました。金子先生、本当に、どうもありがとうございました。 

 

金金子子 失礼しました。 
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金金子子 それは、私には答えは分かりません。スタンダードな答えは、アカデミックな人だ

けではなくて、一般の人が取って、見られるものを考えることです。例えば、主婦である

かもしれません。もう一つ、非常によくある、あちらこちらで試されていることは、中学

校、あるいは小学校の英語の先生に対する、教育免許の補充はなくなりましたが、先生の

再教育、それはあるだろうと思います。あとは、実用教育です。でもこれは、決定的に中

のリソースは何があるかということによるのです。中のリソースをどのように使うかとい

うことが、まず重要だと思います。それで納得していただいて、そういったことを担当す

る先生の方にやっていただくように、やるのではないでしょうか。それから、私は、これ

を言ってはおしまいかもしれませんが、大学院はなければいけないものだとは思いません。

学士課程をしっかりやるということの方が重要かもしれません。 

 

秦秦 また最近、改革の方向性として、大学院間連携や研究指導委託などが考えられている

ということを、耳に挟んでおりますが、こういうものを使っていくということに関して先

生はどのように思われますか。 

 

金金子子 指導委託などは、やれる見込みがあればやればいいのではありませんか。でも、指

導委託は問題です。授業料は自分のところで取って、他の先生に委託するとは、どうなの

ですか。大学院間連携は、相手が問題です。やれるという制度になりましたが、むしろ、

問題だと思います。それより多分、一般的に文系の問題は、先生によって分かれてしまう

ということの方が、はるかに問題の場合が多いです。大学院だからもう、どの先生につく

という、これがいいのかどうかということが、非常に大きな問題だろうと私は思います。

特に修士課程の場合です。やはり、大学教員間の協力などは、そういったことが、むしろ

重要なのではないでしょうか。今までのところはむしろ、そちらの方が、聞いている範囲

では問題になっています。 

 

秦秦 もう１問、質問が来ております。教員からの質問です。「コロナ禍が終わったら、元に

戻るのではなく、コロナ禍の授業を見直すという点に、特に感銘を受けました。一方で、

先生がおっしゃった教室外学習を、教員も学生も必要ないと考えている点について、質問

があります。これは、教員はそのようにしたいが、日本型大学のカリキュラムは、授業回

数が多すぎてできないのではないでしょうか。アメリカでは、同じコースを週に２回、ま

たは、２時間連続の授業を行っているところが多いです。そのため、教師もその学期、そ

の授業に集中できますし、学生も受講するコースが三つから四つに限定されるので、授業

外学習も十分にとることができます。この点について、先生はどのようにお考えになりま

すでしょうか。日本では、このようなシステムを取り入れても、授業外学習時間は増えな

いでしょうか」、という質問です。 
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金金子子 大変、ありがとうございます。大変いい質問といいますか、私が申し上げたいこと、

まさにそのままなのです。一つの問題は、やはり４年生のときに、就職活動で丸１年使わ

ないということを前提にして、３年間で授業を取ってしまうことが、まず一番の元凶なの

です。ただ、これは行き過ぎのところもあるので、やはり、大学の指導の仕方によると思

うのです。遠隔手段ができたので、実は、就職活動で学生が拘束される程度は、少なくな

っているようです。それこそこれは、大学の側といいますか、先生方の構えだと思います。

先ほど、文化といいますか、カルチャーといいましたが、やはり何か、学生と教員が牽制

しあって、あまり授業の外で負担をかけない、それで１学期に８科目も取ってしまうなど

です。しかも、それが１週間に１回しかないから、もうほとんど何をやっているのか覚え

なくて、試験のときに詰め込んだら大体単位がもらえるとなることが、今までの大学の中

身の薄さの元凶なわけです。 

 おっしゃるように、単位制だから、授業の実施時間は１時間か２時間で、授業外学習が

４時間で、６時間でもって１科目とこだわらずに、例えば、12 単位の科目を作るなど、い

ろいろとやりようがあるのです。１年間全部それにしないで、学期に１分けにする。ある

いは、１学期の中で、週２回にする。それで、単位の数え方を考え直すということです。

繰返し申し上げてきましたが、今度の設置基準の改定によって、そういった学年歴の考え

方、それから、単位の数え方については、相当、柔軟性が出てくるということがあります。

これをもって、やはり、かなり密度のある授業をするということを考えていくことが、非

常に重要だと思うのです。これから、やはり、すでに始めているところもいくつかありま

すが、こういう意味での密度の濃さを確保することは、非常に重要だと思います。そうす

ることによって、高校生に対する訴え方もできると思います。そういう意味での変化を社

会に訴えていくということは、非常に重要ではないでしょうか。 

 

秦秦 どうもありがとうございました。皆様、本日はお忙しい中、ご参集いただきありがと

うございました。金子先生、本当に、どうもありがとうございました。 

 

金金子子 失礼しました。 
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金金子子 それは、私には答えは分かりません。スタンダードな答えは、アカデミックな人だ

けではなくて、一般の人が取って、見られるものを考えることです。例えば、主婦である

かもしれません。もう一つ、非常によくある、あちらこちらで試されていることは、中学

校、あるいは小学校の英語の先生に対する、教育免許の補充はなくなりましたが、先生の

再教育、それはあるだろうと思います。あとは、実用教育です。でもこれは、決定的に中

のリソースは何があるかということによるのです。中のリソースをどのように使うかとい

うことが、まず重要だと思います。それで納得していただいて、そういったことを担当す

る先生の方にやっていただくように、やるのではないでしょうか。それから、私は、これ

を言ってはおしまいかもしれませんが、大学院はなければいけないものだとは思いません。

学士課程をしっかりやるということの方が重要かもしれません。 

 

秦秦 また最近、改革の方向性として、大学院間連携や研究指導委託などが考えられている

ということを、耳に挟んでおりますが、こういうものを使っていくということに関して先

生はどのように思われますか。 

 

金金子子 指導委託などは、やれる見込みがあればやればいいのではありませんか。でも、指

導委託は問題です。授業料は自分のところで取って、他の先生に委託するとは、どうなの

ですか。大学院間連携は、相手が問題です。やれるという制度になりましたが、むしろ、

問題だと思います。それより多分、一般的に文系の問題は、先生によって分かれてしまう

ということの方が、はるかに問題の場合が多いです。大学院だからもう、どの先生につく

という、これがいいのかどうかということが、非常に大きな問題だろうと私は思います。

特に修士課程の場合です。やはり、大学教員間の協力などは、そういったことが、むしろ

重要なのではないでしょうか。今までのところはむしろ、そちらの方が、聞いている範囲

では問題になっています。 

 

秦秦 もう１問、質問が来ております。教員からの質問です。「コロナ禍が終わったら、元に

戻るのではなく、コロナ禍の授業を見直すという点に、特に感銘を受けました。一方で、

先生がおっしゃった教室外学習を、教員も学生も必要ないと考えている点について、質問

があります。これは、教員はそのようにしたいが、日本型大学のカリキュラムは、授業回

数が多すぎてできないのではないでしょうか。アメリカでは、同じコースを週に２回、ま

たは、２時間連続の授業を行っているところが多いです。そのため、教師もその学期、そ

の授業に集中できますし、学生も受講するコースが三つから四つに限定されるので、授業

外学習も十分にとることができます。この点について、先生はどのようにお考えになりま

すでしょうか。日本では、このようなシステムを取り入れても、授業外学習時間は増えな

いでしょうか」、という質問です。 
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 第３に、他の教員の授業の内容から自分の授業の学部全体における位置取りを認識で

きた点である。多様な領域に及ぶ学部内で、自分自身の授業が学生の学びのなかでどの

ような位置づけかをあらためて確認できたと思われる。例えば多文化教育が教育方法の

授業内容とどう関連しているかを学生の視点から再認識する際に有用だったのではない

かと推察される。  
 第４に、以上の認識は学部全体のカリキュラムを考える土台になっていくと思われる。

カリキュラムは時代の要請に応じて少しずつ変えていく必要があるが、これまで積み上

げてきた FD 研修は将来に向けての学部の方向性を共に探す共同体にとっては有益にな

るであろう。カリキュラムマップで提示された授業名とディプロマ・ポリシーに定める

到達目標の位置づけが実際にイメージできたのではないだろうか。 

 現在も現代社会学部は１ヶ月に 1 回の学部教員会議の前に「チョコっと FD」が行わ

れている。前述したように、現在では自分の授業の紹介だけではなく、自分の研究につ

いても紹介する。授業と研究紹介のどちらかを選んで短い時間の中で発表するのだが、

研究紹介も行われることで、今まで知らなかった分野の研究にも触れることができる点

は、研究者にとってはとても「お得」で、新たな視点を得られる時間となっている。ま

たコロナ禍においてコミュニケーションが少なくなっていく中で、学部内の新たなコミ

ュニケーションの場として、新任教員にとっても経験豊富な教員にとっても互いに学び

合う「チョコっと FD」が一種の潤滑油となっているのではないだろうか。  
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◆◆第第1177回回アアククテティィブブ・・ララーーニニンンググ研研究究会会◆◆  

日時：2022年2月15日（火）10：30～  

開催：京田辺キャンパス 頌啓館ホール 対面開催  
司会：若本 夏美 教育開発支援センター長  
 
1 開会挨拶   若本 夏美 教育開発支援センター長  
2 講  演   「FD・アクティブ・ラーニングの取り組みあれこれ  

～Cultural Agility とCritical Thinkingの活用～」  
現代社会学部長 塘 利枝子 先生  

  看護学部長 眞鍋 えみ子 先生  
生活科学部長 川﨑 祐子 先生  

3 質疑応答  
4 閉会挨拶   教務部長 谷 直之  

 
 

「〈学部内の多様性を活かして〉～現代社会学部の FD 活動報告」 

 

                         現代社会学部 塘 利枝子 

 
 現代社会学部では、「チョコっと FD」という名称で、学部教員会議の開始直前に 10
分間の FD 研修を 2017 年度から積み重ねて 6 年目になる。学部教員が毎回 1 名ずつ、自

分の授業について、実践報告を行うものであるが、以前は対面で行っていた。しかしコ

ロナウイルスが蔓延した 2020 年度から現代社会学部教員会議が Microsoft Teams に移行

するにあたり、「チョコっと FD」も Microsoft Teams を利用するようになった。対面で

行っていた頃にチョコレートが配布されたことに伴い、短い時間の「ちょっと」と、「チ

ョコレート」を意味する「チョコっと FD」はオンラインになってからもご褒美のチョ

コレートも併せて継続して行われている。2022 年度からは今までの授業の取り組みの紹

介だけではなく、研究紹介にも範囲を広げて、教育・研究について FD が行われている。

6 年間も継続してくると、まさに「継続は力なり」でほぼ全教員の授業の取り組みの様

子がわかり、それぞれの個性とともに、学部内での授業同士の関連性も見えてきた。  
  このような現代社会学部の FD 活動の成果を第 17 回アクティブ・ラーニング研究会に

て報告を行った。その成果は以下の４点にまとめられる。  
第１に、現代社会学部の多様な領域を積極的に活かして、互いの授業を知り合い、学

び合うことができた点である。聖書、法律、心理、体育、保育、福祉、多文化、語学、

ジェンダー、歴史、経済、メディア等の多様な領域と方法論に基づいた授業の内容を教

員同士が知ることができたことは、学生の学びの多様性を把握する上で重要であった。  
 第２に、他の教員の授業の取り組みから自分の授業との共通点を探すことで、学部内

の授業の共通性を見い出すことができたと思われる。教員の専門性は異なってもゼミ運

営の仕方については参考になる点があるなど、自分の授業に活かすことができたのでな

いだろうか。例えばゼミ内のコア・グループを活用する方法などは多くの教員が活用し

ていると思われ、特に若手教員にとってはゼミ運営をする上で参考になったと推測され

る。  
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さらに、教員の研究能力の向上を目的に、学部開設時からリサーチセミナーやポスター掲

示、研究設備整備費活用による取組みの紹介も進めています。 

最後に、これまでのＦＤ活動を振り返っての所感です。テーマは単年度で考える傾向にあ

りますので、継続的なテーマで取り組むことが望ましいと思います。例えば、2022 年から

は Vision150 第２期（2022-2026） アクションプランがスタートしますので、それに関連

したカリキュラム評価や教育方法に関するテーマ選定が想定されます。さらに、基礎看護教

育において教員に求められる能力は、教育実践能力、コミュニケーション能力、看護実践能

力、マネジメント能力、研究能力であることから、研究科 FD やリサーチセミナーを継続し

つつ、さらには、最新の医療動向に関するテーマ（例えば、AI（人工知能）の活用、遠隔医

療や遠隔看護など）も扱いたく思っています。 
 
 

 
図１ 取り組みの概要 
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「看護学部 FD 活動 2015-2021」 

 

看護学部 眞鍋えみ子 

 

看護学部は、2015 年に開設され 7年が経過しました。これまでの FD 活動の概要を図 1 に

示しました。 

2015 年は、初めての臨地実習にあたり、新任教員への準備教育と教員間のコミュニケー

ションの深化を図ることを目的として、看護学実習準備プロジェクトに取り組みました。実

習指導困難場面におけるシミュレーションや看護 OSCE 勉強会を行いました。2016 年は、学

生が受講しているキャリア教育についての理解を深めるために、1、2 年次の特徴を理解し

た上で、「学生の意欲や能力を育むために教員としてできること」についてグループワーク

を行いました。2017 年には、学生も 3 年次まで増え、その当時の学生は「さとり世代」と

表現されていました。秋学期に控えた 17 単位の実習を前に、教育の困難さや疲弊を感じる

ことが多かったことから、具体的な事例を共有しながら、現代の学生にどう向き合い、看護

を教えるかを考えました。このように、開設から 3 年間は、教員の教育実践力をテーマに取

り組みをすすめてきました。 

2018 年は、厚生労働省で看護基礎教育検討会がスタートし、第 5 次看護基礎教育カリキ

ュラム改正という看護基礎教育の一つの転換期を迎えようとしていたことから、検討会の

メンバーを講師に迎えて、最新の情報や動向を拝聴しました。2019 年は、カリキュラム検

討の準備として、「看護学士課程教育におけるコアコンピテンシーと卒業到達目標の活用」

の研修会の伝達講習を受け、先進的な取り組みを共有しました。2020～21 年は、コロナ禍

でどのように FD を進めていくかを思案しているなか、「カリキュラム編成準備セミナー」

が、リアルタイムでの配信に加え、アーカイブ動画も視聴できることから活用しました。セ

ミナーは各回 3 時間半、年間 5 回というボリュームがありました。先生方からは「今後の教

育・授業設計に役立つ」「教育への活用が期待できる」「自分の予定に合わせて視聴できた」

「長期間設定は受講しやすかった」等の感想があり、指定規則改正に関する考え方や取り組

み例の紹介は、非常に参考になりました。この 4 年間は、2022 年からのカリキュラム改正

をテーマに取り組みをすすめてきました。 

2018 年の研究科開設後は、研究科においても FD 活動に取り組みました。博士課程(前期)

では、看護理論と実践に基づいた研究能力やエビデンスとナラティブを統合できる看護実

践能力をめざしていますので、2018 年は「臨床におけるナラティヴ実践のすすめ」をテー

マとしました。講義に加え、ロールプレイでは「相談者自身の物語をきく」ことを体験しま

した。2020 年からは、教員の研究能力の向上を目的に、KJ 法を基盤とした質的統合法を取

り上げ、「質的統合法の看護研究への活用の基礎や適用可能性」の基礎を学び、2021 年度は、

実践編として、模擬データを用いた分析手法とコツについて、グループワークで理解を深め

ました。 
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価の難しさや企業が継続して協力してくれる保証がないなど今後の課題も見えてきた。 

管理栄養士専攻では、これまでも自治体等からの要請で献立開発などに協力してきたが、

個々の教員の努力によるものが大きかった。京都市保健福祉局の要請により 2020 年度から

参加する「そうだ、野菜とろう！キャンペーン」の学生考案野菜たっぷり弁当企画では、初

めて学科全体の教員が学内選考に関わり、進捗状況を共有することでチーム一丸となって

進める取り組みとなった。6 月の食育月間に合わせ、近畿のイオンスタイル各店舗において

学生が考えた 2 種類の弁当が販売された。3 年目の 2022 年度は、好評につき秋にも追加販

売された。 

 Faculty Development 
 

 

「生活科学部の FD 活動」 

－2 学科 2 専攻がそれぞれに Active Learning にチャレンジ－ 

生活科学部 川﨑 祐子 

 

生活科学部では組織的な FD、特に研究面での取り組みは出遅れているのが実情である。

これは今後の課題とすることとして、今回は教育に関する FD について、アクティブ・ラー

ニングを中心に活動内容を紹介する。まず、本学部では毎年 3 月の学科懇談会において、FD

フォーラムに参加した先生方からの情報提供と共有を行っている。また、管理栄養士専攻の

卒業前の総まとめの科目である「卒業演習」の成績査定では、教員の新陳代謝により若い教

員が増えたこともあり、そもそも我々はどういう管理栄養士を育てたいのかという原点に

立ち返って喧々諤々の議論を行っている。これはまさに FD である。さらにコロナ禍でどの

学部学科でも全面的な遠隔授業を行うという事態に直面したが、生活科学部は体験型の実

験実習が多いことを売りにしているため、これらの授業をどうするかが大きな問題となっ

た。 調理系、被服系、製図系、実験系など共通の悩みを持つ担当者間で相談し、未経験の

本格的な ICT 教育にチャレンジすることとなった。 

次に、プロジェクト的な取り組みを紹介する。生活科学部でも遅まきながらそれぞれの学

科専攻においてアクティブ・ラーニングの学びを取り入れた活動を始めている。このうち  

人間生活学科のグリーン・ツーリズムと食物科学専攻の食品開発プロジェクトは、スタート

アップとして教育基金援助金の助けを得た。また、食物科学専攻と管理栄養士専攻の取り組

みは、京都市との食に関する包括連携協定に基づいた活動となっている。 

人間生活学科では、学科の学びの柱の一つである「まちづくり」分野において、まちづく

りや観光といった実践的活動を通して地域への関心・理解を高め、地域資源の活用方法を学

ぶ観点から、2 年次の「地域計画学演習」では京都府と連携した鴨川における防災学習やハ

ザードマップの作成を、「居住計画学」では地域の団体と連携し綾小路界隈におけるフィー

ルドワークを行っている。また、2019 年度に立ち上げた グリーン・ツーリズム（農山漁村

での体験型旅行）は、京丹波町の自然景観等の資源を生かしたプログラムを学生自身が企画

し、一般参加者応募型のプロジェクトを運営することで、参加者に考慮すべきサービス、運

営側の心構えなど多角的に学ぶ内容となっている（コロナ禍により 2020 年度から中断）。 

参加学生は 21 名、一般参加者は延べ 8 組 27 名で、そばの種まき、収穫、そば打ちと試食と

いう計３回のモニターツアーを実施し、参加者から大変好評を得た。 

食物科学専攻では、2019 年度から新カリキュラムがスタートした。 学びの目玉となるの

が本格的な PBL 科目である 3 年次選択科目「食品開発プロジェクト」で、一年を通じて協力

企業の下で新商品の開発等を目指す。初年度の 2021 年度は 5 チーム（各チーム７～８名）

に分かれて企業から与えられたテーマの中で活動した。新しい味付けの商品開発とパッケ

ージデザインを行い、実際に店頭に並ぶまでこぎつけたチームもあれば、社内試食会でのプ

レゼン止まりだったチームもあった。1 年目のため全体を振り返るには至っていないが、評
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価の難しさや企業が継続して協力してくれる保証がないなど今後の課題も見えてきた。 

管理栄養士専攻では、これまでも自治体等からの要請で献立開発などに協力してきたが、

個々の教員の努力によるものが大きかった。京都市保健福祉局の要請により 2020 年度から

参加する「そうだ、野菜とろう！キャンペーン」の学生考案野菜たっぷり弁当企画では、初

めて学科全体の教員が学内選考に関わり、進捗状況を共有することでチーム一丸となって

進める取り組みとなった。6 月の食育月間に合わせ、近畿のイオンスタイル各店舗において

学生が考えた 2 種類の弁当が販売された。3 年目の 2022 年度は、好評につき秋にも追加販

売された。 

 Faculty Development 
 

 

「生活科学部の FD 活動」 

－2 学科 2 専攻がそれぞれに Active Learning にチャレンジ－ 

生活科学部 川﨑 祐子 

 

生活科学部では組織的な FD、特に研究面での取り組みは出遅れているのが実情である。

これは今後の課題とすることとして、今回は教育に関する FD について、アクティブ・ラー

ニングを中心に活動内容を紹介する。まず、本学部では毎年 3 月の学科懇談会において、FD

フォーラムに参加した先生方からの情報提供と共有を行っている。また、管理栄養士専攻の

卒業前の総まとめの科目である「卒業演習」の成績査定では、教員の新陳代謝により若い教

員が増えたこともあり、そもそも我々はどういう管理栄養士を育てたいのかという原点に

立ち返って喧々諤々の議論を行っている。これはまさに FD である。さらにコロナ禍でどの

学部学科でも全面的な遠隔授業を行うという事態に直面したが、生活科学部は体験型の実

験実習が多いことを売りにしているため、これらの授業をどうするかが大きな問題となっ

た。 調理系、被服系、製図系、実験系など共通の悩みを持つ担当者間で相談し、未経験の

本格的な ICT 教育にチャレンジすることとなった。 

次に、プロジェクト的な取り組みを紹介する。生活科学部でも遅まきながらそれぞれの学

科専攻においてアクティブ・ラーニングの学びを取り入れた活動を始めている。このうち  

人間生活学科のグリーン・ツーリズムと食物科学専攻の食品開発プロジェクトは、スタート

アップとして教育基金援助金の助けを得た。また、食物科学専攻と管理栄養士専攻の取り組

みは、京都市との食に関する包括連携協定に基づいた活動となっている。 

人間生活学科では、学科の学びの柱の一つである「まちづくり」分野において、まちづく

りや観光といった実践的活動を通して地域への関心・理解を高め、地域資源の活用方法を学

ぶ観点から、2 年次の「地域計画学演習」では京都府と連携した鴨川における防災学習やハ

ザードマップの作成を、「居住計画学」では地域の団体と連携し綾小路界隈におけるフィー

ルドワークを行っている。また、2019 年度に立ち上げた グリーン・ツーリズム（農山漁村

での体験型旅行）は、京丹波町の自然景観等の資源を生かしたプログラムを学生自身が企画

し、一般参加者応募型のプロジェクトを運営することで、参加者に考慮すべきサービス、運

営側の心構えなど多角的に学ぶ内容となっている（コロナ禍により 2020 年度から中断）。 

参加学生は 21 名、一般参加者は延べ 8 組 27 名で、そばの種まき、収穫、そば打ちと試食と

いう計３回のモニターツアーを実施し、参加者から大変好評を得た。 

食物科学専攻では、2019 年度から新カリキュラムがスタートした。 学びの目玉となるの

が本格的な PBL 科目である 3 年次選択科目「食品開発プロジェクト」で、一年を通じて協力

企業の下で新商品の開発等を目指す。初年度の 2021 年度は 5 チーム（各チーム７～８名）

に分かれて企業から与えられたテーマの中で活動した。新しい味付けの商品開発とパッケ

ージデザインを行い、実際に店頭に並ぶまでこぎつけたチームもあれば、社内試食会でのプ

レゼン止まりだったチームもあった。1 年目のため全体を振り返るには至っていないが、評
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ラフィック、タイポグラフィーなど、平面系デザインの実践的能力の獲得と向上を目的とす

る試みである。2020 年度は、ナチスによる戦争と支配に抗った学生集団「白バラ」の抵抗

運動の記録『白バラは散らず』がピックアップされ、リデザインの対象となった。なお本プ

ログラムは、ラインワール大学との共同による国際的な取り組みである。各校の学生は自ら

の作品を制作するだけではなく、展覧会の開催や作品集の制作など、互いに意見交換を行い

ながらの実践が進められた。創ることを軸としながら極めて意義深い交流が進められた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リデザインされた『白バラは散らず』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ネヲハル」展示風景 
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◆◆第第1188回回アアククテティィブブ・・ララーーニニンンググ研研究究会会◆◆  

  

日時：2022年9月14日（水）15：00～ 
開催：京田辺キャンパス 知徳館C283 対面開催 
司会：和氣 早苗 教育開発支援センター長 
 
1 開会挨拶   和氣 早苗 教育開発支援センター長 
2 講  演   「FD・アクティブ・ラーニングの取り組みあれこれ 

～Cultural Agility とCritical Thinkingの活用～」 
学芸学部長 森 公一 先生 
薬学部長 芝田 信人 先生 
表象文化学部長 森山 由紀子 先生 

3 質疑応答 
4 閉会挨拶   真部 真里子 教務部長 

 
 

「学芸学部の取り組み」 

学芸学部 森 公一 

 

本研究会では、以下の３つのテーマに基づき報告を行った。 

 １学芸学部の FD 活動 

 ２学芸学部ジョイントプログラム 

 ３各学科の教育実践 

 

１学芸学部の FD 活動 

学芸学部では教育に関する実践報告の場として、「学芸学部 FD 研究会」および「10min.FD」

を設けている。「学芸学部 FD 研究会」は年に一度開催する 30 分程度の対面形式の報告会で

あり、「10min.FD」は隔月で 10 分程度の映像を配信するオンデマンド形式の報告会である。

いずれも専任教員が実践する教育の内容や方法について報告をいただき、相互に刺激を与

え合い、学び合うことを通じて、それぞれの教育改善等に役立てようとするものである。ち

なみに学芸学部では専任教員の研究をコンパクトに紹介する「10min.Labo」を、隔月オンデ

マンド形式で配信しており、こちらはそれぞれの研究の相互理解を通じて、共同研究の可能

性などを促そうとするものである。 

 

2021 年度に開催した「第 7 回 学芸学部 FD 研究会」（2022/3/20）では、メディア創造学科

の高木毬子准教授に担当いただき、ゼミで実践されている創造的かつ国際的な取り組み「一

冊の本から想像し、創造する『ネヲハル』」について報告をいただいた。この教育プログラ

ムは、一冊の本をピックアップし、その本を学生がリデザインするものである。ブック、グ
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ラフィック、タイポグラフィーなど、平面系デザインの実践的能力の獲得と向上を目的とす

る試みである。2020 年度は、ナチスによる戦争と支配に抗った学生集団「白バラ」の抵抗

運動の記録『白バラは散らず』がピックアップされ、リデザインの対象となった。なお本プ

ログラムは、ラインワール大学との共同による国際的な取り組みである。各校の学生は自ら

の作品を制作するだけではなく、展覧会の開催や作品集の制作など、互いに意見交換を行い

ながらの実践が進められた。創ることを軸としながら極めて意義深い交流が進められた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リデザインされた『白バラは散らず』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ネヲハル」展示風景 
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◆◆第第1188回回アアククテティィブブ・・ララーーニニンンググ研研究究会会◆◆  

  

日時：2022年9月14日（水）15：00～ 
開催：京田辺キャンパス 知徳館C283 対面開催 
司会：和氣 早苗 教育開発支援センター長 
 
1 開会挨拶   和氣 早苗 教育開発支援センター長 
2 講  演   「FD・アクティブ・ラーニングの取り組みあれこれ 

～Cultural Agility とCritical Thinkingの活用～」 
学芸学部長 森 公一 先生 
薬学部長 芝田 信人 先生 
表象文化学部長 森山 由紀子 先生 

3 質疑応答 
4 閉会挨拶   真部 真里子 教務部長 

 
 

「学芸学部の取り組み」 

学芸学部 森 公一 

 

本研究会では、以下の３つのテーマに基づき報告を行った。 

 １学芸学部の FD 活動 

 ２学芸学部ジョイントプログラム 

 ３各学科の教育実践 

 

１学芸学部の FD 活動 

学芸学部では教育に関する実践報告の場として、「学芸学部 FD 研究会」および「10min.FD」

を設けている。「学芸学部 FD 研究会」は年に一度開催する 30 分程度の対面形式の報告会で

あり、「10min.FD」は隔月で 10 分程度の映像を配信するオンデマンド形式の報告会である。

いずれも専任教員が実践する教育の内容や方法について報告をいただき、相互に刺激を与

え合い、学び合うことを通じて、それぞれの教育改善等に役立てようとするものである。ち

なみに学芸学部では専任教員の研究をコンパクトに紹介する「10min.Labo」を、隔月オンデ

マンド形式で配信しており、こちらはそれぞれの研究の相互理解を通じて、共同研究の可能

性などを促そうとするものである。 

 

2021 年度に開催した「第 7 回 学芸学部 FD 研究会」（2022/3/20）では、メディア創造学科

の高木毬子准教授に担当いただき、ゼミで実践されている創造的かつ国際的な取り組み「一

冊の本から想像し、創造する『ネヲハル』」について報告をいただいた。この教育プログラ

ムは、一冊の本をピックアップし、その本を学生がリデザインするものである。ブック、グ

同志社女子大FD Report16号.indd   75同志社女子大FD Report16号.indd   75 2023/03/11   9:012023/03/11   9:01



Faculty Development

76

 Faculty Development 
 

学芸学部ジョイントプログラム《カレッジソングに秘められたもの》 

 

３各学科の教育実践 

音楽学科、メディア創造学科、国際教養学科、それぞれに特色ある教育実践について紹介を

行った。音楽学科については、「音楽によるアウトリーチ A・B」について、メディア創造学

科については、「メディア創造基礎演習 A・B・C」について、国際教養学科については「国

際教養演習 I・II・III」を取り上げ、それぞれの教育の特色（目的や方法など）について

概要を報告した。 

小学校でのアウトリーチ活動「音楽によるアウトリーチ A・B」 

 

 

 

 Faculty Development 
 

「10min.FD」については、関口英里教授より報告いただいた「プロジェクトプランニング演

習 I・II」（2022 年 6 月配信）の取り組みについて紹介する。この科目は、地元活性化・地

域貢献を目的とするプログラムであり、学生チームが地元組織とコラボレーションしてプ

ロジェクトを企画し実行するものである。2021 年度の例として、仮想企業「たけのロボッ

ト」の立ち上げと京田辺市観光協会などとの連携により、玉露茶の若年層への認知度の向上

や普及を目的とするゲームコンテンツ《玉露物語》が紹介された。社会人に必要とされる汎

用的な能力を総合的に育てる、プロジェクト教育の実践例である。 

ゲームコンテンツ《玉露物語》 

 

２学芸学部ジョイントプログラム 

学芸学部ジョイントプログラムとは、学芸学部の 3 学科（音楽学科、メディア創造学科、国

際教養学科）の学生が履修可能な、学科を横断する科目である。それぞれの学科の特性を生

かしたコラボレーションによって、プロジェクトを実践することが目的である。2017 年以

降、毎年担当者を変更し、年度ごとに異なるテーマ・内容のプロジェクトを実施してきた。 

2021 年度のジョイントプログラムは、井上敏典教授にご担当いただいた。W.M. ヴォーリズ

が作詩した同志社カレッジソングをモチーフとし、同志社の歴史を伝えようとするプロジ

ェクトである。ヴォーリズが、歌詞にこめた想いを知り、リベラルアーツの本質を探るため

に、歴史資料やアニメーションを用いた映像コンテンツが制作された。本取り組みも、創る

こと、伝えることが多層的な学びへと通じる、プロジェクト教育の実践例である。なお、本

プログラムの報告についても、「10min.FD」（2022 年 6 月）にて動画配信した。 
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学芸学部ジョイントプログラム《カレッジソングに秘められたもの》 

 

３各学科の教育実践 

音楽学科、メディア創造学科、国際教養学科、それぞれに特色ある教育実践について紹介を

行った。音楽学科については、「音楽によるアウトリーチ A・B」について、メディア創造学

科については、「メディア創造基礎演習 A・B・C」について、国際教養学科については「国

際教養演習 I・II・III」を取り上げ、それぞれの教育の特色（目的や方法など）について

概要を報告した。 

小学校でのアウトリーチ活動「音楽によるアウトリーチ A・B」 

 

 

 

 Faculty Development 
 

「10min.FD」については、関口英里教授より報告いただいた「プロジェクトプランニング演

習 I・II」（2022 年 6 月配信）の取り組みについて紹介する。この科目は、地元活性化・地

域貢献を目的とするプログラムであり、学生チームが地元組織とコラボレーションしてプ

ロジェクトを企画し実行するものである。2021 年度の例として、仮想企業「たけのロボッ

ト」の立ち上げと京田辺市観光協会などとの連携により、玉露茶の若年層への認知度の向上

や普及を目的とするゲームコンテンツ《玉露物語》が紹介された。社会人に必要とされる汎

用的な能力を総合的に育てる、プロジェクト教育の実践例である。 

ゲームコンテンツ《玉露物語》 

 

２学芸学部ジョイントプログラム 

学芸学部ジョイントプログラムとは、学芸学部の 3 学科（音楽学科、メディア創造学科、国

際教養学科）の学生が履修可能な、学科を横断する科目である。それぞれの学科の特性を生

かしたコラボレーションによって、プロジェクトを実践することが目的である。2017 年以

降、毎年担当者を変更し、年度ごとに異なるテーマ・内容のプロジェクトを実施してきた。 

2021 年度のジョイントプログラムは、井上敏典教授にご担当いただいた。W.M. ヴォーリズ

が作詩した同志社カレッジソングをモチーフとし、同志社の歴史を伝えようとするプロジ

ェクトである。ヴォーリズが、歌詞にこめた想いを知り、リベラルアーツの本質を探るため

に、歴史資料やアニメーションを用いた映像コンテンツが制作された。本取り組みも、創る

こと、伝えることが多層的な学びへと通じる、プロジェクト教育の実践例である。なお、本

プログラムの報告についても、「10min.FD」（2022 年 6 月）にて動画配信した。 
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研究テーマのプレゼンテーション「国際教養演習」 

 

学芸学部の FD 活動の全体を俯瞰する特筆すべきは、結果として多くの PBL 事例を取り上げ

ていたことである。これは、21 世紀型スキル（Assessment and Teaching of 21st Century 

Skills）において示されたように、時代に対応した「学習者中心」「学習過程重視」の教育

が求められていることを反映していると思われる。言うまでもなく、プロジェクトには企画

から設計、制作準備、制作を経て発表へと至るプロセスに多くの思考や行動が内包されてお

り、豊かな学びを経験することができる。例えば、プロジェクトの重要な局面においては、

クリエイティブ・シンキング（リサーチ＆ブレストなどによる拡散的思考）、ロジカル・シ

ンキング（ディスカッションなどによる集約的思考）、クリティカル・シンキング（問題発

見のための批判的思考）を使い分けながら取り組むことが必要である。どちらかといえばロ

ジカル・シンキングに偏りがちな学校現場にあって、これら３つの思考を活用する機会を含

む PBL は、問題発見・解決の能力を鍛えるための教育プログラムとして大変優れていると考

える。 

 

最後に FD 活動の今後の課題として、教養教育や共通英語教育のあり方、単位制（1 単位 45

時間）と卒業要件（124 単位以上）の適切性、教育と研究のエフォートや役割の適切性、挑

戦的な取り組みに対する資金援助等のサポート、授業資料の作成や情報発信等のサポート、

 Faculty Development 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドキュメンタリー制作「メディア創造基礎演習 A」  

絵本制作「メディア創造基礎演習 B」  

ロボット活用の企画「メディア創造基礎演習 C」 
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研究テーマのプレゼンテーション「国際教養演習」 

 

学芸学部の FD 活動の全体を俯瞰する特筆すべきは、結果として多くの PBL 事例を取り上げ

ていたことである。これは、21 世紀型スキル（Assessment and Teaching of 21st Century 

Skills）において示されたように、時代に対応した「学習者中心」「学習過程重視」の教育

が求められていることを反映していると思われる。言うまでもなく、プロジェクトには企画

から設計、制作準備、制作を経て発表へと至るプロセスに多くの思考や行動が内包されてお

り、豊かな学びを経験することができる。例えば、プロジェクトの重要な局面においては、

クリエイティブ・シンキング（リサーチ＆ブレストなどによる拡散的思考）、ロジカル・シ

ンキング（ディスカッションなどによる集約的思考）、クリティカル・シンキング（問題発

見のための批判的思考）を使い分けながら取り組むことが必要である。どちらかといえばロ

ジカル・シンキングに偏りがちな学校現場にあって、これら３つの思考を活用する機会を含

む PBL は、問題発見・解決の能力を鍛えるための教育プログラムとして大変優れていると考

える。 

 

最後に FD 活動の今後の課題として、教養教育や共通英語教育のあり方、単位制（1 単位 45

時間）と卒業要件（124 単位以上）の適切性、教育と研究のエフォートや役割の適切性、挑

戦的な取り組みに対する資金援助等のサポート、授業資料の作成や情報発信等のサポート、
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ドキュメンタリー制作「メディア創造基礎演習 A」  

絵本制作「メディア創造基礎演習 B」  

ロボット活用の企画「メディア創造基礎演習 C」 
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「薬学部における FD 活動」 

                               薬学部 芝田 信人 

 

 薬学部でこれまでに行ってきた FD 活動（①～⑤）を紹介する。 

① パフォーマンス評価とルーブリック（2015 年度） 

薬剤師国家試験は薬学に関する知識を担保するものであるが、大学は学生が卒業する時

点において、豊富な薬学知識を礎にした薬剤師としての技能・態度の質をも社会に対して担

保する必要がある。このため、薬学教育では学習成果基盤型教育を実施していく必要があり、

大学はディプロマ・ポリシー（DP）を定め、その DP に到達した学生を卒業させなければな

らない。従って、修学の適時に形成的評価を実施し、DP への到達度を測定する基準を作成

しなければならなかった。そこで、ルーブリックの作成法を教員が学び、基礎薬学研究、薬

学研究Ⅰ、Ⅱ、Ⅲについてのパフォーマンス評価のルーブリックの完成に役立てた。 

② イマドキ学生への伝え方（2016 年度） 

大学教員は、小、中、高校の教諭のように、教職課程を修了していない。学生にとって親

和性のある講義を行うには、今どきの学生気質を理解したうえで、適切に講義を実施しなく

てはならない。学生から見たイケていない授業には、教科書の丸読み、写経、ポイントが判

らない、自分の興味ある分野だけをしゃべる、禁止系ルールを作る、つまらない授業なのに

寝ていると怒る、よく当てる、先生が高圧的、などの要因があった。また、良い授業の参考

として、具体例・体験談を豊富にする、使える知識を伝える、ポイントをわかりやすく提示

する、難しい単語の意味を 1 つ 1 つ丁寧に説明することにつきる、という要因があった。ま

た、学生の中には、生まれつき睡眠効率が悪く十分寝ても眠い人、睡眠時無呼吸症候群の人

などがおり、教員側からすると「よく寝る学生だ」と考えてしまう場合があること、さらに

は、発達障害、アスペルガー、パーソナル障害などの疾患がある場合には、教員は「反抗的

な学生だ」と考えてしまう場合があることも共有した。このような特性や疾患を持った学生

が全体の３～５％存在することを教員は認識して対応すべきであるという教訓を得た。 

③ 実務実習における態度教育について（2020 年度）   

薬学教育では、薬剤師としての技術・態度を涵養しなくてはならない。そのため、５年次

の実務実習では、薬剤師としての態度教育がますます重要となってくる。実務実習における

学生の態度教育を充実させるべく、学外実務実習に関連する学生指導法について研修を行

った。内容は、実務実習に際して学生が厳守すべき事項、学生が実習終了後に書く実習先へ

のお礼状の添削、医療施設見学後の報告書の添削などにおいての指導ポイントを共有した。

また、実習期間中、学生がとるべき態度として、薬剤部(薬局）職員の方々に対する呼び方

に気を付けさせること、必ず「～先生」と呼ばせること、院内（薬局内）での携帯電話の使

用は一切禁止させること、休憩時間中であっても節度ある態度で臨ませること、17 時以降

や休日に開催される勉強会へ積極的に参加するよう指導することが重要であることを共有

した。また、学生のお礼状などの添削を通して、初期の教養教育として、1 年次生には文章

 Faculty Development 
 

教授能力育成（特に新任教員）のための研修・コンサルテーション、学生 FD スタッフの導

入、教育業績とその評価などを掲げた。これらの多くは大学全体あるいは管理者によってマ

クロレベルで検討すべき事項ではあるが、学部・学科のミドル・ミクロレベルにおいても検

討すべきだと考える。とりわけ「教養教育や共通英語教育のあり方」のアップデートについ

ては、本学のビジョンや経営にも関わる喫緊の課題であると考える。 

 

参考：第 20 回 FD フォーラム 第 11 分科会「全学的 FD 推進組織の現状と課題」大学コンソ

ーシアム京都、2015 

「日本の FD の現状と課題」沖 裕貴、名古屋大学高等教育研究 第 19 号、2019 
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「薬学部における FD 活動」 

                               薬学部 芝田 信人 

 

 薬学部でこれまでに行ってきた FD 活動（①～⑤）を紹介する。 

① パフォーマンス評価とルーブリック（2015 年度） 

薬剤師国家試験は薬学に関する知識を担保するものであるが、大学は学生が卒業する時

点において、豊富な薬学知識を礎にした薬剤師としての技能・態度の質をも社会に対して担

保する必要がある。このため、薬学教育では学習成果基盤型教育を実施していく必要があり、

大学はディプロマ・ポリシー（DP）を定め、その DP に到達した学生を卒業させなければな

らない。従って、修学の適時に形成的評価を実施し、DP への到達度を測定する基準を作成

しなければならなかった。そこで、ルーブリックの作成法を教員が学び、基礎薬学研究、薬

学研究Ⅰ、Ⅱ、Ⅲについてのパフォーマンス評価のルーブリックの完成に役立てた。 

② イマドキ学生への伝え方（2016 年度） 

大学教員は、小、中、高校の教諭のように、教職課程を修了していない。学生にとって親

和性のある講義を行うには、今どきの学生気質を理解したうえで、適切に講義を実施しなく

てはならない。学生から見たイケていない授業には、教科書の丸読み、写経、ポイントが判

らない、自分の興味ある分野だけをしゃべる、禁止系ルールを作る、つまらない授業なのに

寝ていると怒る、よく当てる、先生が高圧的、などの要因があった。また、良い授業の参考

として、具体例・体験談を豊富にする、使える知識を伝える、ポイントをわかりやすく提示

する、難しい単語の意味を 1 つ 1 つ丁寧に説明することにつきる、という要因があった。ま

た、学生の中には、生まれつき睡眠効率が悪く十分寝ても眠い人、睡眠時無呼吸症候群の人

などがおり、教員側からすると「よく寝る学生だ」と考えてしまう場合があること、さらに

は、発達障害、アスペルガー、パーソナル障害などの疾患がある場合には、教員は「反抗的

な学生だ」と考えてしまう場合があることも共有した。このような特性や疾患を持った学生

が全体の３～５％存在することを教員は認識して対応すべきであるという教訓を得た。 

③ 実務実習における態度教育について（2020 年度）   

薬学教育では、薬剤師としての技術・態度を涵養しなくてはならない。そのため、５年次

の実務実習では、薬剤師としての態度教育がますます重要となってくる。実務実習における

学生の態度教育を充実させるべく、学外実務実習に関連する学生指導法について研修を行

った。内容は、実務実習に際して学生が厳守すべき事項、学生が実習終了後に書く実習先へ

のお礼状の添削、医療施設見学後の報告書の添削などにおいての指導ポイントを共有した。

また、実習期間中、学生がとるべき態度として、薬剤部(薬局）職員の方々に対する呼び方

に気を付けさせること、必ず「～先生」と呼ばせること、院内（薬局内）での携帯電話の使

用は一切禁止させること、休憩時間中であっても節度ある態度で臨ませること、17 時以降

や休日に開催される勉強会へ積極的に参加するよう指導することが重要であることを共有

した。また、学生のお礼状などの添削を通して、初期の教養教育として、1 年次生には文章
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教授能力育成（特に新任教員）のための研修・コンサルテーション、学生 FD スタッフの導

入、教育業績とその評価などを掲げた。これらの多くは大学全体あるいは管理者によってマ

クロレベルで検討すべき事項ではあるが、学部・学科のミドル・ミクロレベルにおいても検

討すべきだと考える。とりわけ「教養教育や共通英語教育のあり方」のアップデートについ

ては、本学のビジョンや経営にも関わる喫緊の課題であると考える。 

 

参考：第 20 回 FD フォーラム 第 11 分科会「全学的 FD 推進組織の現状と課題」大学コンソ

ーシアム京都、2015 

「日本の FD の現状と課題」沖 裕貴、名古屋大学高等教育研究 第 19 号、2019 
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表象文化学部の FD 活動「表象文化 Café」 

表象文化学部 森山 由紀子 
 

 表象文化学部では、「表象文化 Café」と題し、おおむね月 1 回、表象文化学部の教員が

自身の研究やその周辺の事柄について話す会を開催している。この会は、従来教員有志に

よって行われていた「わたしの最前線」という研究会を学部の行事としてリニューアルし、

教員会議の後に順番に発表することにしてはどうかという提案（2021 年 6 月）から始まっ

た。当初の会議では、負担の大きさと、それに対する効果の曖昧さについての質問や意見

が寄せられ、折しもコロナ禍の最中であったこともあって、一度提案は見送られることに

なった。学部運営委員会では、その目的が明確でなかったことが問題だったと考え、実施

の目的を、①学び合う教員、②学び合うキャンパスの雰囲気の醸成、③両学科のコラボレ

ーションのきっかをを作る、という 3 点に定めた。また、その目的の達成のため、①①短時

間（20 分程度）で、②ランチタイムに、③ラーニングコモンズで行う、という、学部教員

にとどまらない、学生を含めて外に開かれた自由なシステムの中で行う案をまとめ、2021

年 10 月の学部会議に再提案して実施が決定した（その際、上記の実施時間帯や場所等は、

あくまで標準であり、非公開にすることも含め、都度、担当者が決定することを定めたが、

現在のところ、他の形態で行われた回はない）。 

 開始から 1 年が経とうとしているが、毎回、担当者は自主的に決まり、授業を終えた学

部の教員が足早に集まってくる。聴衆には学生・職員・退職教員の皆さんの姿もあり、

「学び合う学部・学び合うキャンパスの醸成」という目的は達成されているように見受け

られる。今回のプレゼンテーションに当たり、教員にアンケートを取ったところ、「興味

深い」「とても楽しい」「学部の先生方の専門分野や人柄に触れる良い機会」「こういうア

カデミックな場があることが素晴らしい」「自分の授業の語り口や方法を考える上でも参

考になる」「自分を見直すきっかけになった」「教員の研究と学生の関心とをつないでくれ

る場となっている」「研究とは本来楽しいこと。身をもって学べるそんな時間を共有でき

ることがすばらしい」といった意見が寄せられた。その理由として「昼休みの 20 分とい

う時間がちょうどよい」といった意見のほか、「授業や研究報告のような正規の枠組みに

とらわれずに知的な話題を提供することができる」「『押し付けられる』『やらなきゃいけ

ない』『参加しなきいけない』感がない」「自由なのが良い」など、その「自由さ」「自主

性」を挙げる意見が目立った。課題としては「学生の参加が思ったより少ない」といった

ことや、「ターゲットが学生なのか教員なのか曖昧になっている」といった点が挙げられ、

場所や時間に多様性を持たせることで改善できるのではないかといった前向きな提案も寄

せられた。 

 最初に却下された案が、このような「楽しい会」として、また、有意義な学び合いの場

として学部教員の間で定着しつつあるのはなぜか。ひとつには、現在の形は、そもそもの

最初の提案も含め、当初の会議で出た反対や懸念など、学部教員個々の率直な意見によっ

 Faculty Development 
 

 

力を身につけさせる教育こそが大事ではないかとの認識を深めた。 

④ 良好な人間関係で、組織力を高める（2021 年度） 

大学は組織であり、良好な人間関係を築くことは組織力を高めると題し、良好な人間関係

を築くための行動・思考について研修を行った。その中で、アメリカ大リーグで活躍中の大

谷翔平選手が、高校生時代に使用したという、目的を達成するための曼荼羅チャートを模倣

し、薬学部の組織力を高めるための曼荼羅チャートの説明を受けた。また、組織運営を良く

するために PDCA サイクルを回すことが重要と言われているが、それには２通りあって、過

去のデータや経験を基に反省・改善を行い、問題解決のための工夫を提案して実行するフォ

アキャスティングの概念と、未来のあるべき姿を見据えて現在とのギャップや問題点を検

証し、問題解決のための工夫を基に実行するバックキャスティングの概念が示された。前者

では地道な改善ができるが、歩みは遅く、大きく成長を遂げるためには後者のバックキャス

ティングを実行することが時には必要であるとの認識に至った。 

⑤ どのような薬剤師を育てたいか（2022 年度）  

2024 年度から、薬学新コア・カリキュラムが施行される。これからの社会的ニーズに貢

献できるよう、新コア・カリキュラムには、臨床実践力・教育指導力・研究探求力を備えた

薬剤師を育成することがさらに強く盛り込まれる。また、平成 29 年４月１日の学校教育法

施行規則改訂を機に、薬学教育の質的転換を図りつつ、新コア・カリキュラムのための３つ

のポリシーを新たに策定して公表し、DP を達成するための評価基準を決定する必要もある。

そこで、本学薬学部では「どのような薬剤師を育てるか」について SGD を行い、本学の教育

理念に基づく薬学部 DP を作成するための研修会を実施した。育成したい薬剤師像のプロダ

クトとして抽出されたフレーズを２、３示すと、「キリスト教主義教育により、患者本位の

高い倫理観を持ち、自己研鑽を習慣つけることができる」、「国際主義教育とリベラル・アー

ツ教育により、他人を理解することができるコミュニケーション能力で多職種と信頼関係

を築くことができる」、「相手を理解し、立場の違う人の考え方を尊重できる」などが抽出さ

れた。これらを基に、薬学新コア・カリキュラムに対応する薬学部 DP を策定する予定であ

る。 
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表象文化学部の FD 活動「表象文化 Café」 

表象文化学部 森山 由紀子 
 

 表象文化学部では、「表象文化 Café」と題し、おおむね月 1 回、表象文化学部の教員が

自身の研究やその周辺の事柄について話す会を開催している。この会は、従来教員有志に

よって行われていた「わたしの最前線」という研究会を学部の行事としてリニューアルし、

教員会議の後に順番に発表することにしてはどうかという提案（2021 年 6 月）から始まっ

た。当初の会議では、負担の大きさと、それに対する効果の曖昧さについての質問や意見

が寄せられ、折しもコロナ禍の最中であったこともあって、一度提案は見送られることに

なった。学部運営委員会では、その目的が明確でなかったことが問題だったと考え、実施

の目的を、①学び合う教員、②学び合うキャンパスの雰囲気の醸成、③両学科のコラボレ

ーションのきっかをを作る、という 3 点に定めた。また、その目的の達成のため、①①短時

間（20 分程度）で、②ランチタイムに、③ラーニングコモンズで行う、という、学部教員

にとどまらない、学生を含めて外に開かれた自由なシステムの中で行う案をまとめ、2021

年 10 月の学部会議に再提案して実施が決定した（その際、上記の実施時間帯や場所等は、

あくまで標準であり、非公開にすることも含め、都度、担当者が決定することを定めたが、

現在のところ、他の形態で行われた回はない）。 

 開始から 1 年が経とうとしているが、毎回、担当者は自主的に決まり、授業を終えた学

部の教員が足早に集まってくる。聴衆には学生・職員・退職教員の皆さんの姿もあり、

「学び合う学部・学び合うキャンパスの醸成」という目的は達成されているように見受け

られる。今回のプレゼンテーションに当たり、教員にアンケートを取ったところ、「興味

深い」「とても楽しい」「学部の先生方の専門分野や人柄に触れる良い機会」「こういうア

カデミックな場があることが素晴らしい」「自分の授業の語り口や方法を考える上でも参

考になる」「自分を見直すきっかけになった」「教員の研究と学生の関心とをつないでくれ

る場となっている」「研究とは本来楽しいこと。身をもって学べるそんな時間を共有でき

ることがすばらしい」といった意見が寄せられた。その理由として「昼休みの 20 分とい

う時間がちょうどよい」といった意見のほか、「授業や研究報告のような正規の枠組みに

とらわれずに知的な話題を提供することができる」「『押し付けられる』『やらなきゃいけ

ない』『参加しなきいけない』感がない」「自由なのが良い」など、その「自由さ」「自主

性」を挙げる意見が目立った。課題としては「学生の参加が思ったより少ない」といった

ことや、「ターゲットが学生なのか教員なのか曖昧になっている」といった点が挙げられ、

場所や時間に多様性を持たせることで改善できるのではないかといった前向きな提案も寄

せられた。 

 最初に却下された案が、このような「楽しい会」として、また、有意義な学び合いの場

として学部教員の間で定着しつつあるのはなぜか。ひとつには、現在の形は、そもそもの

最初の提案も含め、当初の会議で出た反対や懸念など、学部教員個々の率直な意見によっ
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力を身につけさせる教育こそが大事ではないかとの認識を深めた。 

④ 良好な人間関係で、組織力を高める（2021 年度） 

大学は組織であり、良好な人間関係を築くことは組織力を高めると題し、良好な人間関係

を築くための行動・思考について研修を行った。その中で、アメリカ大リーグで活躍中の大

谷翔平選手が、高校生時代に使用したという、目的を達成するための曼荼羅チャートを模倣

し、薬学部の組織力を高めるための曼荼羅チャートの説明を受けた。また、組織運営を良く

するために PDCA サイクルを回すことが重要と言われているが、それには２通りあって、過

去のデータや経験を基に反省・改善を行い、問題解決のための工夫を提案して実行するフォ

アキャスティングの概念と、未来のあるべき姿を見据えて現在とのギャップや問題点を検

証し、問題解決のための工夫を基に実行するバックキャスティングの概念が示された。前者

では地道な改善ができるが、歩みは遅く、大きく成長を遂げるためには後者のバックキャス

ティングを実行することが時には必要であるとの認識に至った。 

⑤ どのような薬剤師を育てたいか（2022 年度）  

2024 年度から、薬学新コア・カリキュラムが施行される。これからの社会的ニーズに貢

献できるよう、新コア・カリキュラムには、臨床実践力・教育指導力・研究探求力を備えた

薬剤師を育成することがさらに強く盛り込まれる。また、平成 29 年４月１日の学校教育法

施行規則改訂を機に、薬学教育の質的転換を図りつつ、新コア・カリキュラムのための３つ

のポリシーを新たに策定して公表し、DP を達成するための評価基準を決定する必要もある。

そこで、本学薬学部では「どのような薬剤師を育てるか」について SGD を行い、本学の教育

理念に基づく薬学部 DP を作成するための研修会を実施した。育成したい薬剤師像のプロダ

クトとして抽出されたフレーズを２、３示すと、「キリスト教主義教育により、患者本位の

高い倫理観を持ち、自己研鑽を習慣つけることができる」、「国際主義教育とリベラル・アー

ツ教育により、他人を理解することができるコミュニケーション能力で多職種と信頼関係

を築くことができる」、「相手を理解し、立場の違う人の考え方を尊重できる」などが抽出さ

れた。これらを基に、薬学新コア・カリキュラムに対応する薬学部 DP を策定する予定であ

る。 
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◆教育開発実践報告◆ 

 

◇文学研究科 

「文学研究科の FD 活動」 

文学研究科長  森山 由紀子 

 
 2022 年度大学院アンケート結果を受け、日本語日本文化専攻では、大学院生のニーズを

知り、よりよい教育活動に生かすべく、2023 年 1 月 30 日修士論文発表会のあと、大学院生

と研究科長の懇談会を行った。目的は、一つには、修了予定者を含めた大学院生の声を聴く

ことと、また、もう一つは、アンケートに要望のあった、院生相互の交流を活発にする手助

けである。 

 院生からは、授業の内容についての要望は特になかったが、支給されているコピーカー

ドの使いにくさ、修士論文提出時の書類の書式等についての疑問など、改めて聞いてみな

ければわからなかったであろう改善希望がいくつか挙げられた。また、コロナ禍の在学生

であったことも加わってか、専攻内でのコミュニケーションの促進を期待する声が多くあ

った。院生であることから、コミュニケーションを進める活動等を率先して行う必要性を

伝える一方で、教員としても、小さな工夫で改善できるであろう点についての気づきを得

ることができた。社会の変革に伴い、大学院に求められるニーズも変わってきており、よ

りよい教育のためには、院生とのコミュニケーションが大きなヒントになる。アンケート

の結果ともども、今後の専攻会議等で、教員間に共有、周知し、できる範囲から少しずつ

改善していきたいと考えている。また、専攻の事情は個々に大きく異なるので、各専攻に

おいても必要に応じ、何らかの形で行っていくことを検討したい。 
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て、教員間の学びのより良い姿が主体的に模索された結果だからだと考える。従って、今

後の「表象文化 Café」は、続かなくなった時はそれ相応の理由があるはずなので、無理し

て形だけ続けることはしないと公言している。また、新しい物事を始める際には、納得で

きる目的や意義を明確に定め、メンバー間で共有するべきであるという基本的なことに気

づかされた取り組みでもあった。我々は誰しも、自ら良くありたいと願っており、そのた

めの労は惜しむどころか楽しむことができる。これからも常に、より良い形を求めて、楽

しく学び実践していくのが表象文化学部の FD 活動だと考えている。他学部、他キャンパ

スの皆さんも、機会があれば、ぜひ「表象文化 Café」を覗いてみてください。 
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◆教育開発実践報告◆ 

 

◇文学研究科 

「文学研究科の FD 活動」 

文学研究科長  森山 由紀子 

 
 2022 年度大学院アンケート結果を受け、日本語日本文化専攻では、大学院生のニーズを

知り、よりよい教育活動に生かすべく、2023 年 1 月 30 日修士論文発表会のあと、大学院生

と研究科長の懇談会を行った。目的は、一つには、修了予定者を含めた大学院生の声を聴く

ことと、また、もう一つは、アンケートに要望のあった、院生相互の交流を活発にする手助

けである。 

 院生からは、授業の内容についての要望は特になかったが、支給されているコピーカー

ドの使いにくさ、修士論文提出時の書類の書式等についての疑問など、改めて聞いてみな

ければわからなかったであろう改善希望がいくつか挙げられた。また、コロナ禍の在学生

であったことも加わってか、専攻内でのコミュニケーションの促進を期待する声が多くあ

った。院生であることから、コミュニケーションを進める活動等を率先して行う必要性を

伝える一方で、教員としても、小さな工夫で改善できるであろう点についての気づきを得

ることができた。社会の変革に伴い、大学院に求められるニーズも変わってきており、よ

りよい教育のためには、院生とのコミュニケーションが大きなヒントになる。アンケート

の結果ともども、今後の専攻会議等で、教員間に共有、周知し、できる範囲から少しずつ

改善していきたいと考えている。また、専攻の事情は個々に大きく異なるので、各専攻に

おいても必要に応じ、何らかの形で行っていくことを検討したい。 
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て、教員間の学びのより良い姿が主体的に模索された結果だからだと考える。従って、今

後の「表象文化 Café」は、続かなくなった時はそれ相応の理由があるはずなので、無理し

て形だけ続けることはしないと公言している。また、新しい物事を始める際には、納得で

きる目的や意義を明確に定め、メンバー間で共有するべきであるという基本的なことに気

づかされた取り組みでもあった。我々は誰しも、自ら良くありたいと願っており、そのた

めの労は惜しむどころか楽しむことができる。これからも常に、より良い形を求めて、楽

しく学び実践していくのが表象文化学部の FD 活動だと考えている。他学部、他キャンパ

スの皆さんも、機会があれば、ぜひ「表象文化 Café」を覗いてみてください。 
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◇薬学研究科 

「大学院 FD・大学院教育への取り組み・研究室紹介：微生物薬品化学研究室」 

薬学研究科長  芝田 信人 

 

薬学研究科医療薬学専攻（4 年制課程）は 2012 年に開設され、高度化した薬物治療にお

ける医療と創薬科学をつなぐ医療薬学の研究・実践によって、難病の克服や医薬品の安全使

用などの社会的要請に応え、大学・研究所、医療機関、民間企業や地方自治体で医療薬学の

充実や指導者として社会に貢献できる人材の育成を目的としています。今回は、微生物薬品

化学研究室を紹介したいと思います。 

現時点で、8名の博士（薬学）を育成してきましが、そのうち 3名の博士（安藤美奈子博士、

中川詩織博士、西原冴佳博士）が微生物薬品化学研究室主宰の川崎清史教授のもとで輩出さ

れました。  

 

それでは、川崎清史先生、先生の研究テーマを簡単にご紹介ください。 

 

自然免疫の分子機序の解析を通じて医学薬学に貢献することを目的として研究活動を行っ

ています。特に細菌に特有の成分であるエンドトキシン（リポ多糖）などに対する生体の自

然免疫応答や、自然免疫の宿主側エフェクター分子である抗菌ペプチドの機能解析に焦点

を当てて研究を進めています。このような研究が新しい自然免疫調節物質や抗菌剤の開発

につながると考えています。また、抗菌ペプチドを豊富に含む昆虫を創薬資源とする研究に

も取り組んでいます。 

 

このように、微生物薬品化学研究室では自然界の多細胞生物に存在している抗菌ペプチド

は自然免疫を担う生体防御物質であるとともに、宿主に対しても様々な生理活性を示すこ

とに着眼し、それらを豊富に含有する昆虫などを資源とした、有用ペプチドの探索と医薬品

につなげる基礎研究を、川崎清史先生を中心に精力的に進められておられます。また、これ

までに修了された薬学研究科医療薬学専攻博士課程の大学院生は 3 名おられますが、その

うち、安藤美菜子さん、西原冴佳さんは以下のような学会賞や褒賞を得ておられます。 

 

安藤美菜子 

・日本薬学会第 138 年会 (2018 年 3 月、金沢) 学生優秀発表賞 (ポスター発表の部) 

 ｢キズ付け刺激によって発現誘導されるイエバエ抗菌ペプチド遺伝子｣ 

 

西原冴佳 

・2018 年度日本薬学会長井記念薬学研究奨励支援事業採用→2022 年度返還免除 (学位取得 

｢非メチル化 CpG DNA による自然免疫応答を増強する抗菌ペプチドに関する研究｣) 

・日本薬学会第 142 年会 (2022 年 3 月、オンライン) 学生優秀発表賞 (ポスター発表の
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◇国際社会研究科 

「国際社会システム研究科の FD 活動」 

国際社会システム研究科長  日下 菜穂子 

 
国際社会システム研究科では、国際社会と国際交流に関する知見、及び現代社会の諸領域

についての宗教学的、社会学的、心理学的、教育学的知識を学ぶことにより、国際問題や現

代社会に関わる問題についての理解力と解決力を身につけ、国際的にまた、多様な領域で活

躍できる人材の養成に力を入れている。こうした人材を育成する上で、重視しているのが、

国や文化を越えた共生社会の構築に資する知見の探求である。「国際協力と国際交流」（文

化・経済・環境政策面での国際協力と国際交流）「現代社会と文化」（各国・各地域の文化的

多様性と社会の調和）「現代社会とこども」（教育的な面からの現代社会とこどもの関わり）

という三分野を設定し、これら三分野にわたる総合的知見を身につけた研究を進展させる

ことで、高度な職業的専門人を育成することを教育目的としている。 

この教育目的に照らし、2019 年度から研究科委員会の会議後の春と秋の 2 回、 FD 研修

会を行っている。2022 年度は、統合的な指導に活かすために、大学院生のそれぞれの履修

状況や研究課題、研究の進捗状況について、直接の指導教員とともに全教員が情報共有し、

大学院生の現状と今後の研究計画を把握した。2022 年 11 月には、修士論文中間報告会が、

ラーニングコモンズ・イベントエリアにおいて開催された。当日の参加者は、修士課程 2 年

の 5 名の大学院生と、修士課程１年の大学院生、学部学生および教職員であった。修士課程

2 年の 5 名からの中間報告に対して、教員から助言とともに学生間の活発な質疑応答もなさ

れた。大学院生の修士論文指導とともに、それぞれの各大学院生の研究の進捗状況を把握す

る機会となった。さらに大学院生の研究進捗状況をより細かく把握するために、中間報告会

に加えて、2020 年度より毎年 1 月に「研究進捗状況報告書」を大学院生に提出させてい

る。この報告書に基づき、全教員がすべての在学生の研究内容を把握することにより、教育

の質を高めることに役立てている。 

今後の課題としては、国際社会システム研究科では、指導教員の研究方法論も専門とする

領域も多岐にわたることから、修士論文提出時における研究科共通の形式を整えていくこ

とがあげられる。国際社会システム研究科としては、FD 研修会を継続しながら、上記の「研

究進捗状況報告書」を活用し、さらには教員間の連携をはかりつつ、学生のニーズや状況に

合わせた丁寧な指導を今後とも行っていくこととしている。 
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◇薬学研究科 

「大学院 FD・大学院教育への取り組み・研究室紹介：微生物薬品化学研究室」 

薬学研究科長  芝田 信人 

 

薬学研究科医療薬学専攻（4 年制課程）は 2012 年に開設され、高度化した薬物治療にお

ける医療と創薬科学をつなぐ医療薬学の研究・実践によって、難病の克服や医薬品の安全使

用などの社会的要請に応え、大学・研究所、医療機関、民間企業や地方自治体で医療薬学の

充実や指導者として社会に貢献できる人材の育成を目的としています。今回は、微生物薬品

化学研究室を紹介したいと思います。 

現時点で、8名の博士（薬学）を育成してきましが、そのうち 3名の博士（安藤美奈子博士、

中川詩織博士、西原冴佳博士）が微生物薬品化学研究室主宰の川崎清史教授のもとで輩出さ

れました。  

 

それでは、川崎清史先生、先生の研究テーマを簡単にご紹介ください。 

 

自然免疫の分子機序の解析を通じて医学薬学に貢献することを目的として研究活動を行っ

ています。特に細菌に特有の成分であるエンドトキシン（リポ多糖）などに対する生体の自

然免疫応答や、自然免疫の宿主側エフェクター分子である抗菌ペプチドの機能解析に焦点

を当てて研究を進めています。このような研究が新しい自然免疫調節物質や抗菌剤の開発

につながると考えています。また、抗菌ペプチドを豊富に含む昆虫を創薬資源とする研究に

も取り組んでいます。 

 

このように、微生物薬品化学研究室では自然界の多細胞生物に存在している抗菌ペプチド

は自然免疫を担う生体防御物質であるとともに、宿主に対しても様々な生理活性を示すこ

とに着眼し、それらを豊富に含有する昆虫などを資源とした、有用ペプチドの探索と医薬品

につなげる基礎研究を、川崎清史先生を中心に精力的に進められておられます。また、これ

までに修了された薬学研究科医療薬学専攻博士課程の大学院生は 3 名おられますが、その

うち、安藤美菜子さん、西原冴佳さんは以下のような学会賞や褒賞を得ておられます。 

 

安藤美菜子 

・日本薬学会第 138 年会 (2018 年 3 月、金沢) 学生優秀発表賞 (ポスター発表の部) 

 ｢キズ付け刺激によって発現誘導されるイエバエ抗菌ペプチド遺伝子｣ 

 

西原冴佳 

・2018 年度日本薬学会長井記念薬学研究奨励支援事業採用→2022 年度返還免除 (学位取得 

｢非メチル化 CpG DNA による自然免疫応答を増強する抗菌ペプチドに関する研究｣) 

・日本薬学会第 142 年会 (2022 年 3 月、オンライン) 学生優秀発表賞 (ポスター発表の
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◇国際社会研究科 

「国際社会システム研究科の FD 活動」 

国際社会システム研究科長  日下 菜穂子 

 
国際社会システム研究科では、国際社会と国際交流に関する知見、及び現代社会の諸領域

についての宗教学的、社会学的、心理学的、教育学的知識を学ぶことにより、国際問題や現

代社会に関わる問題についての理解力と解決力を身につけ、国際的にまた、多様な領域で活

躍できる人材の養成に力を入れている。こうした人材を育成する上で、重視しているのが、

国や文化を越えた共生社会の構築に資する知見の探求である。「国際協力と国際交流」（文

化・経済・環境政策面での国際協力と国際交流）「現代社会と文化」（各国・各地域の文化的

多様性と社会の調和）「現代社会とこども」（教育的な面からの現代社会とこどもの関わり）

という三分野を設定し、これら三分野にわたる総合的知見を身につけた研究を進展させる

ことで、高度な職業的専門人を育成することを教育目的としている。 

この教育目的に照らし、2019 年度から研究科委員会の会議後の春と秋の 2 回、 FD 研修

会を行っている。2022 年度は、統合的な指導に活かすために、大学院生のそれぞれの履修

状況や研究課題、研究の進捗状況について、直接の指導教員とともに全教員が情報共有し、

大学院生の現状と今後の研究計画を把握した。2022 年 11 月には、修士論文中間報告会が、

ラーニングコモンズ・イベントエリアにおいて開催された。当日の参加者は、修士課程 2 年

の 5 名の大学院生と、修士課程１年の大学院生、学部学生および教職員であった。修士課程

2 年の 5 名からの中間報告に対して、教員から助言とともに学生間の活発な質疑応答もなさ

れた。大学院生の修士論文指導とともに、それぞれの各大学院生の研究の進捗状況を把握す

る機会となった。さらに大学院生の研究進捗状況をより細かく把握するために、中間報告会

に加えて、2020 年度より毎年 1 月に「研究進捗状況報告書」を大学院生に提出させてい

る。この報告書に基づき、全教員がすべての在学生の研究内容を把握することにより、教育

の質を高めることに役立てている。 

今後の課題としては、国際社会システム研究科では、指導教員の研究方法論も専門とする

領域も多岐にわたることから、修士論文提出時における研究科共通の形式を整えていくこ

とがあげられる。国際社会システム研究科としては、FD 研修会を継続しながら、上記の「研

究進捗状況報告書」を活用し、さらには教員間の連携をはかりつつ、学生のニーズや状況に

合わせた丁寧な指導を今後とも行っていくこととしている。 
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Q：その他、大学院教育について先生のお考えをお聞かせください。 

A：大学院教育は基本的に個別指導なので、学生によって指導法を変える必要があると思い

ます。そこが大変なところであるけれども楽しいところでもあります。形式的な指導ではな

く、愛情のある本音の指導に効果があるので、教員の総合力が試されていると感じます。そ

こではこれまでの失敗を含めた様々な自分自身の経験が役に立っていると思います。 

 

あとがき： 

大学院生は学部生と異なり、設定した研究テーマをどのように進めていくのかということ

に関し、与えられて行動するのではなく主体的に行動することが求められることは言うま

でもありません。加えて、大学院生の研究活動で求められる姿勢には、「この部分がどうな

っているのかを知りたい」という突き動かされる探究心を持ち、それについて研究を行った

結果、「なるほど、そうだったのか」という理解に対する喜びを得ることの繰り返しが要求

されます。今回、川崎清史先生のインタビューを終え、微生物薬品化学研究室では大学院生

の研究思考が主体的となるよう日頃からご指導されていることが良くわかりました。特に、

学生が「研究とは何か？」との問いに対する答えを自分で持てるようにする指導、研究の進

展には理論に裏付けされた美しいストーリーを描くことが大切であり、理論の美しさを学

生が感じ取れるような指導が、学生の「研究をやってみたい」との気持ちを継続させ、学生

の能動的な研究姿勢や受賞につながるっているものと考えられました。まさに我々大学院

教員が共有すべき指導方法であると大変感銘を受けた次第です。 

 

川崎清史先生、インタビューありがとうございました。 
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部) 

 ｢抗菌ペプチドによる非メチル化 CpG DNA 応答の増強に関わる細胞内シグナルの解析｣ 

・第 95 回日本生化学会大会 (2022 年 11 月、名古屋) 若手優秀発表賞 

 ｢マクロファージ様細胞株の非メチル化 CpG DNA 応答を増強するα-ヘリックスペプチド

の性質解析｣ 

 

以上のように、川崎清史先生は大学院生の教育を通じて「基礎研究を臨床へと応用する」「治

療・薬の開発につながる」研究を日々実践しておられます。加えて、上記のような優れた研

究成果は、川崎清史先生から指導を受けた大学院生の不断の頑張りの賜物ともいえるでし

ょう。 

 

それでは次に、川崎清史先生が微生物薬品化学研究室で実践されている日々の大学院生へ

の研究指導に関してお話を伺いたいと思います。 

 

 

Q：微生物薬品化学研究室でのモットー（研究信条）は何ですか。 

A：学生が「研究とは何か？」との問いに対する答えを自分で持てるようになることが大切

だと思っています。そこで、研究の楽しさや大切さがわかるような指導を心がけています。

論理を大切にして研究を進めることで、美しいストーリーが描けるようになりますが、その

論理の美しさを学生が感じ取れるようになることが目標です。 

 

Q：大学院生の研究テーマの決定はどのように行われていますか。 

A：実験を進める中からいろいろと課題が生まれてくるので、その課題を解くような形で研

究テーマを探っていきます。 

 

Q：大学院生との研究に関するディスカッションはどのように行われていますか。 

A：生データに基づいて議論をします。そして、その実験で分かったことと足りないことを

明確にして、次の実験を考える、この繰り返しにより研究を進めていきます。また、論文の

作成においては、さらに多面的に議論します。 

 

Q：大学院生は、より能動的に研究活動をすることが必要となりますが、そのためにはどの

ような指導が必要とお考えでしょうか。 

A：大学院生は少なくとも「研究をやってみたい」との気持ちを持って進学しています。そ

の気持ちが継続できれば、大学院生は日々成長しているので、初めは物足りなくてもだんだ

んと能動的に研究を進められるようになります。研究の大切さや楽しさがわかるような指

導が、能動的研究を促すと思います。 
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Q：その他、大学院教育について先生のお考えをお聞かせください。 

A：大学院教育は基本的に個別指導なので、学生によって指導法を変える必要があると思い

ます。そこが大変なところであるけれども楽しいところでもあります。形式的な指導ではな

く、愛情のある本音の指導に効果があるので、教員の総合力が試されていると感じます。そ

こではこれまでの失敗を含めた様々な自分自身の経験が役に立っていると思います。 

 

あとがき： 

大学院生は学部生と異なり、設定した研究テーマをどのように進めていくのかということ

に関し、与えられて行動するのではなく主体的に行動することが求められることは言うま

でもありません。加えて、大学院生の研究活動で求められる姿勢には、「この部分がどうな

っているのかを知りたい」という突き動かされる探究心を持ち、それについて研究を行った

結果、「なるほど、そうだったのか」という理解に対する喜びを得ることの繰り返しが要求

されます。今回、川崎清史先生のインタビューを終え、微生物薬品化学研究室では大学院生

の研究思考が主体的となるよう日頃からご指導されていることが良くわかりました。特に、

学生が「研究とは何か？」との問いに対する答えを自分で持てるようにする指導、研究の進

展には理論に裏付けされた美しいストーリーを描くことが大切であり、理論の美しさを学

生が感じ取れるような指導が、学生の「研究をやってみたい」との気持ちを継続させ、学生

の能動的な研究姿勢や受賞につながるっているものと考えられました。まさに我々大学院

教員が共有すべき指導方法であると大変感銘を受けた次第です。 

 

川崎清史先生、インタビューありがとうございました。 
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部) 

 ｢抗菌ペプチドによる非メチル化 CpG DNA 応答の増強に関わる細胞内シグナルの解析｣ 

・第 95 回日本生化学会大会 (2022 年 11 月、名古屋) 若手優秀発表賞 

 ｢マクロファージ様細胞株の非メチル化 CpG DNA 応答を増強するα-ヘリックスペプチド

の性質解析｣ 

 

以上のように、川崎清史先生は大学院生の教育を通じて「基礎研究を臨床へと応用する」「治

療・薬の開発につながる」研究を日々実践しておられます。加えて、上記のような優れた研

究成果は、川崎清史先生から指導を受けた大学院生の不断の頑張りの賜物ともいえるでし

ょう。 

 

それでは次に、川崎清史先生が微生物薬品化学研究室で実践されている日々の大学院生へ

の研究指導に関してお話を伺いたいと思います。 

 

 

Q：微生物薬品化学研究室でのモットー（研究信条）は何ですか。 

A：学生が「研究とは何か？」との問いに対する答えを自分で持てるようになることが大切

だと思っています。そこで、研究の楽しさや大切さがわかるような指導を心がけています。

論理を大切にして研究を進めることで、美しいストーリーが描けるようになりますが、その

論理の美しさを学生が感じ取れるようになることが目標です。 

 

Q：大学院生の研究テーマの決定はどのように行われていますか。 

A：実験を進める中からいろいろと課題が生まれてくるので、その課題を解くような形で研

究テーマを探っていきます。 

 

Q：大学院生との研究に関するディスカッションはどのように行われていますか。 

A：生データに基づいて議論をします。そして、その実験で分かったことと足りないことを

明確にして、次の実験を考える、この繰り返しにより研究を進めていきます。また、論文の

作成においては、さらに多面的に議論します。 

 

Q：大学院生は、より能動的に研究活動をすることが必要となりますが、そのためにはどの

ような指導が必要とお考えでしょうか。 

A：大学院生は少なくとも「研究をやってみたい」との気持ちを持って進学しています。そ

の気持ちが継続できれば、大学院生は日々成長しているので、初めは物足りなくてもだんだ

んと能動的に研究を進められるようになります。研究の大切さや楽しさがわかるような指

導が、能動的研究を促すと思います。 
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◇生活科学研究科 

「生活科学研究科の課題と取り組み」 

生活科学研究科長  山本 寿 

 

生活科学研究科は生活デザイン専攻と食物栄養科学専攻からなる。本研究科は、この一年、

以下の課題に取り組んだ。 

まず学長より、2021 年度自己点検・自己評価結果に基づき、大学院における収容定員未

充足の改善に取り組むように要請された。次に、直近の認証評価（研究科）で、「学位授与

方針 (DP) に定めた学習成果を学位論文で評価するとしているが、論文審査基準が学位授

与方針と連関していない (No.2)」、「研究指導計画として研究指導の方法を定めていない 

(No.4)」、「研究活動や社会貢献についての活性化や資質向上を図るための FD 活動が行われ

ていない (No.6)」という 3 点を指摘され、改善・是正の実施状況の報告を求められた。 

これらはほぼ全研究科共通の課題であるが、本研究科は以下のように対応した。まず、認

証評価の指摘事項に対して、学修内容との関連を学位論文審査基準に加筆し、学位論文審査

基準に基づいた DP の各項目の達成度を評価する旨を CP に加筆する (No.2)。専攻・コース

毎に、指導内容・時期・担当者が明示された研究指導計画書を作成し、次年度以降の入学生

に提示・説明する (No.4)。研究・社会貢献を含む個々の教員の活動を学部や研究科全体で

共有する（FD の）場を持つ (No.6)。 

収容定員未充足問題に対しては、今年度初期に策定した「学部准教授を研究科准教授とし

て任用する際の生活科学研究科の申し合せ」に基づき、両専攻で 5 人の准教授任用を提案

し、大学院委員会で承認された。特に生活デザイン専攻には 3 人の任用教員が加わったこと

で、修論指導の受け入れ研究室が大幅に増え、かつ教員が設置基準上必要な数だけいないと

いう問題が解消した。さらに同専攻では大学院 WG を立ち上げ、分野名称の変更も含めたカ

リキュラム改正を提案し、大学院委員会で承認された。現在、2024 年度からの運用に向け

て準備中である。 

以上の取り組みが、本研究科の教育・研究活動を活性化し、入学志願者増につながることを

期待する。 

 Faculty Development 
 

 
 

◇看護学研究科 

「FD 活動報告」 

看護学研究科 小松光代 

 
大学院看護学研究科が開設されて 5 年目となり大学院博士課程（後期）が完成年度を迎え

た。大学院の FD 活動は、教員の研究能力に重きをおいて企画している。 

今年度の FD 研修は、昨年度のアンケート結果をふまえ、高いエビデンスレベルの研究実

践のためにテーマを「システマティックレビューの基礎」とした。講師は、大阪大学大学院

医学系研究科保健学専攻、看護実践開発科学講座、准教授山川みやえ先生に依頼しリモート

で開催した。参加者は 29 名、欠席者を対象に講師の承諾を得て講義動画を配信した。講義

は、量的研究においても、n=1 から n=1 に帰結すると看護実践で一人一人を重視された研究

姿勢に触れられ、研究課題を定式化する PICO、文献検索の方法、システマティックレビュ

ーの意義やエビデンスに基づく看護実践サイクルの中の位置づけなど基本のわかりやすい

解説であった。研修アンケートの結果、テーマ設定は「良い」68.2％、「どちらともいえな

い」22.7％、「あまり良くない」9.1％であった。講義内容は、「よく理解」13.6％、「概ね理

解」81.8％、今後「活用できそう～まあ活用できそう」68.2％であった。自由記載から、文

献クリティ－クの重要性を再認識でき、システマティックレビューの難しさを痛感したが、

今後の研究に活用したいという意見の一方で、システマティックレビューの概要が基礎的

であったので、実際のデータ収集や分析で困ったこと、苦労したことを聞きたかった、テー

マを焦点化しシステマティックの具体的方法が知りたいという意見が認められた。 

今回のテーマ設定や内容については、各々教員の研究経験やレディネスに差があるため

一概には評価できないと思われるが、今後も「システマティックレビューの実践編」とし

て深められる機会を希望する声があったため、今後、継続したテーマでの開催も検討して

いきたい。 
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◇生活科学研究科 

「生活科学研究科の課題と取り組み」 

生活科学研究科長  山本 寿 
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これらはほぼ全研究科共通の課題であるが、本研究科は以下のように対応した。まず、認

証評価の指摘事項に対して、学修内容との関連を学位論文審査基準に加筆し、学位論文審査

基準に基づいた DP の各項目の達成度を評価する旨を CP に加筆する (No.2)。専攻・コース

毎に、指導内容・時期・担当者が明示された研究指導計画書を作成し、次年度以降の入学生

に提示・説明する (No.4)。研究・社会貢献を含む個々の教員の活動を学部や研究科全体で

共有する（FD の）場を持つ (No.6)。 

収容定員未充足問題に対しては、今年度初期に策定した「学部准教授を研究科准教授とし

て任用する際の生活科学研究科の申し合せ」に基づき、両専攻で 5 人の准教授任用を提案

し、大学院委員会で承認された。特に生活デザイン専攻には 3 人の任用教員が加わったこと

で、修論指導の受け入れ研究室が大幅に増え、かつ教員が設置基準上必要な数だけいないと

いう問題が解消した。さらに同専攻では大学院 WG を立ち上げ、分野名称の変更も含めたカ

リキュラム改正を提案し、大学院委員会で承認された。現在、2024 年度からの運用に向け

て準備中である。 

以上の取り組みが、本研究科の教育・研究活動を活性化し、入学志願者増につながることを

期待する。 
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大学院看護学研究科が開設されて 5 年目となり大学院博士課程（後期）が完成年度を迎え

た。大学院の FD 活動は、教員の研究能力に重きをおいて企画している。 
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践のためにテーマを「システマティックレビューの基礎」とした。講師は、大阪大学大学院

医学系研究科保健学専攻、看護実践開発科学講座、准教授山川みやえ先生に依頼しリモート

で開催した。参加者は 29 名、欠席者を対象に講師の承諾を得て講義動画を配信した。講義

は、量的研究においても、n=1 から n=1 に帰結すると看護実践で一人一人を重視された研究

姿勢に触れられ、研究課題を定式化する PICO、文献検索の方法、システマティックレビュ

ーの意義やエビデンスに基づく看護実践サイクルの中の位置づけなど基本のわかりやすい

解説であった。研修アンケートの結果、テーマ設定は「良い」68.2％、「どちらともいえな

い」22.7％、「あまり良くない」9.1％であった。講義内容は、「よく理解」13.6％、「概ね理

解」81.8％、今後「活用できそう～まあ活用できそう」68.2％であった。自由記載から、文

献クリティ－クの重要性を再認識でき、システマティックレビューの難しさを痛感したが、

今後の研究に活用したいという意見の一方で、システマティックレビューの概要が基礎的

であったので、実際のデータ収集や分析で困ったこと、苦労したことを聞きたかった、テー

マを焦点化しシステマティックの具体的方法が知りたいという意見が認められた。 

今回のテーマ設定や内容については、各々教員の研究経験やレディネスに差があるため

一概には評価できないと思われるが、今後も「システマティックレビューの実践編」とし

て深められる機会を希望する声があったため、今後、継続したテーマでの開催も検討して
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2022年度春学期
授業に関するアンケート総評

同志社⼥⼦⼤学 教育開発⽀援センター⻑
和氣早苗

1

はじめに
「授業に関するアンケート」は、個々の授業改善を第⼀の⽬的として実施され

ているが、全体を俯瞰することにより、全学的な傾向や各学科の特徴を⾒ること
ができ、それによってカリキュラムの妥当性を確認したり、FDの⽅向性を⾒いだ
すことができると考えている。
今回2022年度秋学期は、近年落ち続けてきた授業アンケートの回答率を上げる

べく回答率向上キャンペーンを実施した。その結果を含む７項⽬について、総評
を述べる。

※アンケートの⽅法
• 原則として全科⽬で実施
• 授業第13,14,15週⽬での実施（2022.7/11〜8/5）
• 「第14回⽬の授業開始時」の実施を推奨して教員に依頼
• マナビーを⽤いたオンライン形式
• アンケートの質問項⽬と回答⽅法は本報告末の付録１に記載

2
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総評
今期授業アンケートの総評のまとめとして以下の7点を挙げる。

また、各項⽬の詳細について次ページ以降に述べる。

(1) 授業アンケート回答率の低下に⻭⽌め、しかし 59.2%
(2)授業アンケート 国際教養学科、⾷物科学専攻の回答率が⾼い
(3) 全学総評価平均はまずまず良好
(4) 「教職に関する科⽬」が⾼評価
(5) 学科では国際教養学科、英語英⽂学科が⾼評価
(6) 全学的に授業で向上した⼒(DWCLA10)は思考⼒
(7) 国際教養学科、教職科⽬で複数のDWCLA10が向上

3

(1) 回答率の低下に⻭⽌め、しかし 59.2%
• 今期回答率… 59.2%
• ⽬標とした 75% には届かなかったものの、

オンライン化以降の減少には⻭⽌めがかかり、
オンライン化以降で、2番⽬の回答率。

• アンケート回答キャンペーン（以下）に⼀定
の効果があったと思われる

①第14週⽬の授業の冒頭で実施する「アン
ケート実施の標準モデル」を提⽰推奨
②専任教員には第14週⽬に毎朝、実施依頼
のメールを送付
③嘱託講師に対しては、アンケートの実施
を促す「依頼⽂書」を第13週⽬に配布

• 75%（オンライン化初回）を⽬標とした対策
を引き続き検討、実施する。

(％)

オンラインアンケート（マナビー）⽤紙配布
(2022年度春：のべ履修者数60,164, 回答数35,625)

授業アンケート回答率の推移
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(2) 国際教養学科、⾷物科学専攻の回答率が⾼い

平均
59.2%
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• 国際教養学科 82.8%、
⾷物科学専攻 77.2％ の回答率

• 外国語、スポーツ科⽬が 70%超

• 授業形態により、実施が難しい場合
があるかもしれない。これらについ
て調査を⾏いたい。

• 基本的には、第14回の授業冒頭に5-
10分程度の時間をいただき、「いま
回答」するように声をかけていただ
くことを引き続き教員に依頼したい。

5

(3) 全学総評価平均はまずまず良好
• 全体俯瞰では、ほとんどの質問で平均評価４
を超えてており、総括としてはまずまず良好
な結果と思われる。

• 特に、授業に対する満⾜度を問うQ9、そし
て到達⽬標を達成できたと思うかを問うQ15、
の評価が学科を問わず良好である点、評価し
てよいと思われる。

• なお、低評価に⾒えるQ10は、⾃学習時間を
問うもので、別途度数分布データ（掲載な
し）によると、選択肢1(30分未満)が40%程
度、選択肢2(30分-1時間未満)が25%という
回答だった。

全学評価平均
（各質問項⽬は付録1参照）

満⾜度（上）、達成度（下）
学科別平均

6
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(4) 「教職に関する科⽬」が⾼評価
• 「教職に関する科⽬」が満遍なく評価が⾼
かった。ほとんどすべての質問項⽬でトップ
評価であった。
（前回（2021年度秋）のアンケート総評で
は、学科⽐較のみ⾏ったが、今回、科⽬区分
も含め⽐較を⾏った）
→担当する教員の努⼒と⼯夫に敬意を表

したい。また、向上した⼒の項⽬でも述べた
通り、学⽣の授業対するモチベーションが⾼
いことも⼀つの理由かとも考えられ、それら
教員と学⽣の意欲の相乗効果にて、⾼評価が
得られているのではないかと考える。

教職に関する科⽬集計結果
（各質問項⽬は付録1参照）

7

(5) 国際教養学科、英語英⽂学科が⾼評価
• 学科のみでの⽐較では、前回に続いての
国際教養学科に加え、英語英⽂学科の評
価が全体的に⾼かった。英語英⽂学科は
５つの質問項⽬でトップポイントを得た。

• ２学科に共通してトップポイントの項⽬
は以下の４項⽬であった。
シラバスとの合致度、授業理解度確認、
フィードバック、関連分野学習意欲

→授業理解度を確認しながら丁寧にフィー
ドバックを⾏っている教員の姿勢がうかが
われる。

(左）国際教養学科科⽬ （右）英語英⽂学科
集計結果（質問項⽬は付録1参照）

8
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(6) 授業で向上した⼒(DWCLA10)は思考⼒
(全学平均）

• 授業で伸びたと感じる⼒は、
思考⼒(62.1%が選択)が最も多く、次いで
分析⼒(41.6%)であった。

→分析と思考は基礎として必要な⼒で、多くの
授業の範疇でもあるためだろう。

• 残りの項⽬についてはいずれも30%を下回って
いる。

→それぞれの授業に特徴があるため、必ずし
も全体平均が⾼くある必要はないが、プレゼン
テーション⼒、⾃⼰管理⼒などは、様々な授業で
対象とすることが可能とも考えられるため、評価
を上げる⼯夫もできるのではないかと思われる。

授業によって向上が感じられた⼒（DWCLA10）(％）
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(7) 国際教養学科、教職科⽬で
複数のDWCLA10が向上

選択率が最も⾼い学科科⽬DWCLA10
国際教養学科科⽬分析⼒
国際教養学科科⽬思考⼒
メディア創造学科科⽬創造⼒
国際教養学科科⽬プレゼンテーション⼒
スポーツ・健康コミュニケーション⼒
教職科⽬リーダーシップ
看護学科科⽬思いやる⼒
教職科⽬変化対応⼒
国際教養学科科⽬⾃⼰管理⼒
教職科⽬⾃⼰実現⼒

• 国際教養学科科⽬が分析⼒、思考⼒など、
教職科⽬が、変化対応⼒、⾃⼰実現⼒など
各4項⽬でトップ評価。
→教職科⽬で多くの⼒が向上したと感じている

学⽣が多い。実習も含まれ、また⽬標が明確であ
ることもその理由かもしれない。
学科という区分では国際教養学科が前回に引き

続き⾼評価を獲得している。

• 創造⼒は、メディア創造学科、
プレゼンテーション⼒は、国際教養学科、
思いやる⼒は、看護学科、
変化対応⼒は、教職科⽬、が⾼選択率。
→各学科の特⾊を表した評価結果と⾒える。各

学科の強みを維持し、さらに伸ばす努⼒を期待し
たい。

⼒が向上したと感じた受講⽣が最も多い科⽬区分

10
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おわりに
2022年度秋学期の授業に関するアンケートの総評として、7項

⽬を挙げ、その内容を述べさせて頂いた。
アンケートのWeb化より3年間落ち続けていた回答率を回復さ

せることが、今回の⼤きな⽬標だったが、なんとか減少に⻭⽌め
をかけることができた（59.2%）。アンケート結果の信頼性を担
保するためにも、回収率75%の⽬標を⽬指して引き続き対策を
うっていく所存である。
今回の総評においても、全学的な傾向と、学科の傾向がある程

度読み取れる。各教員が個別の結果に基づいて授業改善を⾏って
いただくことはもちろんだが、学科というまとまりでも、振り返
りの機会において本総評を参考にしていただけたらと考えている。

11

授業内容はシラバスに合っていましたか。Q1
受講⽣の理解度を確かめながら授業が進められていましたか。Q2
授業レベルは⾃分に合っていましたか。Q3
教員からの⼀⽅向的な授業ではなく、教員と受講⽣⼜は受講⽣同⼠の双⽅向性に⼯夫がされていましたか。Q4
提出物に対するフィードバック（採点、添削、マナビーでのコメント、チェック後の返却など）は効果的に⾏われていましたか。Q5
⾔葉による説明だけではなく、受講⽣の理解を促進する⼯夫がなされていましたか。Q6
⾃主学習を促す⼯夫がなされていましたか。Q7
⼯夫してほしいと思ったことを選んでください（複数選択可、なしも可）。
1.分かりやすいパワーポイントや板書 2.聞き取りやすい話し⽅ 3.教科書や配布資料の活⽤ 4.マナビーの活⽤ 5.トラブルへの対応Q8
この授業は全体として満⾜できる内容でしたか。Q9
この授業の予習、復習、⾃主学習（授業時間90分を除く）に１週当たり平均どれくらい時間をかけましたか。Q10
あなたはこの授業に関して積極的に意⾒を述べたり質問をしたりしましたか。Q11
あなたはこの授業の分野⼜は関連分野の学習を更に深めたいですか。Q12
あなたがこの授業を履修した理由は何ですか（複数選択可）。
1.授業内容に興味・関⼼があった 2.授業⽅法に興味・関⼼があった 3.成績評価⽅法・基準に興味・関⼼があった 4.先輩や友⼈等
の勧め 5.卒業⼜は免許・資格の取得に必要だから

Q13

到達⽬標を達成しやすいように指導がなされていましたか。Q14
あなたは到達⽬標を達成できたと思いますか。Q15
DWCLA10の内、この授業の履修を通してその獲得や向上に役⽴ったと感じられるものをすべて選んでください（複数選択可、なし
も可）。＊15番と16番は１つの質問として回答してください。 1.分析⼒ 2.思考⼒ 3.創造⼒ 4.プレゼンテーション⼒ 5.コミュ
ニケーション⼒

Q16

（16番続き）DWCLA10のうち、この授業の履修を通してその獲得や向上に役⽴ったと感じられるものをすべて選んでください（複
数選択可、なしも可） 1.リーダーシップ 2.思いやる⼒ 3.変化対応⼒ 4.⾃⼰管理⼒ 5.⾃⼰実現⼒Q17
※遠隔で授業が⾏われた場合のみ回答してください。
遠隔での授業は滞りなく⾏われましたか。Q18
任意項⽬Q19
⾃由記述欄（上記回答の理由など、特記事項があれば記⼊してください。）Q20

付録1：アンケート項⽬と回答基準(次ページ)

12
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◆ラーニング・コモンズ 利用報告◆ 
 
2021 年度は原則個人利用に限定しながら運営を行ったが、2022 年 6 月末より原則個人

利用の制限を撤廃し、利用者間の間隔を保つ等の工夫をしながら座席数をコロナ禍以前の
数に戻した。また、日曜日は昨年度に引き続き閉館とした。 

（2023 年 3 月現在） 

１．2022 年度 イベント実施状況 

 

◇京田辺キャンパス 聡恵館ラーニング・コモンズ 

月月  イイベベンントト名名  

4 月 ビッグシスター・リトルシスター合同の会 

キャリア支援部 資格取得支援講座 説明・相談会 

新入生図書館オリエンテーション 

実験器具の講義（薬学部） 

5 月 新入生図書館オリエンテーション 

生理の貧困とフードロスについて知ろう（サスティナブル研究会） 

ゲストスピーカー講義（社会システム学科） 

オープンキャンパス 

医療製剤学講義（薬学部） 

社会システム学科「応用演習Ⅰ」 図書館ガイダンス  

6 月 LC ツアー（LC スタッフ） 

社会システム学科「応用演習Ⅰ」 図書館ガイダンス  

「薬学研究Ⅲ」ポスター発表（薬学部） 

オープンキャンパス 

社会システム学科「基礎演習」新入生図書館オリエンテーション 

7 月 ゲストスピーカー講演会（現代こども学科） 

衣類交換会（サスティナブル研究会） 

オープンキャンパス 

「メディア創造基礎演習」合同発表会（メディア創造学科） 

8 月 オープンキャンパス 

9 月 スポフェス e スポーツ部門リハーサル（学生支援課） 

オープンキャンパス 

「キャリアのためのプロジェクト演習」最終発表（キャリア支援部） 

キャリア・資格取得支援講座 説明・相談会（キャリア支援部） 

 

 

 

 

Q14

13

付録2：学科および科⽬区分の略称
学科および科⽬区分略称

⾳楽学科科⽬Ｏ
メディア創造学科/情報メディア学科科⽬ＭＳ/Ｊ
国際教養学科科⽬Ｋ
社会システム学科科⽬ＧＳ
現代こども学科科⽬ＧＫ
医療薬学科科⽬Ｙ
看護学科科⽬ＫＧ
英語英⽂学科科⽬Ｅ
⽇本語⽇本⽂学科科⽬Ｎ
⼈間⽣活学科科⽬Ｌ
⾷物栄養科学科⾷物科学専攻科⽬Ｓ
⾷物栄養科学科管理栄養⼠専攻科⽬ＳＫ
共通学芸科⽬共通
キリスト教・同志社関係科⽬キ・同
外国語科⽬外国
スポーツ・健康科⽬スポ・健
教職科⽬教職

14
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◆ラーニング・コモンズ 利用報告◆ 
 
2021 年度は原則個人利用に限定しながら運営を行ったが、2022 年 6 月末より原則個人

利用の制限を撤廃し、利用者間の間隔を保つ等の工夫をしながら座席数をコロナ禍以前の
数に戻した。また、日曜日は昨年度に引き続き閉館とした。 

（2023 年 3 月現在） 

１．2022 年度 イベント実施状況 

 

◇京田辺キャンパス 聡恵館ラーニング・コモンズ 

月月  イイベベンントト名名  

4 月 ビッグシスター・リトルシスター合同の会 

キャリア支援部 資格取得支援講座 説明・相談会 

新入生図書館オリエンテーション 

実験器具の講義（薬学部） 

5 月 新入生図書館オリエンテーション 

生理の貧困とフードロスについて知ろう（サスティナブル研究会） 

ゲストスピーカー講義（社会システム学科） 

オープンキャンパス 

医療製剤学講義（薬学部） 

社会システム学科「応用演習Ⅰ」 図書館ガイダンス  

6 月 LC ツアー（LC スタッフ） 

社会システム学科「応用演習Ⅰ」 図書館ガイダンス  

「薬学研究Ⅲ」ポスター発表（薬学部） 

オープンキャンパス 

社会システム学科「基礎演習」新入生図書館オリエンテーション 

7 月 ゲストスピーカー講演会（現代こども学科） 

衣類交換会（サスティナブル研究会） 

オープンキャンパス 

「メディア創造基礎演習」合同発表会（メディア創造学科） 

8 月 オープンキャンパス 

9 月 スポフェス e スポーツ部門リハーサル（学生支援課） 

オープンキャンパス 

「キャリアのためのプロジェクト演習」最終発表（キャリア支援部） 

キャリア・資格取得支援講座 説明・相談会（キャリア支援部） 
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◇今出川キャンパス 楽真館ラーニング・コモンズ 

月月  イイベベンントト名名  

4 月 新入生オリエンテーション、学科説明会（英語英文学科） 

ビッグシスター・リトルシスター合同の会 

春季リトリート周知のための展示 

「絵本研究」作品展示 

キャリア・資格取得支援講座説明・相談会 

表象文化 café「多文化共生社会日本と外国にルーツを持つ子ども ー学校と

「先生」の役割は？ ー」 

5 月 2022 年度春学期 新規 STAFF 募集説明会 

オープンキャンパス 

京の食文化を学ぶ ー伝統の継承と発展ー 

表象文化 Café「シェイクスピアを演じる」（T.L.Medlock） 

6 月 Living Design Week 

オープンキャンパス 

修論中間発表（英語英文学科） 

表象文化 Café「平安貴族の語用論ー教科書に書いてない敬語の話ー」 

オープンキャンパス 

7 月 第 20 回ポスターセッション（英語英文学科） 

スピーチクラス「私の主張」 

WHITE WORK 2022 

8 月 大文字の送り火観覧の会 

オープンキャンパス 

9 月 修士論文・博士論文中間発表会（英語英文学専攻） 

オープンキャンパス 

春学期卒業式 

2022 年度秋学期 JSP・中長期留学生受入れプログラム 歓迎会 

キャリア・資格取得支援講座 説明・相談会 
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月月 イイベベンントト名名 

10月 LC STAFF 募集説明会 

業界別入門セミナー（エアライン）（キャリア支援部） 

スポーツフェスティバル（e-スポーツ会場）準備、会場 

医療製剤学研究室セミナー（薬学部） 

11月 「Overseas Study Preparation Ⅱ/留学事前指導 Ⅱ」（国際教養学科） 

国際社会システム研究科修士論文中間発表会（現代社会学部） 

フードドライブ（現代社会学部・サスティナブル研究会） 

森ゼミ 卒業制作上映会「ISSUI NO YUME」（メディア創造学科） 

研修セミナー 医療製剤学（薬学部） 

キャリアカフェ「仕事を知ろうシリーズ（OG 編）」LIVE 配信（キャリア支援部）

「Overseas Study Preparation Ⅱ/留学事前指導 Ⅱ」（国際教養学科） 

12月 電子書籍活用セミナー（ライブラリーサービス課） 

大学見学会（上宮高校）模擬授業 

Project - Based English 上映（現代社会学会） 

キャリアカフェ「仕事を知ろうシリーズ」（キャリア支援部） 

「Overseas Study Preparation Ⅱ/留学事前指導 Ⅱ」（国際教養学科） 

ナイトオープンキャンパス（高大連携課） 

医療製剤学研究室セミナー（薬学部） 

「学芸学部ジョイントプログラム」 国際ミニカンファレンス，ワークショップ，

展示会（メディア創造学科） 

2023 年度 AO 方式入学者選抜合格者集合学習（入学課） 

1 月 医療製剤学研究室セミナー（薬学部） 

キャリアカフェ「仕事を知ろうシリーズ」（キャリア支援部） 

「発花点：森ゼミ  3 回生成果報告会」（メディア創造学科） 

2 月 国際社会システム研究科修士論文中間発表会（国際社会システム研究科） 

2022 年度 メディア創造学科 進級制作展（メディア創造学科） 

3 月 オープンキャンパス 
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◇今出川キャンパス 楽真館ラーニング・コモンズ 

月月  イイベベンントト名名  

4 月 新入生オリエンテーション、学科説明会（英語英文学科） 

ビッグシスター・リトルシスター合同の会 

春季リトリート周知のための展示 

「絵本研究」作品展示 

キャリア・資格取得支援講座説明・相談会 

表象文化 café「多文化共生社会日本と外国にルーツを持つ子ども ー学校と

「先生」の役割は？ ー」 

5 月 2022 年度春学期 新規 STAFF 募集説明会 

オープンキャンパス 

京の食文化を学ぶ ー伝統の継承と発展ー 

表象文化 Café「シェイクスピアを演じる」（T.L.Medlock） 

6 月 Living Design Week 

オープンキャンパス 

修論中間発表（英語英文学科） 

表象文化 Café「平安貴族の語用論ー教科書に書いてない敬語の話ー」 

オープンキャンパス 

7 月 第 20 回ポスターセッション（英語英文学科） 

スピーチクラス「私の主張」 

WHITE WORK 2022 

8 月 大文字の送り火観覧の会 

オープンキャンパス 

9 月 修士論文・博士論文中間発表会（英語英文学専攻） 

オープンキャンパス 

春学期卒業式 

2022 年度秋学期 JSP・中長期留学生受入れプログラム 歓迎会 

キャリア・資格取得支援講座 説明・相談会 
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月月 イイベベンントト名名 

10月 LC STAFF 募集説明会 

業界別入門セミナー（エアライン）（キャリア支援部） 

スポーツフェスティバル（e-スポーツ会場）準備、会場 

医療製剤学研究室セミナー（薬学部） 

11月 「Overseas Study Preparation Ⅱ/留学事前指導 Ⅱ」（国際教養学科） 

国際社会システム研究科修士論文中間発表会（現代社会学部） 

フードドライブ（現代社会学部・サスティナブル研究会） 

森ゼミ 卒業制作上映会「ISSUI NO YUME」（メディア創造学科） 

研修セミナー 医療製剤学（薬学部） 

キャリアカフェ「仕事を知ろうシリーズ（OG 編）」LIVE 配信（キャリア支援部）

「Overseas Study Preparation Ⅱ/留学事前指導 Ⅱ」（国際教養学科） 

12月 電子書籍活用セミナー（ライブラリーサービス課） 

大学見学会（上宮高校）模擬授業 

Project - Based English 上映（現代社会学会） 

キャリアカフェ「仕事を知ろうシリーズ」（キャリア支援部） 

「Overseas Study Preparation Ⅱ/留学事前指導 Ⅱ」（国際教養学科） 

ナイトオープンキャンパス（高大連携課） 

医療製剤学研究室セミナー（薬学部） 

「学芸学部ジョイントプログラム」 国際ミニカンファレンス，ワークショップ，

展示会（メディア創造学科） 

2023 年度 AO 方式入学者選抜合格者集合学習（入学課） 

1 月 医療製剤学研究室セミナー（薬学部） 

キャリアカフェ「仕事を知ろうシリーズ」（キャリア支援部） 

「発花点：森ゼミ  3 回生成果報告会」（メディア創造学科） 

2 月 国際社会システム研究科修士論文中間発表会（国際社会システム研究科） 

2022 年度 メディア創造学科 進級制作展（メディア創造学科） 

3 月 オープンキャンパス 
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月月  イイベベンントト名名  

12月 オープンギャラリー展示『表象文化 Café テーマ展示』  

オープンギャラリー展示 『地域計画学演習ミニコンペ 「住み処としての京都市

を考える season2」提案ポスター』 

クリスマスイベント（国際課） 

LC STAFF クリスマスイベント 

Academic Skills Presentation 発表会 

表象文化 Café「芸術と技術ｰいつアートなのかｰ」（高橋幸平） 

1 月 HIHUKU 展 

表象文化 Café「襄ヨリ始メヨー新島襄の自称詞―」（大島中正） 

「制作上映会」CM 上映 

地域計画学習演習ミニコンペ「住み処としての京都市を考える season2」 

表象と表現科目「制作」上映会（日本語日本文学科） 

卒業研究発表会（英語英文学科） 

同女春節祭 

卒業制作の模型などの展示会 

「食品開発プロジェクト」成果発表会 

2 月 英語英文学専攻修士論文発表会 

中・長期受入れ留学生 2022 年度秋学期修了式 

卒業論文発表（日本語日本文学科） 

3 月 「探究 NEO」最終発表会 

オープンキャンパス 
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月月  イイベベンントト名名  

10月 入試対策講座 

Come ask about... Event 

教育実習発表会 

AKP×同女交流会 

2022 年度秋学期 新規 LC STAFF 募集説明会 

オープンギャラリー展示『10 月 31 日開催 ハロウィンイベント「Witches' 

Night Out」のお知らせ』 

表象文化 Café「もう一度、ふみだすチカラｰ先生、悩んだときどうしたらいい

ですか？ｰ」 

ホームカミングデー2022 

Witches' Night Out 

オープンギャラリー展示『表象文化 Café テーマ展示』 

11月 オープンギャラリー展示『奈良きたまちをフィールドとした地域デザイン課

題』 

「くらしの色彩学」課題展示 

Kathleen Kitao 名誉教授特別講演会 

ポスターセッション発表会（人間生活学科） 

オープンギャラリー展示『Digital Colouring』 

同志社女子大学 EVE（学園祭） 

電子書籍活用セミナー 

キャリアカフェ「ざっくばらん」（OG・学情編） 

表象文化 Café「技術と芸術ｰ画像生成 AI の衝撃ｰ」 

「ユニバーサルデザイン演習」作品展 

留学・教育実習報告会 

12月 キャリアカフェ「ざっくばらん」（内定者編・先輩のキャリア支援部活用術を

知ろう） 

学部講演会（日本語日本文学科） 

同志社女子大学史料センター公開講演会 

入試対策講座 

オープンギャラリー展示『応用演習Ⅰ成果発表』 

ナイトオープンキャンパス 

キャリアカフェ「ざっくばらん」（TAKAMI ブライダル編）LIVE 配信 

Speak! Share! Inspire!（英語英文学科 2 年次生プレゼンテーション発表会）

表象文化 Café「万博とカナダｰ忘却される歴史ｰ」 （鈴木健司） 

2022 年度 JSP（Japanese Studies Program）送別会  
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月月  イイベベンントト名名  

12月 オープンギャラリー展示『表象文化 Café テーマ展示』  

オープンギャラリー展示 『地域計画学演習ミニコンペ 「住み処としての京都市

を考える season2」提案ポスター』 

クリスマスイベント（国際課） 

LC STAFF クリスマスイベント 

Academic Skills Presentation 発表会 

表象文化 Café「芸術と技術ｰいつアートなのかｰ」（高橋幸平） 

1 月 HIHUKU 展 

表象文化 Café「襄ヨリ始メヨー新島襄の自称詞―」（大島中正） 

「制作上映会」CM 上映 

地域計画学習演習ミニコンペ「住み処としての京都市を考える season2」 

表象と表現科目「制作」上映会（日本語日本文学科） 

卒業研究発表会（英語英文学科） 

同女春節祭 

卒業制作の模型などの展示会 

「食品開発プロジェクト」成果発表会 

2 月 英語英文学専攻修士論文発表会 

中・長期受入れ留学生 2022 年度秋学期修了式 

卒業論文発表（日本語日本文学科） 

3 月 「探究 NEO」最終発表会 

オープンキャンパス 
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月月  イイベベンントト名名  

10月 入試対策講座 

Come ask about... Event 

教育実習発表会 

AKP×同女交流会 

2022 年度秋学期 新規 LC STAFF 募集説明会 

オープンギャラリー展示『10 月 31 日開催 ハロウィンイベント「Witches' 

Night Out」のお知らせ』 

表象文化 Café「もう一度、ふみだすチカラｰ先生、悩んだときどうしたらいい

ですか？ｰ」 

ホームカミングデー2022 

Witches' Night Out 

オープンギャラリー展示『表象文化 Café テーマ展示』 

11月 オープンギャラリー展示『奈良きたまちをフィールドとした地域デザイン課

題』 

「くらしの色彩学」課題展示 

Kathleen Kitao 名誉教授特別講演会 

ポスターセッション発表会（人間生活学科） 

オープンギャラリー展示『Digital Colouring』 

同志社女子大学 EVE（学園祭） 

電子書籍活用セミナー 

キャリアカフェ「ざっくばらん」（OG・学情編） 

表象文化 Café「技術と芸術ｰ画像生成 AI の衝撃ｰ」 

「ユニバーサルデザイン演習」作品展 

留学・教育実習報告会 

12月 キャリアカフェ「ざっくばらん」（内定者編・先輩のキャリア支援部活用術を

知ろう） 

学部講演会（日本語日本文学科） 

同志社女子大学史料センター公開講演会 

入試対策講座 

オープンギャラリー展示『応用演習Ⅰ成果発表』 

ナイトオープンキャンパス 

キャリアカフェ「ざっくばらん」（TAKAMI ブライダル編）LIVE 配信 

Speak! Share! Inspire!（英語英文学科 2 年次生プレゼンテーション発表会）

表象文化 Café「万博とカナダｰ忘却される歴史ｰ」 （鈴木健司） 

2022 年度 JSP（Japanese Studies Program）送別会  
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◇今出川キャンパス 楽真館ラーニング・コモンズ 

  2022 年度 2021 年度 

開館 

日数 

月利用者 

合計数 

利用者数平均 

／日 

開館 

日数 

月利用者 

合計数 

利用者数平均 

／日 

4 月 23 7,794 338.87  23 7,570 329.13 

5 月 22 8,348 379.45  22 3,781 171.86 

6 月 26 10,694 411.31  26 7,276 279.85 

7 月 26 13,331 512.73  27 13,383 495.67 

8 月 15 1,750 116.67  16 1,623 101.44 

9 月 20 2,896 144.80  20 2,162 108.1 

10 月 26 9,348 359.54  26 8,954 344.38 

11 月 24 9,606 400.25  23 9,346 406.35 

12 月 21 8,812 419.62  22 10,161 461.86 

1 月 18 9,375 520.83  21 9,455 450.24 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※2022 年度は、日曜日を閉館とする以外は開館日数に大きな変更点なく開館。 
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２．2022年度 月ごとの平均利用者数 

 

ラーニング・コモンズでは、１時間ごとに各エリアにいる利用者数を確認している。以

下の表は、その利用者数の合計を月ごとに算出したものである。月ごとの利用者合計数

を開館日数で割ることにより、各月の平均利用者数を算出した。 

 

◇京田辺キャンパス 聡恵館ラーニング・コモンズ 

  2022年度 2021年度 

開館 

日数 

月利用者 

合計数 

利用者数平均

／日 

開館 

日数 

月利用者 

合計数 

利用者数平均／

日 

4月 24 14,812 617.17  24 14,502 604.25 

5月 22 18,275 830.68  22 8,335 378.86 

6月 26 22,478 864.54  26 15,138 582.23 

7月 26 27,429 1054.96  27 25,830 956.67 

8月 15 3,995 266.33  16 2,648 165.5 

9月 20 6,469 323.45  20 3,840 192 

10月 26 19,324 743.23  26 17,605 677.12 

11月 22 19,797 899.86  22 18,631 846.86 

12月 21 16,861 802.90  22 17,328 787.64 

1月 17 15,474 910.24  16 15,135 945.94 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同志社女子大FD Report16号.indd   104同志社女子大FD Report16号.indd   104 2023/03/11   9:012023/03/11   9:01



Faculty Development

105

 Faculty Development 
 

 
 
 

◇今出川キャンパス 楽真館ラーニング・コモンズ 

  2022 年度 2021 年度 

開館 

日数 

月利用者 

合計数 

利用者数平均 

／日 

開館 

日数 

月利用者 

合計数 

利用者数平均 

／日 

4 月 23 7,794 338.87  23 7,570 329.13 

5 月 22 8,348 379.45  22 3,781 171.86 

6 月 26 10,694 411.31  26 7,276 279.85 

7 月 26 13,331 512.73  27 13,383 495.67 

8 月 15 1,750 116.67  16 1,623 101.44 

9 月 20 2,896 144.80  20 2,162 108.1 

10 月 26 9,348 359.54  26 8,954 344.38 

11 月 24 9,606 400.25  23 9,346 406.35 

12 月 21 8,812 419.62  22 10,161 461.86 

1 月 18 9,375 520.83  21 9,455 450.24 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※2022 年度は、日曜日を閉館とする以外は開館日数に大きな変更点なく開館。 
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 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 

・2階ｸﾞﾙｰﾌﾟｽﾀﾃﾞｨﾙｰﾑ  E                   1 

ﾘﾓｺﾝ（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ用） 

1 階ｲﾝﾌｫﾀﾞｲﾅｰ  A・ F 

        1 1         

その他 9 10 4 6 2 4 8 14 9 4 

 

◇今出川キャンパス 楽真館ラーニング・コモンズ 

2022 年度 ICT 機器貸出集計 

（月別集計） 

4 月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月

ノート PC 70 87 155 149 14 31 107 131 94 75 

PC 用ﾏｳｽ 51 61 105 100 6 18 82 91 80 57 

ﾍｯﾄﾞﾎﾝ 24 30 29 14 1 7 21 22 32 3 

ﾍｯﾄﾞｾｯﾄ 1 1 3 1 1 0 2 2 4 2 

ﾚｰｻﾞｰﾎﾟｲﾝﾀｰ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

Blu-ray Disc/DVD ﾌﾟﾚｲﾔｰ 0 3 4 4 2 2 0 0 0 1 

教材提示装置 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 

延長ｺｰﾄﾞ 0 2 3 4 3 5 0 0 4 0 

ｲﾝﾌｫﾀﾞｲﾅｰｹｰﾌﾞﾙｾｯﾄ（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ用） 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 

ｸﾞﾙｰﾌﾟｽﾀﾃﾞｨﾌﾞｰｽｹｰﾌﾞﾙｾｯﾄ 

（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ用） 

1 3 3 4 1 0 5 0 3 6 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ（大）No.1～4 ※SONY 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ（小）No.5～6  

※EPSON 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ｽｸﾘｰﾝ（大） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ｽｸﾘｰﾝ（小） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗ 1 0 1 3 0 1 2 1 2 1 

ﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗ用ﾏｲｸ(ｺﾝﾃﾞﾝｻｰｽﾃﾚｵﾏｲｸﾛﾎﾝ) 0 1 1 3 0 0 2 1 1 1 

IC ﾚｺｰﾀﾞｰ 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ一眼ﾚﾌｶﾒﾗ 0 0 0 2 0 0 0 0 1 0 

三脚 1 0 1 1 0 0 2 1 1 1 

PC 用 DVD ﾄﾞﾗｲﾌﾞ 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 

ﾎﾟｲﾝﾀｰ(ｸﾘｯｶｰ) Canon 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾍﾟｰﾊﾟｰ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

HDMI ｹｰﾌﾞﾙ 1 0 1 2 0 0 0 0 0 0 

SD ｶｰﾄﾞ／microSD ｶｰﾄﾞ 1 0 1 2 0 0 2 2 3 1 

 Faculty Development 
 

 
 
 

３．2022 年度 ＩＣＴ機器貸出件数集計 

 

◇京田辺キャンパス 聡恵館ラーニング・コモンズ 

2022 年度 ICT 機器貸出集計 

（月別集計） 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 

ノート PC 664 711 708 839 65 148 705 742 485 391 

ﾏｳｽｾｯﾄ 68 81 108 99 12 19 106 109 82 67 

タッチペン   6 5 6     5 3 1 6 

ﾍｯﾄﾞﾎﾝ 258 269 281 293 13 66 284 231 128 98 

ﾍｯﾄﾞｾｯﾄ 23 15 7 3   1 10 10 1 3 

HDMI ｹｰﾌﾞﾙ   2 2 1 1 1 6 6 2   

HDMI ｱﾀﾞﾌﾟﾀ- 1 2   3     5 7 3 1 

HyperDrive     1 2       2 2   

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ                     

ﾚｰｻﾞｰﾎﾟｲﾝﾀｰ   1 1 1             

ｽｸﾘｰﾝ（大）                     

ｽｸﾘｰﾝ（小）                 1   

教材提示装置                     

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ一眼ﾚﾌｶﾒﾗ               1     

microSD(ｶﾒﾗ用）               1     

ﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗ                     

microSD(ﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗ用）                     

ﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗ用ﾏｲｸ                     

SD ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ                   1 

三脚     1               

PC 用 DVD ﾄﾞﾗｲﾌﾞ 1 1 1 1     1 9 4   

Blu-ray Disc/DVD ﾌﾟﾚｲﾔｰ 1       1           

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾍﾟｰﾊﾟｰ                     

e-黒板ｾｯﾄ                     

IC ﾚｺｰﾀﾞｰ                     

延長ｺｰﾄﾞ 5m   7 3 2   1 3 16 3 10 

延長ｺｰﾄﾞ 10m       2     2       

VGA ケーブル（D-sub）         1           

音声プラグ         1           

ﾘﾓｺﾝ＆ﾀｯﾁﾍﾟﾝｾｯﾄ（BIG PAD 用）         1           

・1 階ｲﾝﾌｫﾀﾞｲﾅ用 B・C・D・E               1     
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 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 

・2階ｸﾞﾙｰﾌﾟｽﾀﾃﾞｨﾙｰﾑ  E                   1 

ﾘﾓｺﾝ（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ用） 

1 階ｲﾝﾌｫﾀﾞｲﾅｰ  A・ F 

        1 1         

その他 9 10 4 6 2 4 8 14 9 4 

 

◇今出川キャンパス 楽真館ラーニング・コモンズ 

2022 年度 ICT 機器貸出集計 

（月別集計） 

4 月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月

ノート PC 70 87 155 149 14 31 107 131 94 75 

PC 用ﾏｳｽ 51 61 105 100 6 18 82 91 80 57 

ﾍｯﾄﾞﾎﾝ 24 30 29 14 1 7 21 22 32 3 

ﾍｯﾄﾞｾｯﾄ 1 1 3 1 1 0 2 2 4 2 

ﾚｰｻﾞｰﾎﾟｲﾝﾀｰ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

Blu-ray Disc/DVD ﾌﾟﾚｲﾔｰ 0 3 4 4 2 2 0 0 0 1 

教材提示装置 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 

延長ｺｰﾄﾞ 0 2 3 4 3 5 0 0 4 0 

ｲﾝﾌｫﾀﾞｲﾅｰｹｰﾌﾞﾙｾｯﾄ（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ用） 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 

ｸﾞﾙｰﾌﾟｽﾀﾃﾞｨﾌﾞｰｽｹｰﾌﾞﾙｾｯﾄ 

（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ用） 

1 3 3 4 1 0 5 0 3 6 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ（大）No.1～4 ※SONY 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ（小）No.5～6  

※EPSON 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ｽｸﾘｰﾝ（大） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ｽｸﾘｰﾝ（小） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗ 1 0 1 3 0 1 2 1 2 1 

ﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗ用ﾏｲｸ(ｺﾝﾃﾞﾝｻｰｽﾃﾚｵﾏｲｸﾛﾎﾝ) 0 1 1 3 0 0 2 1 1 1 

IC ﾚｺｰﾀﾞｰ 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ一眼ﾚﾌｶﾒﾗ 0 0 0 2 0 0 0 0 1 0 

三脚 1 0 1 1 0 0 2 1 1 1 

PC 用 DVD ﾄﾞﾗｲﾌﾞ 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 

ﾎﾟｲﾝﾀｰ(ｸﾘｯｶｰ) Canon 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾍﾟｰﾊﾟｰ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

HDMI ｹｰﾌﾞﾙ 1 0 1 2 0 0 0 0 0 0 

SD ｶｰﾄﾞ／microSD ｶｰﾄﾞ 1 0 1 2 0 0 2 2 3 1 

同志社女子大FD Report16号.indd   107同志社女子大FD Report16号.indd   107 2023/03/11   9:012023/03/11   9:01



Faculty Development

108

 Faculty Development 
 

 
 
 

◆ＦＤ活動報告（2022 年度）◆ 

 

１．本学ＦＤ関連事業 

月 内 容 

５月 ・2022 年度春学期授業に関するアンケート実施案内 

６月 ・2021 年度秋学期成績統計資料配布 

・2021 年度秋学期 授業振り返りシート まとめ資料 科目代表者送付 

７月 ・2022 年度春学期（授業期間内開講科目）授業に関するアンケート実施 

【実施期間：2022 年 7 月 11 日（月）～ 8 月 5 日（金）】 

８月 ・2022 年度春学期（夏期集中講義科目）授業に関するアンケート実施 

【実施期間：2022 年 8 月 15 日（月）～ 9 月 11 日（日）】 

・2022 年度春学期授業に関するアンケート実施結果個票配付・公開 

・2022 年度春学期遠隔授業に関するアンケート実施 

９月 ・2022 年度春学期授業振り返りシートの提出 

・第 18 回アクティブ・ラーニング研究会 ［教員 175 名、職員 3 名 参加］ 

１０月 ・2022 年度秋学期授業に関するアンケート実施案内 

・2022 年度春学期成績統計資料配布 

１１月 ・2022 年度春学期 授業振り返りシート まとめ資料 科目代表者送付 

・2022 年度 FD 講習会 開催［教員 193 名 参加］ 

１月 ・2022 年度秋学期授業に関するアンケート実施 

【実施期間：2023 年 1 月 6 日（金）～2 月 9 日（木）】 

２月 ・2022 年度秋学期授業に関するアンケート実施結果配付 

３月 ・2022 年度秋学期授業振り返りシートの提出 

・2022 年度 FD レポート第 16 号発行 

・2022 年度秋学期授業に関するアンケ－ト総評 公開 

・2022 年度秋学期遠隔授業に関するアンケート実施 
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 4 月 5 月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月

（特例） ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞ 0 2 2 2 2 4 0 0 2 0 

（特例） PC 電源ｺｰﾄﾞ 0 5 6 6 6 8 2 10 4 2 

その他：（品名：舞台スカート（大）） 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 

その他：（品名：舞台スカート（小）） 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 

その他：（品名：クリッカー ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

その他：（品名：カメラシューマウント） 0 0 0 1 0 0 2 1 1 1 

その他：（品名：マイクホルダー ） 0 0 0 0 0 2 0 2 1 0 

その他：（品名：Mac 変換アダプター ） 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 

その他：（品名：iPad/iPhone 変換アダプタ） 0 0 0 0 0 1 1 0 1 1 

その他：（品名：android 変換アダプタ） 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 
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◆ＦＤ活動報告（2022 年度）◆ 

 

１．本学ＦＤ関連事業 

月 内 容 

５月 ・2022 年度春学期授業に関するアンケート実施案内 

６月 ・2021 年度秋学期成績統計資料配布 

・2021 年度秋学期 授業振り返りシート まとめ資料 科目代表者送付 

７月 ・2022 年度春学期（授業期間内開講科目）授業に関するアンケート実施 

【実施期間：2022 年 7 月 11 日（月）～ 8 月 5 日（金）】 

８月 ・2022 年度春学期（夏期集中講義科目）授業に関するアンケート実施 

【実施期間：2022 年 8 月 15 日（月）～ 9 月 11 日（日）】 

・2022 年度春学期授業に関するアンケート実施結果個票配付・公開 

・2022 年度春学期遠隔授業に関するアンケート実施 

９月 ・2022 年度春学期授業振り返りシートの提出 

・第 18 回アクティブ・ラーニング研究会 ［教員 175 名、職員 3 名 参加］ 

１０月 ・2022 年度秋学期授業に関するアンケート実施案内 

・2022 年度春学期成績統計資料配布 

１１月 ・2022 年度春学期 授業振り返りシート まとめ資料 科目代表者送付 

・2022 年度 FD 講習会 開催［教員 193 名 参加］ 

１月 ・2022 年度秋学期授業に関するアンケート実施 

【実施期間：2023 年 1 月 6 日（金）～2 月 9 日（木）】 

２月 ・2022 年度秋学期授業に関するアンケート実施結果配付 

３月 ・2022 年度秋学期授業振り返りシートの提出 

・2022 年度 FD レポート第 16 号発行 

・2022 年度秋学期授業に関するアンケ－ト総評 公開 

・2022 年度秋学期遠隔授業に関するアンケート実施 
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月 セミナー名・テーマ 主催 参加者 

11 月 2022 年度分野連携アクティブ・ラーニング対話集会 公益社団法人私立大学情報

教育協会 

― 

12 月 12 月 manaba オンライン講習会のご案内 株式会社朝日ネット ― 

産学連携事業「学生による社会スタディ」 公益財団法人私立大学 情報

教育協会 

― 

第 28 回 FD フォーラム「挑×選〜多様な学びの支援に求め

られる挑戦と選択」 

公益財団法人大学コンソー

シアム京都主催 

教員 31 名、

職員 4名 

第 3回「教学マネジメント実践講座」 

－大学のブランド化を目指して－ 

一般財団法人全国大学実務

教育協会 

― 

第 10 回「能動的学修の教員研修リーダー講座」 

－学びの技法・授業デザイン・学修成果の評価－ 

― 

第 9回「FD 教職員実践研究会」 ― 

1 月 「大学教員の企業現場研修」 公益社団法人私立大学 情報

教育協会 

― 

FD のための情報技術研究講習会 ― 
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以下のとおり学外で開催されたＦＤ関連セミナー等について教職員に向けて周知を行いました。 

 

月（周知） セミナー名・テーマ 主催 参加者 

4 月 第 12 回新任教員研修セミナー 

「ポストコロナのアクティブ・ラーニング」 

公益財団法人 

大学セミナーハウス 

― 

第 2回「教学マネジメント実践講座」 一般財団法人全国大学実務

教育協会 

― 

第 4回「大学実務家教員養成講座」 ― 

第 8回「FD 教職員実践研究会」 ― 

第 9回「能動的学修の教員研修リーダー講座」 ― 

5 月 FD 推進ワークショップ 一般社団法人日本私立大学

連盟 

― 

7 月 第 9回「能動的学修の教員研修リーダー講座」 一般財団法人全国大学実務

教育協会 

― 

第 8回「FD 教職員実践研究会」 ― 

第 4回「大学実務家教員養成講座」 ― 

第 2回「教学マネジメント実践講座」 ― 

2022 年度 IR フォーラム 大学コンソーシアム京都/株

式会社リアセック 

― 

8 月 先端ネットワーク利用研究に関するワークショップ

「ADVNET2022」 

ADVNET2022 実行委員会 ― 

京都 FD 交流会「ポストコロナ時代の大学教育の場」 

第 2回「大学英語授業のバージョンアップから考える教育

DX：プロジェクト発信型英語プログラムの実践から」 

公益財団法人大学コンソー

シアム京都 

― 

IDE 大学セミナー「文理融合型教育の実現を考える－高大

接続・大大接続の視点から－」 

IDE 大学協会近畿支部 ― 

9 月 FD 合同研修プログラム・テーマ別研修 

第 2回「授業での ICT 活用を考えるワークショップ」 

公益財団法人大学コンソー

シアム京都 

― 

京都 FD 交流会「ポストコロナ時代の大学教育の場」 

第 3回「ポストコロナにおけるアクティブラーニングを考

える」 

― 

10 月 FD 合同研修プログラム・テーマ別研修 

第 3回「著作権」 

公益財団法人大学コンソー

シアム京都 

― 

大学情報セキュリティ研究講習会 公益社団法人 私立大学情報

教育協会 

― 

IDE 高等教育研究フォーラム「大学の質保証システム－現

状と課題」 

IDE 大学協会 IDE 高等教育

研究フォーラム事務局 

― 

２．学外におけるＦＤ関連セミナー等案内及び参加者一覧 
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